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　春が来た　今日から俺は　ロリのヒモ！　（天てん堂どうハル）




　ハルが来た　とっても幸せ　えへへへへ♡　（二に条じよう藤とう花か）




　ハル起きろ　いつまで寝てるの？　もう午後よ　（丹たん沢ざわ千ち鶴づる）




　ハル巻きは　けっこう好きにゃ　おいしいにゃ　（小こ森もり紗さ奈な）




　セクハルは　ぜったいダメです　許しません　（園その原はら麻ま耶や）




　うるせーよ　いいから漫画を　描きやがれ　（中なか野の夕ゆ莉り）










　足あし下もとに、三本のペットボトルが転がっている。

　──なんでこんなところに、こんなものが落ちてるんだ……？

　──てゆーか、そもそもここはどこなのだ……？

　そんなこともわからなくなるほど、俺は混乱していた。

　全身に力が入らない。立っているのもしんどくて、身体がふらつきそうになる。

　心臓だけがバクバクと過酷な労働を強しいられていた。

　左肩にかすかな痛みを感じる。

　がんばって目線をあげると、四十歳くらいのおっさんに強い力でつかまれていた。

　おっさんの隣には、二十代半ばくらいのメガネ男子。

　ふたりとも険しい顔つきで俺を見ていた。まるで犯罪者を見る目つきだ。

　──いや、まるでじゃない。実際にそう疑っているのだ。

　なにしろこのふたりは警察官で、不審者がいるとの通報を受けてやってきたのだから。

　そして、善良な市民である俺に向かって、おっさんは重々しい口調でこう言ったのだ。




　──ちょっと交番まで来てもらおうか。




　…………ああ、そうだ。そうだった。

　遠のいていた意識が徐々に現実に引き戻される。

　ここは近所の公園で、俺たちはソフトバレーの特訓をしていた。

　正確には、特訓をしていたのはロリっ娘こ三人組で、俺は監督役だった。

　頭上で太陽が照っている。ねっとりとした熱気が肌にまとわりつく。

　九月上旬。まだまだ残暑が厳しい時期である。

　かわいいロリたちが熱中症になってはいけないと思い、俺は水鉄砲を持参していた。

　水をかけてあげて、身体を冷やすことが目的だ。誓って変な意図はなかった。

　だけど、これを目撃した第三者には、そうは映らなかったらしい……。

　まあ、言われてみると無理もないか。ブルマ姿の少女たちにぴゅーっと水をかけてるやつがいたら、そりゃ俺だって不審者だと思うわ……。

　と、そこで。

　こちらの様子に気づいたロリたちが、ソフトバレーの練習をやめて駆け寄ってきた。

「……先生、どうされましたか？」

　黒髪ロングの正統派お嬢さま──二に条じよう藤とう花か。

「……あんたまさか、とうとう警察のお世話になるようなことやっちゃったわけ？」

　ツインテールのツンデレお嬢さま──丹たん沢ざわ千ち鶴づる。

「……にゃあ、ぼくはにいさまを信じてるにゃ」

　ショートヘアの残念系ネコミミお嬢さま──小こ森もり紗さ奈な。

　三人とも不安そうなまなざしである。

　水と汗で体操服が透けていて、それぞれうっすらとビキニが見えた。

「あー、べつにたいしたことないよ。なんか水鉄砲が原因で、不審者だと誤解されちゃったみたい」

　安心させるため、軽い調子でそう答える。

「そんなっ！　先生はわたしたちのためを思ってやってくれていたのに！」

「……そうね。さすがに不審者は失礼だわ」

「にいさまは悪くないにゃ！」

　三人は我がことのように憤慨してくれた。

　思わず笑みがこぼれる。こんな状況だけど、すげえ嬉うれしかった。

　そうだ。俺はなにも悪いことはしてないし、最強の味方がついている。

　たとえ相手が国家権力であろうと、びびる必要はない。

　それに、このおっさんたちだって正義感に基づいて仕事をしている。

　つまりお互い善の立場である。きちんと話し合えば、わかってくれるはずだ。

「……きみたち、彼と知り合いなのか？」

　俺の肩をつかんだまま、おっさんがロリたちに訊たずねる。

「はい。先生はわたしたちのヒモです」

「──っ」

　藤とう花かの答えに、おっさんは目を見開いて絶句した。

　そばのメガネ男子も啞あ然ぜんとしている。

　警察官なら常に冷静沈着であってほしいものだが……責めるのも酷である。

「まあ、そういうわけです」

　俺はほっと息を吐き、苦笑まじりに言った。

「事案じゃないので、もう帰っても大丈夫ですよ」

「いや、まったく大丈夫じゃないだろ」

　つかまれた手をさりげなく振り払おうとしたら、グッと力をこめられた。

　鋭い眼光を俺に向けて、

「……ヒモとはどういう意味だ？」

「どうって……言葉どおりの意味ですよ。彼女たちに養ってもらっています」

「……わかった。とにかくふつうの関係じゃないってことだな」

　おっさんはこめかみに手をやり、苦々しく言葉を継いだ。

「詳しい事情は交番で聞かせてもらおう」

「えぇ……めんどくさいんですけど」

「ここで長々と話すよりはいいだろう」

「……わかりました」

　断ることで、変に勘ぐられても面白くない。

　身の潔白を示すため、従っておくことにした。

「悪いけど、きみたちもお願いできるかな？」

　と、おっさんがロリたちに問う。

　俺に向けるものとは打って変わって、やさしげな声音だった。

「もちろんです」

「仕方ないわね」

「にいさまの逆転無罪を勝ち取るにゃ」

　三人とも即座にうなずいた。

　練習を中断させるのは申し訳ないが、正直とても心強い。

　後ろ暗いことがなくても、やっぱりちょっと不安だからな……。

　お礼にあとで、いっぱいなでなでしてあげようと思った。







　手荷物を持って公園を出る。

　交番はすぐ近くにあり、数分で到着した。

　パイプ椅子を出してもらって、警察官と向き合うように腰かける。

　節電のためなのか空調は効いていない。そもそもドアが開けっ放しだし。

　それでも日差しがないぶん、外よりはだいぶマシだ。

　扇風機が一台だけあり、首を振ってロリたちに風を送っていた。

「これ、飲んでいいよ」

　三人に声をかけて、ペットボトルを手渡す。

　さきほど自販機で買ったスポーツドリンクだ。

　動揺のあまり落としてしまったけど、炭酸じゃないから問題ないだろう。

「ありがとうございますっ」「ん、ありがと」「さんきゅーにゃ」

　喉のどが渇かわいていたのか、さっそくクピクピと飲みはじめる。

　両手持ちでちょっとずつ飲むのが、なんともかわいらしかった。

「あと、冷えないようタオルでちゃんと拭いておけよ」

「「「はーい」」」

　ロリたちは素直に返事をして、スポーツタオルで身体をふきふきした。

　俺はそれを横目に、自分のペットボトルを開ける。一口飲んだところで、

「ではまず名前と生年月日、電話番号と住所を教えてください」

　と、メガネ男子が切り出してきた。

　おっさんは隣で、むっすりとした顔をしている。事務的なことは後輩にまかせ、なにかあったら口を出すつもりだろう。アメとムチ的な役割分担なのかもしれない。

　ともあれ、俺は要求どおり答えていく。電話番号は携帯のやつを告げた。

　メガネ男子はすらすらと記録して、質問を続ける。

「えーと、年齢は十七歳ですね。高校生ですか？」

「いえ、高校は中退しました」

「……それはまた、なぜ？」

「べつにたいした理由じゃないですよ。単純に優先順位の問題です」

「と言いますと？」

「学校の勉強よりも、彼女たちと遊んでいたほうが楽しいじゃないですか」

「……え？」

「え？」

「……いや、あの、本当にそんな理由で辞めたんですか？」

「そうですよ。逆に訊ききますけど、これ以上の理由がいりますか？」

「それは……いるでしょう。楽しいだけじゃ世の中は渡っていけない、というのが一般的な価値観です」

「あー、そうですね。俺もそう思っていた時期がありました」

　過去の自分を思い返し、あの頃はいろいろ悩んでいたなーと苦笑する。

「ですが、いいことを教えてあげます。ヒモに学歴はいらないんですよ」

「……いちおう訊きますが、ふざけてるわけじゃないんですよね？」

「もちろんです」

「……すいません。まさかとは思いますが、あなた、ガチでヒモなんですか？」

「そうですよ」

　俺が肯定すると、メガネ男子は十秒ほどフリーズして、

「…………彼の言っていることは本当かな？」

　と、今度はロリたちに確認した。

「本当です」

「残念ながらね」

「にいさまは正直者にゃ。特に欲望には正直にゃ」

　三人は口をそろえて答えた。

　紗さ奈なちゃんはひとこと余計だったけど、そのとおりなので許してあげよう。

「……わ、わかりました。ひとまず信じることにします」

　考えることを放棄したのか、メガネ男子は次の質問に移った。

「えーと……それではなぜ、あなたは彼女たちに水鉄砲を撃ったのですか？　彼女たちはバレーボールをしていたようですし、水遊びとは思えないのですが……」

「ただの熱中症対策ですよ。運動して火ほ照てった身体を冷やすためです」

「……不ふ埒らちな真ま似ねをしていたわけではなく？」

「そんなわけないでしょう。俺には、大切なものを汚す趣味なんてありません」

「……なるほど。しかし、なにも水鉄砲で冷やす必要はないんじゃないでしょうか？」

「そりゃそうですが、どうせなら楽しいほうがいいでしょう？」

「…………きみたちは、彼に水をかけられて楽しいのかい？」

　思案するような沈黙を挟み、メガネ男子が再度ロリたちに問う。

「はい、とっても楽しいですっ」

「まあ、刺激的ではあるわね」

「にいさまは、いつもぼくたちをワクワクさせてくれるにゃ」

　藤とう花かは朗らかに、千ち鶴づるは照れくさそうに、紗奈はどや顔で答えた。

「そ、そうなんだ……」

　メガネ男子は引きつった愛あい想そ笑いを浮かべ、深いため息をつく。

　そして、もはや手に負えないと判断したのか、上司に指示を仰いだ。

「……ヤマさん、どう思いますか？」

「そうだな……」

　おっさんは数秒思案して、おもむろに手錠を取り出した。




「とりあえず逮捕しよう」




「──ちょっ、なんでそうなるんですか!?」

　ぶっとんだ答えに、俺は慌てて抗議した。

　そんな乱暴な〝とりあえず〟があってたまるか！

　てか、手錠ってそんな気軽に出していいもんじゃないでしょ！

「ヤマさん！　さすがにそれはまずいですよ！」

　メガネ男子も慌てて止める。

「ぐっ……わかってる！」

　いちおう自覚はあったらしい。おっさんは悔しそうに歯がみした。

　全身から怒りをにじませ、魂の叫びをあげる。

「だが、こんなやつを社会にのさばらせておいていいのか!?　学校を辞めて、社会で働く意志を見せず、あまつさえ少女に寄生するとか、クズの極きわみじゃないか！　こういうやつを取り締まるのが警察の仕事じゃないのか!?　俺の正義感は間違っているのか!?」

「ええ、お気持ちはよくわかります！　ですが『少女のヒモになってはいけない』なんて法律、日本にはないんです！　被害者がいない以上、彼は法では裁けません！」

「──くそ！　警察とは、法律とは、なんて無力なんだ……っ！」

　おっさんは天井を仰ぎ、この世の不ふ条じよう理りさを嘆いた。

「まあ、どんまいです。こんなふうにやりきれないこともあると思いますが、これからも日本の治安をよろしくお願いします」

「──黙れっ！　貴様にだけはお願いされたくないわ！」

　あれ、フォローしようと思ったのに、余計に怒らせてしまった。

　おっさんは手錠をしまい、びしっと俺を指さす。

「貴様は社会のゴミだ！　いまは無理でも、いつか必ず逮捕してやる！」

　……こんな俺にも、いちおう面子メンツというものがある。

　ここまで悪あしざまに言われて、黙っているわけにはいかない。

「たしかに俺は社会的には無価値です。それは否定しません。けど、俺たちのことをなんにも知らないあなたに、そこまで言われる筋合いはないですよ！」

　俺に続いて、ロリたちも声を荒らげた。

「そうです！　先生はクズですけど、とてもいい人です！　逮捕なんてありえません！」

「同感ね！　クズはクズでも、人を傷つけるようなことはしないタイプのクズだわ！」

「にいさまは世界一やさしいクズにゃ！」

　……そんなにクズを強調しなくてもいいんじゃない？

　と思わなくもないが、力強い弁護に胸が熱くなった。

　ロリたちの剣けん幕まくに怯ひるんだのか、おっさんはやや控えめなトーンで意見する。

「……だが、刑務所で更生して社会復帰したほうが、彼のためにもいいだろう？」

「そんなの余計なお世話ですよ！」

　勝手な価値観を押しつけられ、苛いら立だちながら反論する。




「俺は社会よりも藤とう花かたちに貢献したいんだ！　だから本気でヒモをやってるんだよ！」




　これは俺の人生だ。俺にとっていいことは、俺が決める。

　ほかの人にどうこう言われたくない。

「先生……っ」「ハル……っ」「にいさま……っ」

　俺の想おもいが響いたのか、三人は頰ほおを染めて俺を見つめた。

「……貢献したいからヒモをやるって、まったく意味がわからんな」

　おっさんが嫌悪感たっぷりにつぶやく。

「はあ？　なんでわかんないんですか。あなた、ヒモをなめてるんですか？」

「おまえこそ社会をなめてるだろ」

「いいえ、なめてるのはお巡まわりさんのほうです！」

　すごんでくるおっさんに、ロリたちが一斉に言い返す。

「先生の覚悟と思いやりも知らないで、失礼なことを言わないでください！」

「そうよ！　理解できないから攻撃するって、そんなのただの差別じゃない！」

「職業に貴き賎せんはないにゃ！」

　純粋な気持ちだからこそ、その主張には重みがあった。

「ぐぅ……」

「や、ヤマさん……？」

　おっさんが苦しそうに胸をおさえ、メガネ男子が心配する。

「……すまん、大丈夫だ。ちょっと娘のことを思い出してな……」

「あー、そういえば小学生の娘さんがいるって言ってましたね。最近、めちゃくちゃ嫌われてるっていう」

「おいカワカミ。いくら事実でも、もうちょっと歯に衣きぬを着せるべきだろう」












　なるほど。いまのやりとりですこし納得する。

　どうやらこのおっさん、藤とう花かたちと自分の娘を重ねていたらしい。

　だから俺に対して無駄にきつく当たっていたのか。

　同情はするけど……はっきり言っていい迷惑だ。

　俺はこれ見よがしにため息をつき、嫌味ったらしく言ってやる。

「娘の気持ちもわからないなら、ヒモを理解できないのも仕方ないですね」

「──ぐっ、ふざけるな！」

　痛いところを突きすぎたようで、おっさんは半泣きで叫んだ。

「なんで必死に仕事している私が嫌われて、クズである小僧が小学生に好かれるんだ！」

「なんでって、まさにそういうところでしょう」

　暴言に眉をひそめ、「な？」とロリたちに同意を求める。

「そうですね。ちょっとデリカシーに欠けると思います」

「『働いている俺は偉い』って勘違いが鼻につくわ」

「にいさまと比べるのもおこがましいにゃ」

「……っ!?」

　辛しん辣らつなコメントをもらい、おっさんはかわいそうなくらい消沈した。

　俺はここぞとばかりに追撃する。

「まったく、日本の警察は優秀って聞いていたのにがっかりですよ。そんなんでよく公務員試験受かりましたね。ヒモの心得とか出題されるでしょうに」

「どんな問題だ!?　そんなの出るわけないだろ！」

「え、そうなんですか!?」

「当たり前だ！　むしろなんで出ると思った!?　驚く意味がわからん！」

「だって警察ってある意味国民のヒモじゃないですか」

「──っ!?　おい貴様！　さすがにそれは聞き捨てならないぞ!?」

「つまり俺のヒモとも言えますね。やーい、ロリのヒモのヒモ（笑）」

「ぐっ！　いや、というか貴様は税金払ってないだろ!?」

「む、失敬な。消費税くらいは払ってますよ」

「……言われてみればそうか」

「まあ、もとは彼女たちのお金ですけど」

「やっぱり払ってないじゃないか！」

「──すいませんお巡まわりさん」

　ヒモと警官が激しく言い争いをしていると、お嬢さまがやんわり口を挟んだ。

「先生への暴言は、そのへんにしてもらっていいですか？　これ以上は看かん過かできません」

「いや、私は暴言ではなく、大人として説教を……」

「どちらにしても同じことです。大人というなら、もうすこし素直になってください」

「……ど、どういう意味かね？」

「先生に対して、ほかに言うべき言葉があるということです」

「……悪いが、そんなものは思いつかない」

「では率直に申し上げます」

　ビジネスモードというか、普段より凛り々りしい態度で、藤とう花かが告げる。




「お巡まわりさんは、小学生に慕われている先生のことが──うらやましいんですよね？」




「──そ、そんなことは……っ」

「そんなことは？」

「…………」

　まっすぐ問い詰められ、言葉に詰まるおっさん。それは実質的に肯定だった。

「意地を張らずに吐くにゃ。田舎いなかのおふくろさんも泣いてるにゃ」

　沈黙を埋めるように、紗さ奈ながやさしい声でさとす。

　どこの刑事だって感じだけど、おっさんには刺さったようだ。

　あきらめたようにガックリとうなだれ、ぽつりと自白した。

「…………そのとおりだ。私は彼に、どうしようもなく嫉妬している……」

「そうですよね」

　藤花がにこりとして、

「でしたら、先生を糾きゆう弾だんするのではなく、教えを請うべきじゃありませんか？」

「……お、教え？」

「そうです。先生は女子小学生のエキスパートですから。先生に相談すれば、娘さんとの仲もたちどころに改善すると思います」

「──それは本当かね？」

　よほど娘と仲良くなりたいのだろう。おっさんは前のめりで食いついてきた。

　千ち鶴づるが苦笑まじりに答える。

「まあ、可能性は大いにあるでしょうね。実際、うちのクラスでもハルはびっくりするくらい人気だし」

「え、そうなの？」

　なにそれ初耳なんですけど。

「ええ。うちのクラスで先生の話をすると、いつも大爆笑ですよ」

「にいさまネタは鉄板にゃ」

　驚く俺に、藤花と紗奈が微笑ほほえんだ。

「へえー、そいつは光栄だな」

　たとえ笑いものにされていても、お嬢さまたちに喜んでもらえるなら本望だ。

「っ……背に腹は代えられないか……」

　おっさんはにらむようにこちらを向き、ものすごく嫌そうに言った。

「……女子小学生に好かれる秘ひ訣けつを、教えてくれ」

　すかさず三人が注意する。

「ちょっと。人にものを頼むなら、それなりの態度ってものがあるんじゃない？」

「千ち鶴づるの言うとおりです。これまでの無礼も謝罪するべきだと思います」

「にいさまに教えてもらえることが、どれだけすごいことかわかってないにゃ」

「っ──そ、そうですね」

　おっさんはびくりとして、慌てて帽子をとった。

　椅子から立ち上がり、深々と頭を下げる。

「……数々のご無礼、たいへん申し訳ありませんでした」

　きっちり九十度である。ここまでされると逆に恐縮してしまうな……。

　横でメガネ男子が『うわあ……』という表情で引いていた。

　まあ、うん、気持ちはわかる。

　小学生にびびりまくって、ヒモに頭を下げる上司なんて見たくないよな……。

「まあ、わかってくれればいいですよ」

　俺は苦笑して、さくっと水に流した。原因が水鉄砲だけにね。

「ありがとうございます！」

　おっさんはほっと笑みを浮かべて、すがりつくように言い募る。

「それではどうか、浅せん学がくな私にご指し導どうください！　娘と楽しく遊びたいんです！」

　頑固で屈くつ強きような警察官から一転、すっかり冴さえない中年である。

　どんだけ娘のことで悩んでるんだ……。

　仕方ない。これもなにかの縁だし、なにか有益なことを言ってあげよう。

　女子小学生に好かれる秘訣かはわからないが……。

　俺は、自分が大切にしていることを口にした。

「相手のことを考えつつ、自分がしたいことを全力ですればいいんじゃないですかね」

「自分がしたいこと……」

　おっさんは繰り返しながらきちんとメモを取る。

「はい。どうすればお互いが楽しめるか、それをとことん考えてください。手前味み噌そですけど、今回の水鉄砲がいい例ですね。俺は水をかけていて楽しい、彼女たちは水浴びができて楽しいというウィンウィンの関係です」

「ウィンウィン……」

「大切な人が楽しんでくれれば、こちらも楽しくなるでしょう？　逆もまたしかりです」

　これは漫画においても似たようなことが言えると思う。

　読者を楽しませるためには、まず作者が楽しんで描くべきなのだ。

　むろん例外もあるだろうが、すくなくとも俺にはそういうスタイルが合っていた。

「あと、変なプライドを持たないことも重要ですね」

　話しているうちに、ちょっと気分がよくなってきた。

　俺は身振り手振りを交えて、ノリノリで講義する。

「たとえば、娘さんと『ＳＭごっこ』をやるとします」

「すまん、いまなにごっこと言った？」

「『ＳＭごっこ』です」

「……なんだそれは。そんなこと娘とするわけないだろう」

「え、まじですか？　警察官なのに？」

「警察官は関係ない……というか、貴様はやったことあるのか？」

「そりゃあ、ありますよ」

　またしても目つきが険しくなるおっさんに、俺はこともなげに告げた。

「いまどきの小学生なら、誰でも一度は経験していると思います」

「っ……そ、そうなのかい？」

　おっさんは困惑顔で、ロリたちに訊たずねる。

「はい」「このまえやったわね」「ＪＳのたしなみにゃ」

　三人はあっさりうなずいた。

「……さ、最近の小学生は、なんというか、すごいんだな……」

　おっさんはショックを受けた様子で、乾いた笑みをこぼした。

「話を戻してもいいですか？」と俺。

「……お願いします」

「では、娘さんと『ＳＭごっこ』をしていると想定してください」

「うむ……」

「そのとき、もし娘さんから罵ののしられたり踏まれたりしたら、たぶんお巡まわりさんは『親に向かってなにをするんだ』的な気分になりますよね？」

「ま、まあな」

「ほら、そういうところがダメなんですよ。女王さまからなにかいただいたら『ありがとうございます！』って感謝しなきゃ」

「だが、そんなことしたら親としての威厳が……」

「ですから、プライドは捨ててください。娘さんと楽しく遊びたいんでしょう？」

「それはそうだが……」

「だが？　なんです？　娘になめられるのが怖いんですか？」

「……ああ」

「愚かですね。もうその発想からして間違ってます」

　まったくわかってないクソおっさんに、俺はあえて厳しい言い方をする。

「まず大前提として、おっさんよりロリのほうが尊い生物だと理解してください。地球上にいるすべてのおっさんの命より、ロリひとりの笑顔のほうが大事です。これは数学的にも証明されています。その証拠に、あなたにとって娘さんは、この世のなによりもかわいいでしょう？」

「そうだな」

「だったら最低限、世界一の美女とデートするくらいの気概は持ってください」

「──っ」

「あるいは、警視総監でも総理大臣でもいいです。そういうＶＩＰと接するとき、あなたはなんにも考えず、行き当たりばったりで接しますか？　コーヒーを買ってこいと言われたら断りますか？　プライドなんてものをいちいち気にしますか？」

「……いや、しない」

「では、娘さんと総理大臣、より大切なのはどちらですか？」

「それは……娘に決まっている」

「つまり、そういうことです。娘さんに対して、もっと必死になってください。恥をかいてください。取り繕わないでください。自分を晒さらしてください。なにより、ぜったいに侮あなどらないでください。あなたはどこにでもいるおっさんで、相手はこの世界の宝です。間違っても自分のほうが上だなんて、最低な勘違いはやめてください。親という立場だけで構ってもらえるなんて思わないでください。そんなの虫がよすぎます」

　俺がそこまで言い切ると、パチパチという音が響く。

　拍手だ。

　ロリ三人がきらきらとした瞳で、俺に向かって拍手をしていた。

「さすがです先生！　そのスピリット、素晴らしいにもほどがあります！」

「ふふ、まさかハルの演説に感動させられるなんてね」

「にいさまこそ、ぼくたちの宝にゃ！」

　予想外の絶賛である。

　俺は照れ笑いを浮かべ、「いやあそれほどでも」と謙遜した。

　俺にとっては当たり前のことなので、なんとも気恥ずかしかった。

「…………たしかに、きみの言うとおりだ。私はずっと、甘えていた……」

　悟りを開いたような表情になり、おっさんは俺の言葉を嚙かみしめる。

　そして、ふたたび頭を下げた。

「ありがとう。とても勉強になったよ。ヒモをバカにして、本当にすまなかった」

「いえいえ。ヒモであろうと警察官であろうと、少女を大切に想おもう気持ちは同じです。お互い精しよう進じんしていきましょう」

「ああ。きみみたいな有望な若者に出会えて、心からよかったと思う」

「通報してくれた人に感謝ですね」

「ははは、まったくだ」

　俺とおっさんは顔をほころばせ、がっちりと固い握手を交わした。

　ロリの前では、世代も職種も関係ない。

　これを学べただけでも、この一件には価値があった。

　その横でメガネ男子が「ヒモと警察官を一緒にしてほしくないなぁ……」と小さな声でこぼしていたが……聞かなかったことにした。

「じゃあ、もう帰ってもいいですか？」

「……そうですね。ご迷惑をおかけしてすいませんでした」

　許可を求めると、メガネ男子も丁寧に頭を下げてくれる。

「ただ、今後は誤解を招くような遊びは控えるようにお願いします」

「……あー、すいません。気をつけます」

　そういう意味では、こちらにもいくらか非があった。素直に反省しておこう。

　ともあれ、これにて一件落着だ。

　一時はどうなることかと思ったけど、大おお事ごとにならなくてよかったわ。







　交番をあとにすると、空はオレンジ色に染まっていた。

　これから練習を再開するというのも微妙である。

　公園には戻らず、このまま家路につくことにした。

「ごめんな。俺のせいで貴重な練習時間を削らせちゃって」

　歩きながら三人に謝る。

「気にしないでください。おかげで先生の素敵なところを見られました」

「警察にも一歩も引かないにいさま、かっこよかったにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なはにっこりと微笑ほほえみ、

「まあ、そうね。ハルにしては男らしかったと思うわ」

　千ち鶴づるは照れくさそうに、それぞれフォローしてくれた。

「そう言ってくれると助かる。うちに帰ったらいっぱいなでなでしてやるからな」

「本当ですか？　えへへ、ありがとうございます♡」

「たのしみにゃ♡」

　藤とう花かが右側、紗さ奈なが左側から甘えるように腕を絡めてきた。

　あったかくて、やわらかい。

　地味に歩きにくいけど、心がやすらいでいくのを感じた。

「……ちょっと。道ばたでそんなくっついたら、また通報されるわよ」

　千ち鶴づるがしかめ面つらで注意してくる。

　もっともだと思ったが、ふたりは離れようとしなかった。

「大丈夫です。そのときはまた、先生が論破してくれます」

「千鶴もくっつきたいならそう言うにゃ」

「──べ、べつにあたしはっ！」

　顔を真っ赤にして、千鶴が反論しようとする。

　だけど、口元をもにゅもにゅさせるだけで、なかなか言葉が出てこない。

　やがて観念したようにぽそりと言った。

「……つ、次の信号で、どっちか交代しなさいよ」

「ふふ、わかりました。紗奈、ジャンケンしましょう」

「にゃん」

　それから家に着くまで、ずっと両手にロリ状態だった。

　幸い、通報はされずに済んだ。







　ちなみに、完全に余談だけど……。

　この件について、俺の専属メイドである麻ま耶やさんが気の利いたことを言ってくれた。

　帰宅して、手洗いうがい着替えを済ませたあと。

　仕事を終えた麻耶さんに、ロリたちが今日の出来事を報告した。

「……なにをしているんですか、あなたは」

　麻耶さんは俺にひとしきり説教をして、最後にあきれ顔でこう言った。

「ヒモならまだいいですが、太くならないようにしてくださいね」

「え？」

　意味がわからず、俺は首をかしげる。

　どういう意味だろう。ヒモ、太い……。

　エロいことをまず連想したけど、麻耶さんが下ネタを言うはずもないし……。

　──ああ、そうか。遅れてピンとくる。

　ヒモが太くなったら、お縄になるな。

「おいみんな！　いま麻耶さんがうまいこと言ったぞ！」

「──っ、や、やめてください！　ただの皮肉ですから、適当に流してください！」

　水鉄砲はもう片づけてしまったので、そいつは無理な相談である。

　ロリたちに丁寧に解説してやった。

　もちろん大ウケして、みんなで盛大に褒ほめ称たたえる。

「あはは、さすが麻ま耶やです」

「ええ、座布団五枚くらいあげたいわ」

「麻耶さんはお笑いのセンスもあるにゃ」

「……うぅ……あ、ありがとうございます……」

　照れまくりながらも、律りち儀ぎにお礼を述べる麻耶さん。

　もし職業に貴き賎せんがあるとするならば、メイドは最上位のお仕事だろう。

　堪たん能のうさせていただきました。










　濡ぬれスケ事案から数日後。

　俺とロリ三人は大きなソファに腰かけ、二階の娯楽部屋でアニメを観みていた。

　俺の右側には藤とう花か、左側には千ち鶴づる、ひざの上には紗さ奈なが乗っている。

　一話ごとにポジションをローテーションする、ロリ鑑賞システムだ。微妙なシーンでもなでなでしたりぎゅっとしたりすることで退屈しないで済むという、非常に画期的なものである。特許を取得して映画館でこのサービスを提供したらどうだろうかと考えたけど、炎上する未来しか見えなくてボツにした。

　鑑賞中のアニメは、高校生のオタクたちが同人ゲームを作る青春ラブコメだ。

　でかでかとしたスクリーンに、先月足を運んだ東京ビッグサイトが映っている。

　ケンカと仲直りを繰り返しつつ前に進み、ついに一クール目のクライマックス、コミケ回を迎えていた。直前でトラブルが発生するも売り上げは上々。見事完売し、喜びを爆発させたところで、エンディングテーマが流れだした。いやあ、面白かった。

　みんなで感想を言い合い、しばし余韻を楽しむ。

　それも一段落して、ホームシアターの電源を落とした。

　ディスクをケースにしまっていると、藤とう花かが思い出したように口を開く。

「そういえば、先生の進しん捗ちよく状況はどうなっていますか？」

「……ん？　なんの？」

　締め切りの次くらいに聞きたくない単語に、思わず首をかしげた。

「もちろん冬コミ用の原稿です」

「あー」

　夏コミに一般参加した際、『自分たちでも作ってみたいよね』という話になり、冬はみんなでサークル参加することになっていた。文集みたいなノリで合同誌を作る予定だ。

　すでに申し込みは済んでいるが、当落の発表まで一ヶ月以上、本番までは三ヶ月以上もある。すなわち、進捗なんてあるはずもなかった。

「いや、まだなんも考えてないな」

　正直に答えると、千ち鶴づるが眉をひそめて非難してくる。

「はあ？　まだなんもって、そんなんで大丈夫なの？」

「大丈夫。むしろいまからやったら早すぎるくらいだよ」

「べつに早くて損することもないでしょ」

　まあ、それもそうだ。印刷費とかは早いほうが安いしな。ぎりぎりまで流行を見極めたい、という言い訳もできなくもないが、オリジナルならそれもあまり関係ないし。

「あたしはもう下書きまでできてるわよ」

「え、まじで？」

　衝撃的な言葉に目を丸くする。

「まじよ」

「わたしも半分はできてますね」

「ぼくもプロットはできて、あとは書くだけにゃ」

　うなずく千鶴に、藤花と紗さ奈なも当たり前のように続いた。

　うへぇ……優良進行にもほどがあるでしょ……。

　これで落選したらどうするつもりだ。

　いや、そのときはほかの即売会に参加すればいいんだけど……。

　なんにしても、すごいとしか言いようがない。

「紗奈はラノベとして、ふたりはどんな内容なんだ？」

「あたしは、ヒモを養うメリットとデメリットの考察ね」と千鶴。

「わたしは、天てん堂どうハル作品のレビュー集です」と藤花。

　なんというか、ふたりともかなりニッチな内容ですね……。

　特に藤花のほうは、俺にしか需要がないんじゃないだろうか……。

　まあ、自分たちが楽しむことが目的なので、好きなものを書けばいいんだけど。

「ちなみに麻ま耶やは、メイド服の歴史について書くそうです」

　なにそれ。読みたい。麻耶さんなら丁寧にまとめてくれるだろうし。

　……しかし、あれだな。思った以上にごった煮の同人誌になりそうだ。

　共通のテーマくらいは決めたほうがよかったかもしれない。

　でも、これはこれで楽しいし、べつに気にしないでもいいか。

　完全に自由だからこそ生まれる価値もあるはずだ。

　そんなことをつらつらと考えつつ、苦笑まじりに答える。

「じゃあ、俺もそろそろ構想を練るとするよ」

「はい。楽しみにしてますね」

　藤とう花かはにっこりと微笑ほほえんだ。

　そこでふと思い立つ。

「てか、逆にみんなに内容を考えてもらうってのもありかもな」

「え？」

　深く考えずとりあえず口に出してみると、藤花が目をぱちくりさせた。

「原作がぼくたちで、作画がにいさまってことにゃ？」

「そういうこと」

　紗さ奈なの問いにうなずいて、

「せっかくの機会だし、俺ひとりじゃできないものを描いてみたい」

「……そんなこと言って、サボりたいだけじゃないの？」

　千ち鶴づるがジト目でツッコんでくる。

「失敬な。そんなせこい理由じゃないよ」

「えぇー、ほんとに？」

「ほんとほんと。ほら、アニメでも仲間と協力してゲームを作ってただろ？　あの一体感を味わってみたいと思ったんだよ」

　みんなで作品を持ち寄って、合同誌を作る。

　これだけでも充分楽しいと思ったけど、さらにもう一歩さきへ踏みこみたくなった。

　もしかしたら、先日コミカライズを断ってしまった反動もあるかもしれない。

　選択に後悔は皆無だけど、原作つきで漫画を描いたらどんな化学変化が起きるのか？

　一度それを経験してみたかった。

「ん……そう言われると、悪くないわね。たしかに楽しそうだったし」

「ぼくも賛成にゃ」

　千鶴と紗奈は前向きに答えてくれる。

「……うーん、それはどうでしょう」

　だが、藤花は形のいい眉をむむっと寄せて難色を示す。

「わたしにとって先生の漫画は聖域みたいなものなので、内容に関わるのは気が引けますね……」

　聖域ときたか。

　おおげさだと思うけど、そう言ってくれるのはとても嬉うれしい。

　であれば、藤とう花かの気持ちを尊重しつつ、みんなで楽しくなれる道を探そう。

　いくらか黙考して、俺は浮かんできた案を口にした。

「じゃあ、こうしよう。みんなが原作を引き受けてくれたら、そのお礼としてオリジナルの漫画もべつに描く。それならどうだ？」

「え……つまり、二本も描いてくださるってことですか？」

　きょとんとする藤花。

「ああ。まだスケジュールにも余裕あるしな」

　俺は微笑してうなずいた。

「さすがにいさま。これはオトクにゃ」

　にゃんと胸の前で手を合わせて、紗さ奈なが声をはずませる。

「へえー、ハルにしてはいい心がけじゃない」

　千ち鶴づるも感心したように言って、

「でも、ハルの立場ならそんなこと関係なく描くべきなんだけどね」

　と、もっともなツッコミを入れた。

　……それは言わない約束である。

　いや、ごめん。今回はほんとがんばるから……。

　夏休みで大量にインプットしたぶん、どんどんアウトプットしていくから……。

「ふふ、わかりました。そういうことなら、喜んでお手伝いさせていただきます」

　藤花は満面の笑みで、俺の提案を受け入れてくれた。

　そして、イタズラっぽく付け足す。

「その代わり……わたしたちに負けないよう、オリジナルもがんばってくださいね？」

　お、言ってくれるね。

　でも、たしかにこれで負けたら面めん目ぼく丸つぶれどころではない。

　全力を尽くして、最高の漫画を描こうと思った。







　娯楽部屋からリビングに移動する。

　お茶菓子が載ったテーブルを囲み、さっそく話し合いをはじめた。

　俺も作画担当として、いちおう参加させてもらう。

　基本的には従うつもりだけど、どんな内容でもＯＫというわけではない。

　千ページ以上の大長編とか言われてもさすがに無理だからな……。

「とりあえず、おおまかな方向性を決めるにゃ」

　と、創作の経験がある紗さ奈なが仕切る。

「方向性ね……てか、漫画ってふつうなにから考えるものなの？」

　千ち鶴づるが俺に振ってきた。

「うーん、それはそのときによるかな。バトルとかラブコメとかっていうジャンルだったり、こういう主人公やヒロインがいいっていうキャラクターだったり、あとはシチュエーション先行もあるな。秘宝を探す冒険とか、密室で殺人犯とふたりきりとか」

「ふーん……つまり、なんでもいいってことね？」

「だな。だから最初は好きなものが出発点でいいと思うよ。強しいて言うなら、設定が複雑なものは避けたほうがいいな。長くても三十ページくらいでおさめたいから」

　短いページ数でややこしいものをやると、面白さを充分に発揮できない。

　まあ、これは俺がよくやる失敗なんだけど。おかげでストーリーが破は綻たんして、夕ゆ莉りちゃんにめちゃくちゃダメ出しされるのだ……。

「でしたら、キャラクター先行がいいと思います」

　藤とう花かが意見を口にする。

「実は前々から、先生に描いてほしいと思っているキャラがいるんです」

「え、そうなの？」

「はい」

　意外な言葉に俺が目を瞬またたかせると、藤花は照れたようにはにかんだ。

「だったら言ってくれたらよかったのに」

「すいません、先生には自由に描いていただきたかったので」

「べつに謝らなくてもいいよ。尊重してくれるのは嬉うれしいし」

　ちょっと水くさいとも思うけど。

　まあでも、こうして藤花の希望を引き出すことができたのだから、結果オーライか。

　やっぱり原作を頼んで正解だったな。

「それで、どんなキャラにゃ？」

「ずばり、先生です」

　紗奈の質問に、藤花は自信ありげに答えた。千鶴が確認する。

「……えーと、それは『教師』って肩書きじゃなくて、ハルのこと？」

「そうです」

　藤花はうなずいて、理由を説明する。

「先生の漫画には、わたしたちをモデルにしたキャラは出てきますが、先生自身は出てこないじゃないですか」

「あー、そういえばそうね」

「にいさまは照れ屋な一面もあるにゃ」

「はい。先生は謙虚ですから、自分をモデルにしたキャラを活躍させるのはやりにくいと思います。でも、先生というヒーローが活躍する漫画を、わたしは読んでみたいです」

「なるほどね。うん、いいんじゃない？　ハルを好き放題いじるのは面白そう」

「にゃあ、ぼくも。にいさまが主人公の漫画を読んでみたい」

　三人の意見が見事に一致した。

　……してしまった、というべきか。

　いや、俺を主人公って、さすがにそれはどうかと思う。

　漫画において、キャラクターはもっとも重要な要素である。

　だからこそ俺は、魅力的なロリたちをモデルにさせてもらった。

　そして、『天てん堂どうハル』は出さなかった。

　単純に男を描きたくなかったというのもあるが……俺みたいなクズを出しても邪魔にしかならないと思ったのだ。魅力のないキャラが出てきて、喜ぶ読者はいない。

　もちろん紗さ奈なが指摘したように、単純に照れくさいからってのもある。

　紗奈のラノベの挿さし絵えでも、俺をモデルにしたキャラはデザインしなかったしな。

　まあ、なんにしても。

　ロリたちの出番を減らしてまで、『天堂ハル』を出すメリットはないと思う。

　……とはいえ、原作を頼んだのはこちら側だ。

『俺ひとりじゃできないものを描いてみたい』

　そう言った責任は取らねばなるまい。

　……それに、ロリたちが作る『天堂ハル』がどんな造形になるのか、正直ちょっと興味もあった。

　なにより俺は、ロリのヒモだ。

　ノリノリなロリたちに水を差すことはできない。

　仕方ない。腹をくくって付き合うとするかー。

「よし、わかった。やるからには最高にカッコイイ俺を作ってくれ」

「はい、おまかせください！」

「すくなくとも実物よりはマシにしてあげるわ」

「ぼくたちでにいさまを輝かせるにゃ！」

　ぱあっと楽しげな笑みを咲かせるロリ三人。

　この笑顔が報酬なら、どんな内容になったとしても、安いものである。

　で、それから。

　どうすれば『天堂ハル』を魅力的な主人公にできるか、三人は真剣に議論する。

「やっぱり、予想外の言動で常識を打ち破るのが、先生の一番の魅力だと思います」

　モデルに忠実派（？）の藤とう花か。

「それはわかるけどせっかく漫画なんだし、べつの一面を引き出すのもありじゃない？　きちんと働いて、頼りになる大人の男って感じにしましょうよ」

　更生派（？）の千ち鶴づる。

「それより重要なのは、どういう異能を持っているかにゃ」

　中二派（？）の紗さ奈な。

「いえ、先生が素敵なのは──」

「いやいや、こう見えてハルは意外と──」

「にゃあ、にいさまは──」

　白熱するも、まったくまとまらず……。

　具体的な設定はまた後日詰めていくことにして、今日のところはお開きとなった。










　九月中旬のある日。

　自室のベッドで寝ころびながら漫画を読んでいると、ロリたちが学校から帰ってきた。

「ただいまですっ」「ただいまー」「にゃにゃいまー」

　にこやかに挨拶して、いそいそとベッドにあがってくる。

　本来ならすぐに漫画を閉じるのが正解だけど、なんとも区切りが悪かった。

「おかえりー。ごめん、ちょっとだけ待ってて」

　と返事をして、このまま最後まで読ませてもらう。

　そのあいだに三人はジャンケンをして、勝った千鶴が嬉き々きとして俺の背中に乗っかり、藤花が右側、紗奈が左側に寄り添った。

　お日様のようなあたたかみと、ぷにっとしたやわらかみと、あまい香りみ。

　ロリみ全開のろりろりウォールに囲まれ、俺はほとんど身動きができなくなった。

　まあでも、漫画は読めるので特に問題はない。

　二分ほどで読み終わり、漫画を閉じる。

　千鶴に背中からおりてもらい、三人と向き合うように身体を起こした。

　すると、さっそく藤とう花かが訊たずねてくる。

「先生、なにを読んでたんですか？」

「『ナースコールも三度まで！』っていう、病院が舞台の漫画」

　表紙を見せながら答える。

　謎の病（くしゃみをすると超常現象が起こる）で入院することになった主人公が、メインヒロインである美人ナースをはじめ、ほかの入院患者や見舞い客たちとわちゃわちゃする、ちょっとえっちなドタバタラブコメだ。公共の場所では基本騒いではいけないが、その筆頭である病院でむちゃくちゃやるのがなかなか楽しかった。

「おもしろいにゃ？」

　俺の脇腹をつんつんしながら（やめなさい）、紗さ奈なが訊ねてくる。

「ああ、ゆるいラブコメが好きならおすすめって感じ。やってることはベタでも、舞台が特殊だと新鮮に見えるんだなーって勉強になったよ」

　たとえば、使い古された転校生ネタとかね。

　まがり角でぶつかったサブヒロインとケンカして、そのあと病室が同じだとわかり、

『──あぁっ、おまえはあのときの!?』

『──はあ？　あんたとベッドが隣なんて最悪なんですけど！』

　というやりとりには笑ってしまった。

　席が隣は何度も見たけど、さすがにベッドははじめてだ。なるほどねーって感じ。

「にゃあ。ちゃんと勉強してて、にいさまえらいにゃ」

　ちっちゃな手でよしよしと頭をなでられた。

「ええ、さすが先生です」

　藤花からもなでなでされる。

　そんな甘い親友たちとは裏腹に、千ち鶴づるはジト目で表紙を指さした。

「……とか言って、本当はこの巨乳ナースに釣られただけじゃないの？」

「まあ、それもある」

　この漫画の一番の魅力であることは否定しない。買った理由も図星だ。

「でも、勉強になったのも本当だよ」

「ふーん……だったらちょっとだけ、あたしからもご褒ほう美びをあげるわ」

　ほんのり頰ほおを染めて、千鶴もなでなでしてくれた。

　いや、べつになでなでされたいわけじゃないんだけど。

　悪い気はしないが、さすがの俺も気恥ずかしい。

「先生はメイド以外に、ナースもお好きなんですか？」

「あー、そうだね」

　率直に訊ねてくる藤花に、苦笑して答える。

「夏コミで藤とう花かたちが買ってくれた、ナースの同人誌あるじゃん？」

「はい、任務で手に入れたやつですね」

「そうそう、それが期待以上によくてね。俺のなかでナースを再評価してる」

　変な話、オタク界かい隈わいに限れば、ナースはメイドよりもマイナーな職業である。

　だからこれまで俺は、ナースの魅力に気づいていなかった。

「それはいいことですね。好きなものが増えれば、漫画の幅も広がります」

　藤花はにっこりと微笑ほほえんだ。

　ほんとそれ。そういう意味でもやっぱインプットは大事だよね、うん。

「あ、そうだ。もしよかったらシミュレーションに付き合ってくれない？」

「シミュレーション、ですか？」

　藤花が小首をかしげる。

「ああ、実際の病院に取材に行くのは難しいだろ？　だから三人に俺専属のナースになってもらって、入院生活がどんな感じか試すんだよ」

「なるほど！　いいと思います！」

「にゃあ、ぼくも」

　藤花はふたつ返事で承知して、紗さ奈なもにゃんにゃんと手をあげてくれた。

「……はいはい、あたしも付き合ってあげるわよ」

　千ち鶴づるはふたりを一いち瞥べつして、ため息まじりに言った。

「でも、なにかしらの見返りはほしいわね。タダやるだけじゃ面白くないわ」

「そうですか？　わたしは先生のお手伝いができるだけで光栄ですよ？」

「あたしはちがうの。せめてなでなでチケットくらいはほしいわね」

「にゃ。たしかに、ないよりはあったほうがいいにゃ」

　三人の話を聞いて、俺は思いつきを口にする。

「んじゃ、対決形式にしようか。前にやったキャバクラみたいな感じで。それで、優勝者には特製のお姫さまチケットを進呈しよう」

　ちなみにお姫さまチケットとは、俺にお姫さまだっこしてもらえるチケットである。

　なでなでは気軽にできるけど、お姫さまだっこはけっこう体力を消耗する。

　ゆえにそこそこレアで、発行するのはコミケの報酬以来だった。

　ロリたちは目を輝かせる。

「わ、それはすごいです！　がんばります！」

「ん、そうね。乗せられるのは悔しいけど、それならやる気を出さざるを得ないわ」

「正々堂々しょうぶにゃ！」

　予想以上にいい反応をもらえ、俺は小さく笑みをこぼした。







　そんなわけで。

『第一回最強のロリナース決定戦！』が開催される運びとなる。

　できれば麻ま耶やさんにも参戦してほしいけど、残念ながら下で仕事中だ。

　下へ手たに声をかけたら大会自体が中止になりかねないので、今回は見送ることにした。

　さっそく三人には着替えのため、更衣室ウオークインクローゼツトに入ってもらう。

　勝負はここからはじまっていた。

　というのも、俺からの指定は特にないからだ。

　俺のコスプレコレクションのなかから、自由に選んでいいことにした。

　すなわち自分の個性と、俺の好み。

　両方を考慮する必要があり、高度なナース力が試される。

　それらを踏まえて、三人はどんな衣装を着るのだろう……？

　わくわくしながら待つことしばし。

　ウォークインクローゼットの扉がゆっくりと開き、白衣の天使たちが降臨する。

「おおー、三人とも最高だね！」

「えへへ、ありがとうございますっ」

　拍手して称たたえると、藤とう花かは嬉うれしそうにはにかんだ。

　身にまとっているのは、白のナース服である。

　さらに白のナースキャップをかぶっている。

　これぞまさしく王道。超かわいくて、見ているだけで癒いやされる。

　黒髪との相性も抜群で、清純派の藤花によく似合っていた。

「うぅ……ピンクだからこれにしたけど、なんか思ったよりえっちかも……」

　千ち鶴づるは恥ずかしそうに頰ほおを染め、しきりに裾を気にしている。

　本人が口にしたとおり、ピンクのナース服だ。

　もちろんキャップも桃色である。

　そして、なにより目を惹ひくのは絶対領域だろう。かなりのミニスカで、ニーソックスを穿はいていた。現実の病院にはまず存在しないけど、漫画的には大正義って感じだった。

「にいさまの悪いところは、ぼくがぜんぶ治療するにゃ」

　紗さ奈なは聴診器を片手に、中二的なポーズをとっていた。

　ナース服ではなく、まさかの白衣だった。ネコミミドクターだ。

　変化球すぎてもはや趣しゆ旨しから外れてるけど……まあ、かわいいからよしとしよう。

　女医もナースと同じくらい大好きだし。

　それより気になるのは、だぼっとしたサイズなので、下になにも着てないように見えることだ。大丈夫だろうか……。大丈夫だと信じたい。

　ともあれ。

　三者三様、それぞれとても魅力的だ。この時点ではイーブンだと思った。

「んじゃ、俺は個室の入院患者って設定でベッドにいるから、ひとりずつ様子を見に来てくれ。制限時間はひとり十分。知り合いじゃなくて、患者とナースって関係性で接すること」

「はい」「ええ」「にゃ」

「順番はどうする？」

「一番がいいです！」「何番でもいいわ」「主役は遅れてやってくるにゃ」

　綺き麗れいに別れたな。そういえばキャバクラのときもこの流れだったっけ。

　特に変える理由もないので、そのまま藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈なの順にした。

　俺はベッドに寝て、千鶴と紗奈は観戦用に動かした椅子に腰かける。

　スマホのアラームをセットして、準備完了だ。藤花に告げる。

「じゃあ、いつでも入ってきていいよ」

「はいっ」

　三人のなかでダントツの包容力を誇る、甘やかしのスペシャリスト、二に条じよう藤花。

　そのナースっぷり、たっぷりと体験させていただこう。







「失礼しまーす」

　架空のドアをがらりと開けて、藤花が歩み寄ってくる。

　そのまま当然のようにベッドに乗り、俺のすぐそばでちょこんと正座した。

　いきなりナースの距離感じゃないですね……。

　ふつうならベッドの脇に立つだけだろう。

　とはいえ、キングサイズだから仕方ないか。

　どれだけ有能なナースでも、患者に手が届かなければ看護はできない。

「天てん堂どうさん、なにか変わったことはありますか？」

　と、晴れやかに問いかけてくる。

　さすが藤花。見ているだけで元気がもらえる笑顔だ。素晴らしい。

　こんなナースがいたら、入院していても楽しく暮らせそうである。

「あー、そうですね」

　俺は答えを考えつつ、ゆっくりと身体を起こした。寝ながらだと話しにくい。

　大きなビーズクッションに背中を預ける。最初からこの体勢でよかったかもしれない。

　まあ、それはいいとして……さて、なんて答えよう。

『ちょっと熱っぽいです』『だるいです』『おなかが痛いです』

　そういったことを言えば、手厚く看護してくれるだろう。

　でも、それはどちらかというと、ナースよりも医者の領域な気がする。

　そもそもこれは看病イベントではない。入院生活のシミュレーションだ。

　病室での日常でこそ、ナースの真価が問われるのではないだろうか。

　そう思い、俺はあえてこう答えた。

「いえ、特にないですね」

「そうですか。それはよかったです」

　藤とう花かはにこりとして、続けて質問してくる。

「朝ごはんはきちんと食べられましたか？」

「あー、はい」

「本当ですか？　野菜もちゃんと好き嫌いせず食べましたか？」

「食べましたよ」

「おおー、えらいですね」

　よしよしと頭をなでられた。優しい手つきで心地よい。

「では、トイレにはひとりで行けましたか？」

「はい」

「がんばりましたね」

　と、またなでなでしてくれる。

　なんだろう。シミュレーションの前にも三人になでられたし、今日はなでられデーなのかもしれない。褒ほめられて悪い気はしないけど、ちょっとだけこそばゆい。

　とか思っていると、観戦席からコメントが聞こえてくる。

「食事やトイレだけでえらいって、いくらなんでも大げさじゃない？」

「にゃあ……でも、安静に暮らすことが、ある意味患者さんのお仕事にゃ」

「あー、そっか。そう言われると、褒めてあげたほうがよさそうね」

　紗さ奈なの意見に、千ち鶴づるは納得した様子だった。

　なるほど。ヒモ生活では漫画を読むと褒められるのに対して、入院生活ではきちんと食事をして安静にしていると褒められるのか。

「でも、それにしたってなでるのはやりすぎじゃない？」

　という千鶴のもっともなツッコミに対して、

「最先端の医療技術をもって、患者さんを甘やかすのがうちの経営方針です」

　と、藤花は胸を張って答えた。すげえ病院だな。最高じゃないか。

「では、大丈夫だと思いますが、いちおうお熱を測っておきましょう」

　たしかに検温は基本だよな。

　体調が悪くても薬や注射を避けるため、患者がうそをついていることもありえるし。

　でも、体温計の小道具なんてあったっけ？

「両腕を広げてもらえますか？」

「こうですか？」

　疑問に思いながらも、言われたとおり広げる。

「はい、ちょっと失礼しますね」

　と、言いながら──ぎゅっ。

　藤とう花かが正面から抱きついてきた。

　ロリ特有の感触に包まれ、反射的に抱きしめ返す。

「──あっ！」「──にゃっ！」

　同時に観戦席から驚きの声があがり、とがめるような目つきを向けられた。

　でも、いまは藤花のターンだからか、文句などは言ってこない。

　俺は困惑して訊たずねる。

「えーと……体温計は使わないんですか？」

「うちではこうやって測るんです♡」

　……最先端の医療技術はどこにいった。

　それともナースさんの体内にはナノマシン的なものがあって、それで測定できる設定とか？　ＳＦとナースの組み合わせはあまり見たことないけど、ワンチャンあるだろうか。












「こうすると、体温以外にも身体の調子が隅々までわかるような気がします」

　ほう……いや、わかる気がするって。めっちゃ感覚ですね。

　ただ、ここでツッコむのも野や暮ぼである。話を合わせておこう。

「へえー、それはすごいですね。ちなみに、どれくらいかかります？」

「二時間です」

「長いですね」

「それが唯一の欠点です。あ、もうちょっと強く抱きしめてもいいですよ？」

「あ、はい」

「ん……そうです、ありがとうございます♡」

　藤とう花かは幸せそうな吐息をもらした。

　まあ、うん……。

　たしか人肌にはかなりのリラックス効果があると、どこかで聞いたことがある。

　だからこれはこれで、医療行為と言えなくもない。

　しかし、制限時間までこのままというのもさすがにアレだ。

　観戦席からの視線も厳しいし、検温はこのくらいにしてもらおう。

「あー、すいません。身体の隅々まで調べなくていいので、もっと短くできませんか？」

「うーん、個人的にはおすすめしませんが、いちおう簡易モードもあります」

「じゃあ、そっちでお願いします。二時間だと、勤務時間を超過しちゃいますから」

「いえ、患者さんのためなら残業もいといません！」

「立派な志こころざしですけど、働きすぎはよくないですよ」

「むぅ、わかりました……」

　藤花は眉を曇らせ、名な残ごり惜おしそうに俺から離れた。

「どうです？　熱はありましたか？」

「えーと、三十度から四十度のあいだです」

「……大おお雑ざつ把ぱですね」

「簡易モードですからね。でも、平熱だと思います」

「それはよかった」

「……ただ、ちょっと気になるところがありますね」

「え、なんですか？」

　目を瞬またたかせて訊たずねると、藤花は真面目まじめな顔つきで診断結果を告げた。

「なでなで不足です」

「なでなで不足」

「はい」

「…………説明してもらってもいいですか？」

「簡単に言うと、運動不足の一種です。心当たりはありませんか？」

「あー、そういえば今日はなでなでされてばかりで、俺からはしてませんでした」

「やっぱり」

　藤とう花かは『めっ』と言わんばかりに人差し指を立てて、

「なでなでに体内バランスを整える働きがあることは、アメリカのヒーモ大学の研究であきらかにされています。毎日欠かさずやってください」

「すいません」

　不足しているのはなでなでよりもツッコミではないだろうか。

「ちなみに、黒髪ロングの女の子が特にいいとされています。天てん堂どうさんのお知り合いに、黒髪ロングの女の子はいますか？」

「看護師さんだけです」

「ふふ、仕方ありませんねー」

　藤花はとても嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　ナースキャップを外し、艶つややかな頭をこちらに向ける。

「それなら特別に、わたしの頭をなでなでしていいですよ？」

　入院患者は基本的に、ナースの言うことを聞くべきである。

　そうでなくとも、ここまでかわいくおねだりされて、拒否できるはずもなかった。

　さらさらの黒髪を梳すくように、丁寧になでなでした。

「えへへ、どうです？　身体の調子、よくなってきたでしょう？」

「はい、そんな気がします」

「このまましばらく続けましょうね」

「わかりました」

「これも健康のためです。がんばってください」

　健康のためにがんばってなでなでした。

「……ん、もういいですよ」

　数分間続けると、藤花は満足げに言った。

　そして、布団をぽんぽん叩たたく。

「では、そろそろお昼寝の時間ですね」

「あ、そんな時間があるんですね」

「はい、うちは睡眠をとても大事にしています。お昼寝はうまくできますか？」

「そのときどきですね。眠いときは簡単ですが、眠くないときは難しいです」

「もう、しょうがないですね」

　藤花はくすりとして、布団をめくる。

「では、わたしが添い寝してあげます。がんばってお昼寝しましょう」

　がんばってまでお昼寝する必要があるのか謎だったけど、俺は患者で彼女はナース。

　なにも考えずに、ただ従えばいいのだ……。

「よろしくお願いします」

　ロリナースさんとくっつきながら布団に入った。

　あまりの心地よさに本当にうとうとしかけたところで──甲高い電子音が鳴り響く。

　タイムアップだ。布団から出て、スマホのアラームを止めた。

　鮮やかなナースっぷりをこれでもかと見せつけた藤とう花かに、千ち鶴づると紗さ奈ながうなる。

「……なんか、すごく濃密な十分だったわね」

「藤花の看護テクニック……おそるべしにゃ」

　俺も同感だった。いや、ほんと。まさかここまで甘やかされるとは……。

　すごすぎて、最後のほうは思考力を奪われていた。

「ナースってこんなにも素敵なお仕事だったんですね。とても楽しかったですっ」

　藤花は満面の笑みを浮かべ、上目遣いでこちらを見つめる。

「先生はどうでしたか？　いい取材になりましたか？」

「ああ、かなり参考になったよ。ありがとう」

「それはよかったです！　得点のほうはどうでしょう？」

「うーん、そうだなー。それは三人とも終わってから発表するよ」

　満点。

　と言いたいところだが、あとのふたり次第ではどういう順位になるかわからない。

　ひとまず保留にさせてもらった。

　藤花がベッドからおりて、千鶴が椅子から立ち上がる。

「じゃあ、次はあたしの番ね」

「ああ。よろしく頼む」

　三人のなかでもっとも常識があり、毒舌と思いやりのエキスパート、丹たん沢ざわ千鶴。

　そのナースっぷり、とくと拝見させていただこう。







「失礼するわ」

　架空のドアをがらりと開けて、千鶴が歩み寄ってくる。

　そのままベッドに乗り、俺の隣にぺたんと座った。

　正座ではなく女の子座りだ。ミニスカなのでいい感じにふとももがまぶしかった。

　これは漫画的にポイント高い。狙ってやっているわけじゃないだろうけど。

　ちなみに今回俺は、最初からクッションに背中を預けた状態である。

「……ちょっと、どこ見てるのよ」

　目線をあげると、思いきりジト目を向けられていた。

「え、ふとももですけど」

「──っ！　か、患者の分ぶん際ざいでナースをエロい目で見るんじゃないわよ！」

　正直に答えたら、真っ赤な顔で罵ののしられてしまった。

　分際でって。患者に対してそこまで毒づくナースもどうなんだ。

「やだなー。エロい目じゃなくて、クリエイターの目ですよ。それに、俺に見られたくてそんな短いスカートを穿はいてるんでしょう？」

「ち、ちがうわよバカ！　これが制服ってだけで、変な意図はないわ！　とにかくまじまじ見るのは禁止！」

　千ち鶴づるは声を荒らげ、裾を引っ張りながら、十センチほどずるずると下がった。

　それからこほんと咳せき払ばらいして、話題を変えてくる。

「……そ、それより天てん堂どうハル、身体の調子はどう？」

　照れ隠しもあってか、かなりぞんざいな口調だ。

「特に問題はないですね」

「そう、ならいいわ」

「ご飯も残さずきちんと食べましたよ」

　どや顔で告げて、頭をすこし千鶴のほうに傾けた。

「そう」

　が、素っ気ない返事でスルーされてしまう。

「……え、褒ほめてくれないんですか？」

「そのくらいで褒めるわけないでしょ。患者を甘やかしすぎないのがうちの方針なの」

　あー、そういうことね。藤とう花かとは違う方向で攻めることにしたのか。

　ロリ母性で看護してくれないのは残念だけど……戦略としては正しいと思う。

　藤花と同じフィールドで戦っても、おそらく勝ち目はないからな。

　千鶴には千鶴のよさがある。

　その個性を活いかしてくれたほうが漫画の取材的にありがたいし、個人的にも嬉うれしい。

　……よし。そっちがそう来るなら、俺も千鶴に合った患者を演じようじゃないか。

　俺は「うっ」と胸をおさえた。

「──ちょっ、どうしたの？」

「と、唐突に発作が……」

「うそ？　大丈夫？」

　心配そうにこちらの顔をのぞきこむ千鶴。

　俺は苦しむ演技をしながら懇願した。

「うぅ……すいません看護師さん。発作を止めるために、お願いしてもいいですか？」

「え、なに？　お水？　お薬？　なんでも言って！」

「看護師さんのふともも、なでまわしてもいいですか？」

「うん、わかったわ──って、いいわけないでしょ！」

「うわっ」

　ばふっ、と枕を顔面に投げつけられた。さすが千ち鶴づる。見事なノリツッコミだ。

「そんなっ、ひどい！　こんなに苦しんでるのに！」

「ひどいのはあんたの要求でしょ！　なんで発作を止めるためにふとももをなでる必要があるのよ！」

「なんでって、忘れちゃったんですか？　ぼくがなんの病気で入院しているか」

「そもそも聞いてもないわよ！」

「……それはナースとしてダメなのでは？」

　冷静にツッコむと、千鶴は「うっ……」と言葉に詰まり、

「うるさいわね！　あんたにリソースを割さけるほど、こっちも暇じゃないのよ！　あたしじゃなくて現場の体制に問題があるの！」

　堂々と開き直った。

　でも実際、医療の現場はかなり過酷らしい。

　カルテがあるから、病気がわかんないってことはないだろうけど。

「……で、一体なんの病気なわけ？」

　ややうんざりした様子で訊たずねてくる。もはや欠片かけらも心配していない。

　俺も発作の演技は放棄して、二秒で考えたテキトーな病名を口にした。

「絶対領域シンドロームです」

「ぜっ、えっ？」

　千鶴が目をぱちくりして戸惑う。

　ああ、そうか。絶対領域って言ってもふつうの人はわかんないか。

「絶対領域っていうのは、この領域のことです」

　千鶴のニーソックスとスカートのあいだを指で示して、

「別名、ふとももシンドロームとも言います」

「どんな病気よ！」

「一定時間ふとももを愛めでないと死に至る、とても厄介な病です。いまのところ治療方法は見つかっておりません」

「……つまり、頭の病気ってことね」

　千鶴はため息をつき、端的に失敬なことを言った。

「というか、そんな下らないことにシンドロームとかつけてんじゃないわよ。シンドロームがかわいそうでしょ」

　俺を罵ば倒とうしたいがために、とうとうシンドロームを擁護しだした……。

「んじゃ、そろそろふとももいただいちゃってもいいですか？」

「んじゃじゃないわよバカ。だからダメって言ってるでしょ」

「え、いま完全にイケる流れでしたよね？」

「どこがよ！」

「でも、患者を救うのがナースの使命なんじゃないですか？」

「救いようのないアホも世の中にはいるのね」

「えぇ……」

　冷たくあしらわれ、俺はわざとらしく肩を落とす。

「そうですよね……。俺みたいなクズ、生きてる価値ないですもんね……」

「……べつに、そこまでは言ってないじゃない」

　千ち鶴づるが眉をひそめる。

「いいんです。同情なんてやめてください。ぼくはもうこの病院を去ります。看護師さんのふとももにさわれないなら入院している意味はありません」

　涙をこらえるように上を向く。

「……ああ、とてもとても残念です。あなたの絶対領域は本当に素晴らしい。全国どこを探しても、これほどのふとももにはお目にかかれないでしょう……」

「ふ、ふうん……そ、そんなにあたしのふとももがいいわけ？」

　千鶴は満更でもなさそうに頰ほおを染めた。

「もちろんです。さわらせてくれれば、たちどころにぼくの発作もおさまるでしょう」

「まだ発作続いてたのね」

「うぅっ……」

　ふたたび胸をおさえて、苦く悶もんの声をあげた。

　そして……チラ、とねだるように千鶴を見つめる。

「…………ああもう、わかったわよ」

　千鶴は深々とため息をつき、自らのふとももをぽんぽんした。

「なでまわすのはダメだけど、かわりにひざまくらしてあげるわ。それでいい？」

「やった！　ありがとうございます！」

　お言葉に甘えて、俺はすぐさま千鶴のひざに頭を預けさせてもらった。

　すべすべで、ぷにっとしていて、あたたかい。ひざまくらはこれまで何度かしてもらってるけど、ロリナースにしてもらうとまた格別な風情ふぜいがあるなぁ……。

「ど、どう？　これで身体はよくなりそう？」

　上から声がかかって、視線をあげる。

　なだらかな胸越しに、千鶴の赤い顔が見えた。

「あー、最高だねぇ……」

「そ、そう……ならよかったわ」

　ほっとしたのか小さく息をもらし、恥ずかしそうにそっぽを向いた。

「……ほかにしてほしいことがあったら言ってみなさい」

「え、いいんですか？」

「いちおうあたしはあんたのナースだからね。ついでよ」

「あざっす。じゃあ、俺のことを褒ほめてください」

　さっきの藤とう花かがよかったので、軽い気持ちでお願いしてみる。

　果たして、千ち鶴づるだとどんな感じになるだろう。

「……褒めるところがない場合はどうしたらいいわけ？」

　おっと、いきなりディスられてしまった。

「それを見つけるのがナースのテクニックですよ」

「そんなこと言われても……え、えーと……」

　千鶴はしばし思案して、自信なさそうに口を開く。

「……クズなのに生きててえらいわね？　とか？」

　わー、これはひどい。褒めるのが下へ手たすぎて逆に愉快だった。

　どれだけ褒めるところがないんだ俺……とか考えてはいけない。

　こみあげてくる笑いを嚙かみ殺ころして答える。

「はい、そんな感じでどんどんください」

「わ、わかったわ」

　千鶴はうなずき、今度は俺の頭をなでながらリクエストに応えてくれた。

「いつもベッドでだらだらしていてえらいわ」

　……そこはせめて安静にしていて、と言い換えるべきではなかろうか。

「無む茶ちやな要求でもいっさい遠慮しないなんて、逆にすごいわよね」

　きちんと自分の意見が言える、という表現もあると思う。

「あんたみたいなクズを入院させるなんて、うちの病院には感心しちゃうわ」

　もはや言い方の問題じゃねえ。褒める対象が病院になっている。

　でも、同時に行われてるなでなでからちゃんと千鶴の優しさが伝わってきて、しみじみと癒いやされた。

「看護師さんもこんな俺に構ってくれて、ありがとうございます」

「ほんとよね。褒めたければもっと褒めてもいいわよ？」

「えらいえらい」

「──って、どこなでてるのよ!?」

　頭をなでてもらっているお返しに、ふとももをなでなでしたら怒られた。

「すいません、また発作が出てつい」

「ついじゃないわよ！　もう、そんなにふとももが好きならこうしてやるわ！」

　千ち鶴づるがぱかっと脚を開き、膝の上から落とされたかと思うと──

「──あっ」

　そのまま万まん力りきのごとく、ふとももで俺の頭を挟んできた。

「ふふふ、これで発作もおさまるでしょう？」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、千鶴がぎゅーと締めつけてくる。

　ただ、ロリの力なのでまったく痛くない。

　どころか、ぷにぷにを全力で味わえた。

　俺は本来おっぱい派だけど、脚の魅力もあらためて考えさせられる。

　今後は漫画でも、ふとももが映はえるカットを増やしていこうと思った。

　そんなことをしているうちに、制限時間が過ぎてアラームが鳴る。

「千鶴らしい、ツンデレを活いかしたいい看護だったにゃ。けっきょくたっぷり甘やかしてるにゃ」

「ふふふ、そうですね。でも、先生のそばにいるとどうしても母性本能をくすぐられちゃうので、仕方ないと思いますよ」

　と、紗さ奈なと藤とう花かが感想をもらした。












　母性本能はちょっと俺にはわかんないけど、いい看護だったのはたしかである。

　藤とう花かと甲こう乙おつつけがたいな。

　むしろ午前と午後のシフト制で、交代で来てくれたら最強だ。

　まあ、とりあえず同点ということにしておこう。

「どうハル？　あたしの看護は参考になりそう？」

　千ち鶴づるはほんのり頰ほおを染め、そわそわと訊たずねてくる。

「うん、めっちゃよかったよ。ありがとう」

　ナースキャップの上から頭をぽんぽんしてお礼を言った。

　千鶴はほっと息をついて、ツンとした口調で告げる。

「まあ、あれだけやったんだから当然よね」

「千鶴はどうだった？」

「んー、そうね。とりあえずナースが大変な仕事だってことはわかったわ」

　それな。実際セクハラとか、ないわけなさそうだしなぁ……。

「でも、遊びとしてはなかなか楽しかったわ」

「ならよかった」

　俺は笑みをこぼし、もう一度頭をぽんぽんした。

「じゃ、次は紗さ奈なの番だな」

　観戦席のほうを向くと、紗奈が自信に満ちた表情で立ち上がった。

「真打ち登場にゃ」

　三人のなかで一番なにをするかわからない、ネコミミトリックスター、小こ森もり紗奈。

　そのナースっぷり──というか女医だけど──じっくりと楽しませていただこう。







「失礼するにゃ」

　架空のドアをがらりと開けて、紗奈が歩み寄ってくる。

　俺はクッションに背を預けて座り、ドキワクしながら待ち受けた。

　紗奈のことだから、いきなりなにかかましてくる可能性が高い。

　で、案あんの定じようというかなんというか……。

　ベッドにあがった紗奈は、躊ちゆう躇ちよせずに俺のひざの上にまたがった。

「天てん堂どうハルくん。なにか気になるところはあるにゃ？」

　医者を気取っているのか、すまし顔で訊ねてくる。俺は苦笑して答えた。

「そうですね。まずこの距離感が気になります」

「にゃ？」

　きょとんとする紗奈。

「いや、ふつう患者の上には座らないでしょう？」

「そんなの知らないにゃ。うちではこれがふつうにゃ」

「まじですか」

「にゃん。よそはよそ、うちはうちにゃ。診察するには近いほうがいいにゃ」

　まあ、そう言われては従うほかあるまい。

「それで、術後の経過はどうにゃ？」

「えーと、そうですね──って、ちょっと待て」

　さらりと聞き流せない単語が出てきた。

「……ぼく、いつの間に手術したんですか？」

「昨日やったにゃ。麻ま酔すいが効きすぎて、記憶が曖あい昧まいになってるにゃ？」

　ふむ、ここで記憶喪失設定か。

　ベタだけど悪くない設定だ。サスペンスにもギャグにもできる。

「あー、そうかもしれません」

　とりあえず乗っかることにした。

「ちなみに、どんな手術を受けたんですか？」

「それも覚えてないにゃ？」

「ええ、すいません。……やっぱり大きな手術ですか？」

「そこまででもないにゃ。ぼくの腕なら五分くらいにゃ」

「あ、そんなもんですか」

　ほっとしたように胸をおさえて、あらためて訊たずねる。

「で、肝心の内容は？」

「改造人間になる手術にゃ」

「…………改造人間？」

「にゃ」

　ネコミミドクターは誇らしげに胸を張った。

　いや、その仕草はかわいいけども……。

　うーん、そっかぁ。俺、改造されちゃったのかぁ。

「てか、五分で改造できちゃうんですか？」

「当たり前にゃ。ぼくを誰だと思ってるにゃ？」

「誰なんですか？」

「ドクターウィッチ・小こ森もり紗さ奈なにゃ」

「──え、あなたが、あの高名な……？」

　よくわからんけど、ひたすら乗っかっていく方針で。

　紗奈はふふんと得意げに笑った。

「そうにゃ。世界一の魔術医とはぼくのことにゃ。貴重な秘薬を惜しみなく使って、ぜんぶきみの要望どおりにやってあげたにゃ」

「おお、ありがとうございますっ」

　魔術医というワードに驚きつつ、笑顔でお礼を言った。

　ネコミミをつけてるだけあって、ただの医者ではなかったようだ。

　魔術と科学が交こう錯さくする系の世界観だろうか。いいねー、そういうの嫌いじゃないよ。

「ちなみにぼくはどんな要望をしたんですか？」

「いろいろあるけど、まずは手にゃ」

「手？」と思わず両手を見る。

　まさかロケットパンチが打てるようになったとか？　それともドリルに変形だろうか？

　いや、それだとあまり魔術っぽくないな。

　霊的な存在にさわれるとか、無から剣を生成できるとか、ふれるだけであらゆる魔術を無効化するとか、そういう感じかもしれない。これは期待が高まる。

「ちょっとぼくの頭をなでてみるにゃ」

　言われたとおり、右手で紗さ奈なの頭をなでる。

「にゃあ～♡」

　紗奈は気持ちよさそうに目を細め、子猫のように鳴いた。

　そしてどや顔になり、「どうにゃ？」と問うてくる。

「……いや、どうと言われても」

「わからないにゃ？　以前より三十パーセントもなでなで力が向上してるにゃ」

　わかるかそんなもん。

　でも、たしかに三十パーセントはすごいな。本当なら改造する価値はある。

　なんせロリのヒモにとって、なでなでは必須技能だからな。

　俺が要望するのも納得だぜ。

「ほかにはどこを改造したんですか？」

「腰にゃ」

「おー、重要な箇所ですね」

　漢字を見てもわかるとおり、身体なかの『要かなめ』である。

　腰をやられると机に向かうことすら苦しくなるし、強化しておいて損はない。

「試してみるから、お馬さんのポーズをとるにゃ」

　いったん俺のひざの上からどいて、紗奈が指示を出してくる。

　この時点でなんとなくオチは見えるが……素直に従っておいた。

　そして、四よつん這ばいになった俺の腰に、紗奈はよいしょとまたがった。ですよね。

「このままちょっと歩いてみるにゃ」

　おしりをぺちぺち叩たたかれ、ベッドの上をぐるりとまわる。

「にゃはは、これは楽しいにゃ」

　俺の肩けん胛こう骨こつあたりに手を置いてバランスをとり、紗さ奈なは声をはずませた。

　楽しんでくれると、俺も楽しくなる。

　女児を乗せるメリーゴーラウンドってこんな気分なのかなーと思いつつ、アトラクション感を出すために、わざと上下に揺らしてみたりした。

　ふと、観戦席の藤とう花かと千ち鶴づるが目に入る。

　ふたりとも、羨せん望ぼうと悔しさが入り混じった目でこちらを見ていた。

　もしかしたらお馬さんも、ヒモに必要な技能なのかもしれない……。

「どうにゃ？」

　元の位置に戻って停止すると、ネコミミジョッキーが問うてくる。

　がんばって後ろを向くと、やはりどや顔だった。

「なんか前より早く走れそうな気がします」

「それはよかったにゃ。でも、耐久力は変わってないから無理は禁物にゃ」

　と言って、紗奈は満足したのか腰からおりた。

　労いたわるように腰をなで、またもとの体勢（俺のひざの上）に戻る。

「ほかにはどこを改造しました？」

　俺は次の改造ポイントを訊たずねた。

　めちゃくちゃなようでいて、これはなにげに勉強になる。

　紗奈がしてほしいことが間接的にわかるからな。

　……が、ここにきてドクターウィッチは、

「あとはぼくも忘れちゃったにゃ」

　こともなげにそう言った。これはひどい……。

「えぇー、カルテとかないんですか？」

「秘密保持のために、そういう記録は残さないにゃ」

「だったら覚えていてくださいよ」

「ピンチになったら勝手に覚かく醒せいするから大丈夫にゃ」

　あー、そういう仕様か……。

　現実の医療ではありえないが、漫画だったらそれなりに有効である。

　情報を小出しにすることで興味を抱いだかせ、次のページをめくらせるのだ。

　とはいえ出し惜しみはよくないので、さじ加減が難しいのだけど。

「ここからはふつうに診察するにゃ」

「あ、お願いします」

「とりあえず脱ぐにゃ」

　ぺこりと頭を下げたら、またさらりとハードルが高いことを言い出した。

「えっ」

「心臓の音を聞くにゃ」

「……まじで脱ぐんですか？」

「当たり前にゃ。早くするにゃ」

「……わかりました」

　ここでぐずぐずするのも男らしくない。お風呂で身体を洗ってもらったこともあるわけだし、上だけだったらまあいいかと、潔いさぎよくシャツを脱ぎ捨てた。

「……よろしいにゃ」

　紗さ奈なも恥ずかしいのか、ほんのり頰ほおを染めていた。

　観戦席のふたりも同じく顔を赤らめ（けれど視線はそらさず）、コメントする。

「……ぬ、脱がすのはさすがにやりすぎじゃ……？」

「……いえ、お医者さんなら当たり前の行為ですから、問題ないと思います」

　これについては、藤とう花かの言葉が正しいだろう。

　むしろお医者さんごっこをやるうえでは、決して避けては通れない道だ。

　漫画においても、外しちゃいけないお約束ってのは存在する。

「じゃあ、聞くにゃ」

　紗奈は俺の胸をぺたぺたさわったあと、ぴったりと耳を押し当てた。

　もちろんネコミミではなく、本物のほうの耳だ。

　紗奈のほっぺがあったかくてやわらかかった。

　……ただ、首に下げている小道具は飾りだろうか。

「あの、聴診器は使わないんですか？」

　さすがにツッコまずにはいられなかった。

「ぼくくらいになると、これでわかるにゃ」

「……実際に聞いてみてどうですか？」

「生きてることはたしかにゃ」

　それは鼓動を聞くまでもなくわかるでしょ。

「あっ、いまなんか変な音がしたにゃ」

「え、本当ですか？」

「静かにするにゃ！」

　ぴしゃりと一いつ喝かつし、紗奈は集中して耳をすませた。

　緊迫した空気がしばらく続く。

　やがてゆっくりと俺から離れ、眉をひそめて言った。

「やっぱりよくない気配にゃ……精密検査をするにゃ」

「……精密検査？」

「この前ぼくが開発したばかりの魔ま導どう具ぐを使うにゃ。横になるにゃ」

　上半身裸のまま仰あお向むけになる。

　紗さ奈なはポケットからスマホを取り出し、何枚かパシャパシャと写真を撮った。

　さすがに撮られるのは恥ずかしいな……。

　レントゲンみたいなものと思いこんで我慢した。

　撮影のあと、紗奈は画面を食い入るように見つめて、重々しくつぶやく。

「……予想以上に侵食されてるにゃ……」

「侵食？」

「これを見るにゃ」

　と、画面をこちらに向けてくれる。

　俺のおなかのあたりに黒い影があった。

　黒すぎてどう見てもＣＧ……つまり、この場で画像編集したものと思われるが、もちろんそんな野や暮ぼなツッコミはしない。

　俺はごくりとツバをのみ、緊張気味に訊たずねる。

「……これは、なんなんですか？」

「これは、すごくやばいやつにゃ」

「……な、なにがどうすごくやばいんですか？」

　紗奈はスマホをポケットにしまい、深刻な面おも持もちで講釈する。

「世の中には、すごくやばいやつが存在するのはわかるにゃ？」

「はい」

「そのすごくやばいやつが、すごくやばいことになってるにゃ」

「……っ」

　驚くほど伝わってこなかったが、雰囲気で息をのんでおいた。

　世界一の魔術医がそう言うなら、よほどの事態なんだろう。

　ふるえた声で問う。

「先生、このままだとぼく、どうなっちゃうんですか？」

　紗奈は目を伏せ、とても言いにくそうに答えた。

「……最悪、ヒモ生命が絶たれるにゃ」

「──そ、そんなっ……！」

　選手生命的なものだと解釈し、俺は悲しみに打ちひしがれる。

「……う、うそですよね？　先生、うそだと言ってください。だってぼくからヒモをとったらなにが残るって言うんですか？　なにも残らないですよ！　ぼくにはヒモしかないんです！」

　しかし、紗さ奈なはかぶりを振った。

「本当のことにゃ」

「──っっ……じゃあ、俺はもうヒモ甲子園に出られないってことですか？」

「魔術医としては、むずかしいと言わざるを得ないにゃ」

「ちくしょうっ！」

　布団にこぶしを振り下ろす。嗚咽おえつと一緒に、やり場のない感情を吐と露ろする。

「うぅっ、なんで俺がこんな目に遭あわなきゃいけないんだよ……。これまでの努力、ぜんぶ無駄だったってことかよ……。ヒモ甲子園に出るために、そのためだけに、毎日がんばってダラダラしてきたのに……っ！」

　毎朝欠かさず二度寝をして、漫画やゲームで疲れたら昼寝をして、外出を控えて買い物は基本ネットで済ませる。そんな快楽の日々が脳裏を駆け巡まわった。そもそもヒモ甲子園ってなんやねんという思いも去きよ来らいする。世界観がぐちゃぐちゃだ。こういうふうにノリで設定を追加するから、夕ゆ莉りちゃんにもシナリオが支し離り滅めつ裂れつって怒られるんだよなぁ……。

　でも、紗奈的にはセーフだったようで、

「むずかしいけど……不可能とは言ってないにゃ」

　絶望の闇に染まる俺に、希望の光を見せてくれた。

「ぼくが使える秘術を尽くせば、もしかしたら影を消せるかもしれないにゃ」

「本当ですかっ!?」

「にゃん。ただ、とてもリスクが高いにゃ。成功率は数パーセントにゃ」

「それでもいいです！　ぜひやってください！」

「失敗したら、一日八時間までしか眠れない身体になるにゃ？」

「構いません！　わずかでもヒモとして生きられる道があるなら、ぼくはそこにすべてを賭けます！」

「それが聞きたかったにゃ」

　紗奈はにっこりと微笑ほほえみ、高らかに宣言した。

「これから緊急手術を行うにゃ！」

　さらに観戦席に呼びかける。

「ナースのふたりも手伝ってほしいにゃ！」

「──はいっ！」

　藤とう花かは即座に返事をして立ち上がり、

「え、いいの……？」

　千ち鶴づるは戸惑ったようにこちらを見た。

　大会のルール的にありなのか、心配しているのだろう。

　もちろんふつうに考えたらなしだけど……勝敗より大事なこともある。

　俺はこくりとうなずいた。

「お願いします！　皆さんの力で、俺のヒモ生命を救ってください！」

「患者を救うために力を合わせるにゃ！」

「承知しました！　わたしにできることなら、なんでも言ってください！」

「わ、わかったわ！　よくわかんないけど、あたしもがんばる！」

　藤とう花かと千ち鶴づるもベッドにあがってくる。

　そのあいだに俺はスマホを操作して、アラームを止めておいた。

　ちょうど紗さ奈なの持ち時間が終わるところだった。







　……で、それから。

「すごくやばいやつの摘てき出しゆつ手術をはじめるにゃ！　ふたりとも準備はいいにゃ？」

「はい！」「ええ！」

「まずは麻ま酔すいからにゃ。ちょっとチクッとするにゃ」

「いてっ」

「次にこれを使うにゃ。ふたりのぶんもあるにゃ」

「ありがとうございます」「って、これ筆じゃない。どう使うのよ？」

「これで患部をこちょこちょして直接治療するにゃ。あと筆じゃなくて魔ま導どう具ぐにゃ。医療器具でいうところのメス的なものにゃ」

「なるほど。こんな感じですか？」

「──あはははっ！」

「へえ、これはなかなか愉快な道具ね」

「──ふはははっ！」

「こらっ、あんまり動いちゃダメにゃ」

「──ちょっ、ほんとっ、もうっ、限界……っ！」

「にゃあ、バイタル低下！　千鶴、ふとももマッサージにゃ！」

「ええっ!?」

「早くするにゃ！　このままじゃ持たないにゃ！」

「う……わかったわ！」

「藤花は患者のメンタルを維持するために、ひたすら褒ほめ続けるにゃ！」

「了解です！　天てん堂どうさんはとても二度寝がお上じよう手ずだと思います！」

「その調子にゃ！　天堂くんもがんばるにゃ！　今夜が峠にゃ！」

「死ぬ気で死なないようがんばりなさい！　ふとももなでていいから！」

「流れるようなセクハラ、とても素敵だと思います！」




「……皆さん、なにをしているんですか？」




「「「「──っ!?」」」」




　様子を見にやってきた麻ま耶やさんに叱られるまで、俺はロリ手術を受けまくった。

　麻ま酔すいの代わりに鉛筆でチクッとされたり、メスの代わりに筆であちこちくすぐられたりという非常に苦しいものだったが、三人とも楽しそうだったのでがんばって耐えた。

　ちなみに賞品は治療費という名目で、三人にお支払いさせていただいた。

　万が一のときのために、ロリ保険に加入したほうがいいかもなー、と思った。










　九月下旬の休日。夕方。

　藤とう花かと自室のベッドでテキトーにだらだらしていると、

　──ぐぅー。

　という実にわかりやすい音が鳴り響いた。

　俺はくすりと笑って口を開く。

「近頃はだいぶ涼しくなってきたし、食欲の秋ってことかな？」

「──えっ、いまのはわたしじゃないですよ!?」

　藤花は顔を真っ赤にして、全力で抗議してきた。

「えぇー、ほんとにー？　恥ずかしがらず、本当のことを言ってごらん？」

「本当にわたしじゃありません！　ぜったいのぜったいです！」

「わかった。信じるよ」

　俺は藤花の主張をあっさりと受け入れた。

「……というか、いまのは先生のおなかの虫ですよね？」

「まあね」

　ジト目で問われて、これまたあっさりと肯定した。

「やっぱり！　──って、じゃあなんでわたしを疑ったんですか？」

「いや、なんとなく。そうしたら藤とう花かがどんな反応するかなーと思って」

「なんですかそれ、ひどいです！」

　藤花はむぅとほっぺをふくらませた。おもちみたいにやわらかそう。

「もう、いくら先生でもしていいセクハラとしちゃいけないセクハラがありますからね」

　していいハラスメントは果たしてハラスメントと言えるのか……？

　という疑問はあったけど、悪いのは全面的に俺なので素直に謝罪した。

「ごめんごめん」

「……本当に反省してますか？」

「してるよ」

「それなら、きちんと誠意を見せてください」

　と言いながら、さりげなく頭を傾けてくる。

　さらりと流れるような黒髪に、俺はそっと手を添えた。『詫わびなで』である。

「申し訳ございませんでした」

「えへへ、許しますっ」

　一分ほどで許してもらえた。

　手を放して訊たずねる。

「まあ、そんなわけでおなか減ったんだけど、今日の夕飯ってどうするか決まってる？」

「いえ、特に決まってはないですね。先生はなにか食べたいものがありますか？」

「うーん、わりとなんでもいいけど、強しいて言うなら肉の気分かな」

「お肉ですか」

　藤花はいくらか思案して、ぱんと手を合わせた。

「あ、でしたらしゃぶしゃぶはどうでしょう？」

「お、いいね」

「ちょうど先生と食べてみたいと思った、すごいしゃぶしゃぶがあるんですよ」

「へえー、なんていうの？」

　スーパーお嬢さまが『すごい』と太鼓判を押すしゃぶしゃぶ。

　いったいどれだけすごいのか、強く興味をそそられた。

　藤花はにこやかにその料理名を口にする。




「ノーパンしゃぶしゃぶです」




「……なんだって？」

「ノーパンしゃぶしゃぶです」

「…………」

　まあ、とりあえず絶句するよね。

　ときどきとんでもない剛速球（暴投）を投げてくる藤とう花かちゃんだが、これは歴代でもかなりのやつだ。本気で期待していただけに、落差が激しかった。

　……たしかノーパンしゃぶしゃぶって、バブル時代にあった特殊なお店だよな。

　接客してくれるお姉さんがノーパンとかいう、最高に頭の悪いシステムだ。

　でも、飲食費として経費を計上できたので、政治家などには人気があったらしい。

　ちなみになんで俺がこんなことを知っているかと言うと、ネットで調べたことがあるからだ。なぜ調べたかは気にしてはいけない。男の子にはいろいろあるのだ。

　しかし女の子、それも小学生が知っているとなると、これはちょっと問題である。

　ソースを確認しておく必要があった。

　もし不ふ埒らちな輩やからに吹き込まれたのであれば……即刻通報してやろう。

　大きく息を吐き出し、メンタルを整える。落ち着いた声音で訊たずねた。

「ごめん藤花。どこでその単語を聞いたの？」

「先日出席したとあるパーティーです。知り合いの社長さんが楽しそうに話しているのを聞いて、どういうものか簡単に教えていただきました」

　あー、またそのパターンか……。

　この前あったＳＭもそうだけど、金持ちには変態しかいないのか……。

　それとも金を持つと、人はもれなく変態性を発露してしまうものなのだろうか……？

「簡単にってことは、詳しくは教えてもらえなかったってこと？」

「はい、そうなんです。先生のためにもぜひ詳細をお聞きしたかったのですが、急なお仕事が入ったとのことで、時間が足りませんでした……」

　藤花は残念そうに目を伏せた。

　これもＳＭのときと同じである。やはり社長をやっているだけあって、最低限の節度は守っているようだ。通報はやめておいてやろう。

　おかげで俺が苦労するわけだが……これもヒモの務めだと思って対応しますかね。

「じゃあ、どれくらい教えてもらったの？」

「まず、とても身体にいい料理だと聞きました」

「身体にいい？」

「はい。なんでもいろんな締めつけから解放されて、リラックスできたり血行がよくなったりと、さまざまメリットがあるそうです」

　……それ、ノーパン健康法と交ざってるだろ。

　いや、藤花をごまかすために、あえてうそをついたのか。

「調理法さえ知っていれば、一般のご家庭でも簡単に作れるそうなんですけど……先生は知っていますか？」

　と、藤とう花かが上目遣いでこちらを見つめる。

　ここでしらを切って、『知らないからふつうのしゃぶしゃぶを食べようぜ』とかなんとか答えておけば、話は穏おん便びんに済むだろう。しかし、

　──先生なら知っているにちがいない。

　そういった期待を寄せられているのをひしひしと感じて、肯定せざるを得なかった。

「まあ、うん、なんとなくね」

「おおー、さすがです」

　藤花はぱちぱちと拍手をして、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　この笑顔のためなら、俺はノーパンしゃぶしゃぶ博士にもなれる。

「では、どんな料理か教えてください」

「それはいいけど、藤花はどんな料理だと思う？」

　ただ教えても面白くないので、クイズ形式にしてみた。

「えーと、そうですね……」

　十秒ほど真剣に考えて、藤花は答える。

「名前からして、ノーパンとしゃぶしゃぶを組み合わせた料理だと思います」

「まあ、そうだね。じゃあ、ノーパンがなにを意味するかわかる？」

「問題はそこですよね。正直、わかりません……。しゃぶしゃぶ用のお肉にマッチする、特別なパンだと思うのですが……」

　あー、そっか。そっちのパンを想像してるのね。

　カツサンドみたいに肉を挟んで食べる的な。

　まあ、そうでなければ堂々と提案はしてこないか。

　俺は苦笑して言った。

「いや、パンはパンでも食べられないパンだよ」

「？　フライパンですか？」

「いや、パンツ」

　かわいらしく小首をかしげる藤花に、俺は正解を教えてあげる。

「ノーパンツ──つまり、パンツを穿はかないで食べるんだよ」

　正確に言うとノーパンになるのは店員だけで、食べる人がノーパンになる必要はないのだが、身体にいいとの辻つじ褄つまを合わせるために、そういうことにさせてもらった。

「ええっ!?」

　藤花は顔を真っ赤にして驚きよう愕がくした。

「──は、裸で食べるんですか？」

「いや、裸じゃない。パンツ以外の服はちゃんと着るから」

「……なるほど。それなら外見上は問題ありませんね」

「でも、恥ずかしいは恥ずかしいだろ？　無理してノーパンでなくとも、ふつうのしゃぶしゃぶで俺はいいよ」

　ノーパンしゃぶしゃぶに興味がないと言えばうそになるが、藤とう花かにそれを頼むほどゲスではない。おいしいお肉を楽しく食べられれば、個人的には大満足だ。

　しかし、藤花は毅き然ぜんとした表情で首を振った。

「いえ、先生には健康を維持してもらわなくてはいけません。ぜひ試してみましょう！」

「……俺の健康のためなら、ノーパンになるのも辞さないと？」

「当然です」

　目を見開く俺に、藤花は力強く即答した。健けな気げにもほどがあるぜ……。

「……わかった」

　藤花がそこまでやる気なら、ヒモである俺は従うまでだ。

　そして全力で楽しもう。自分のためにも、藤花のためにも。

　笑顔こそが最強の調味料だ！

「じゃあ、俺たちで作ろう！　伝説の料理、ノーパンしゃぶしゃぶを！」

「はい！」

「段取りは藤花にまかせていいか？」

　俺が仕切ったら確実に麻ま耶やさんにしばかれるからな……。

「もちろんです！　すべてわたしにおまかせください！」

　──よし！　これでノーパンメイド確定だ！

　やべえ、一気にテンションあがってきた！

「ありがとう！　さすが藤花、頼りになるぜ！」

「光栄です！」

「ノーパンしゃぶしゃぶで、丈夫な身体を手に入れるぞ！」

「がんばりましょう！」

　えいえいおー。

　と、俺たちはこぶしを突き上げた。







　で、いつもの便利屋さんにお願いして、一時間後。

　一階の食卓に、最高級のしゃぶしゃぶセットが並べられた。

　牛肉、豚肉、野菜はもちろん、ポン酢、ごまだれ、薬味もばっちりだ。

　めちゃくちゃうまそうで、口のなかによだれがたまるのを感じた。

「みんなでお鍋って、なんかわくわくするわよね」

　具材を眺めて、千ち鶴づるが口元をほころばせる。

「お招き感謝にゃ」

　紗さ奈なは招き猫のように手をにゃんにゃんさせた。

　ふたりとも藤とう花かの誘いに応じてくれ、ついさっき到着したばかりだ。

「たくさんあるので、好きなだけ食べてくださいね」

「ありがとう麻ま耶やさん」「ありがたくいただくにゃ」

　麻耶さんが優しく微笑ほほえみ、ふたりははずんだ声で答えた。

　これからノーパンしゃぶしゃぶをやる女の子とは思えないな。

　ちなみにロリ三人はラフな私服で、奇くしくもみんなスカートを穿はいている。

　麻耶さんはいつものようにメイド服だ。ワンピースなので実質的にはスカートである。

　──いいね、楽しい食事になりそうだ。

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に、俺は頰ほおをゆるませた。

　本当に藤花さまさまである。よくあの麻耶さんを説得できたよな。

　──って、ちょっと待て。

　そこでとある可能性に思い至り、俺は背筋がふるえる。

　……え、ひょっとして藤花ちゃん、三人にちゃんと説明してない……？

　不安が募ってくる俺に、ほんのり顔を赤らめた藤花が切り出してくる。

「それでは先生、そろそろ最後の準備をしましょうか」

「ああ、そうだな……」

　どきどきしながらうなずく。もうあとには引けない……。

「最後の準備？　まだなんかあるの？」

「はい。今日はスペシャルなしゃぶしゃぶなんです」

　千鶴が小首をかしげて、藤花がにこやかに応じた。これに対して、

「え、そうなんですか？」

　と、麻耶さんは目を瞬またたかせ、

「スペシャル……いい響きにゃ」

　と、紗奈はにっこり笑った。

　……案あんの定じよう、三人ともなにも知らされていないようだ。

　これはまずいな。藤花に段取りをまかせた俺が悪いのだけど、ここからノーパンを納得させるのは骨が折れるぞ。下へ手たしたら物理的に折られかねない……。

　しかしだからといって、やっぱふつうのしゃぶしゃぶにしよう、なんて日ひ和よるわけにもいかない。俺は藤花と約束したのだ。ノーパンしゃぶしゃぶを食べるって。

　俺は開き直って、朗らかに告げた。




「というわけでみんな、パンツを脱いでくれ」




「…………え？」「…………にゃ？」「…………は？」

　千ち鶴づる、紗さ奈な、麻ま耶やさんはぴしりと固まった。

　あんなにもあたたかかった空気が、一瞬でシベリアみたいになった。

「…………」「…………」「…………」「…………」「…………」

　時が止まったように、五人ぶんの沈黙が横たわる。

　予想以上にどん引きされていた。

　怒られる覚悟はしていたけど、もはやそういう次元じゃないようだ。

　三人はただただ、哀れむようなまなざしで俺を見ていた。

　俺は冷や汗が止まらない。食事の前なのに胃が痛くなりそうだ。

　助けを求めるように藤とう花かに視線をやる。藤花はなぜか両手で顔を覆っていた。よく見ると肩がすこしふるえている。いまになってノーパンになるのは恥ずかしいと思ったのだろうか？　それともクズの顔なんて見たくないという意思表示だろうか？　だとしたらつらすぎる。藤花に見放されたら俺は、女子小学生にいきなりパンツを脱げと要求した、神話級の変態になっちゃうじゃん。

　最初に口を開いたのは、ツッコミ役の千鶴だった。

「……ねえバカハル。いまなんて言った？」

「パンツを脱いでくれと言った」

「死ねば？」

　淡々とした口調で、この世から卒業することを勧められた。

　気持ちは痛いほどわかるが、むろんまだ死ぬわけにはいかない。ノーパンしゃぶしゃぶを食べるまで、どんなことをしてもこの現世にしがみついてやる。

「……にいさま、疲れてるにゃ？　今日はもうお休みしたほうがいいにゃ」

　労いたわるような優しい口調で言われ、ぽんと肩を叩たたかれた。

　残念さに定評があるネコミミ紗奈ちゃんに心配されてしまうほど、いまの発言はダメだったのだろうか。これはある意味、千鶴の毒舌よりも心にきた。

「……いったいどんな意図があって、そんなことを言ったんですか？」

　心底うんざりとした口調で、麻耶さんが訊たずねてくる。

「もちろん、ノーパンしゃぶしゃぶをするためだよ」

「……どうやら、あなたとの生活もここまでのようですね」

　麻耶さんの瞳がぞっとするほど冷たくなった。

　あ、これはまじでやばい。ちょっとふざけすぎた。

「──うぐ、藤とう花か！　説明してくれ！」

　慌てて発起人に弁護を求める。

　情けないのはわかっているが、もはやなりふり構っていられない。

　そんな俺に対して、藤花は予想外のリアクションをとる。

　──先生は悪くありません！　と、かばってくれるわけでもなく。

　──失望しました。先生のファン辞めます。と、突き放すわけでもなく。

「──あはは、ダメです、もう我慢できませんっ」

　と、なぜか楽しげに笑い出した。

　その口ぶりから察するに、どうやらずっと笑いをこらえていたようだ。

「まったく、先生は本当にクズですねー。女の子にいきなりそんなこと言ったら怒られるに決まってるじゃないですか。ちゃんと順序立てて説明しないと」

　……えー、そういう藤花ちゃんもいきなりとんでもないワードぶっ放してくるじゃん。

　まあ、言っていることは完全に正しいけど。

　ただ、俺もよかれと思ってやったのだ。

　俺がクズい予想外の言動をすれば、ロリたちが喜んでくれるからな。

　さすがの俺も無自覚で『パンツを脱いでくれ』と言うほどアホではない。

　実際、藤花には大ウケしている。それ以外には盛大にすべってしまったが……。

　三人はきょとんと藤花を見つめ、怪け訝げんそうに首をひねっている。

　そのなかで口火を切ったのはやはり千ち鶴づるで、毒気を抜かれた様子で訊たずねた。

「……つまり、どういうこと？」

「ノーパンしゃぶしゃぶをやろうと言ったのは、実はわたしなんです」

　どこか誇らしげに藤花が答える。

「……そもそも、そのノーパンしゃぶしゃぶってのはなんなの？」

「パンツを穿はかないでしゃぶしゃぶを食べることです」

「……なんでそんなことするの？」

「健康のためです」

　眉をひそめる千鶴たちに、藤花は社長さんから得た情報を丁寧に話した。

「それはすごいにゃ。やらない理由はないにゃ」

　紗さ奈なはすぐに食いつき、いまにもパンツを脱ぎそうなほど目を輝かせた。

「はい、そうなんです」

　と、満足げに微笑ほほえむ藤花。

　そんなふたりとは裏腹に、千鶴は信じられないとばかりに疑問を呈した。

「えぇー、パンツを脱ぐだけで、本当にそんな効果を得られるの？」

「正直、わかりません」

　藤とう花かは意外にも首を横に振った。

「え、確証はないの？」

　千ち鶴づるが目を瞬またたかせる。

　これは俺も同感だ。てっきり信じているものだと思っていた。

「そうですね。経験者のお話を聞く限り、それなりに説得力はあると思うのですが、科学的なデータを示してもらったわけではないので。もしかしたら単なるプラシーボ効果かもしれません」

　ノーパンはわかんなかったのに、プラシーボ効果って言葉は知ってるのね。相変わらず知識に偏かたよりがある。ちなみにいちおうざっくり言うと、思い込みの力だけで実際に効果が現れることだ。人間の脳ってすごい。

「でも、試してみる価値はあると思いません？　千鶴が言うように、手間はパンツを脱ぐだけなんですから。これで本当に効果があったら儲もうけものです」

「たしかに、ローリスク・ハイリターンにゃ」

　藤花の主張に、紗さ奈なが同意する。もちろん千鶴は反論した。

「……パンツを脱ぐのって、けっこうハイリスクじゃない？」

　この場合はむしろロリリスクって感じである。

　いや、言ってみたかっただけで、べつにうまいと思っているわけじゃないです。

「パンツ以外の服は着てられるので、家のなかなら問題ないですよ」

「んー、それでもなんか、心理的に……」

「ちなみに美容にもいいそうで、有名な女優さんなんかも習慣的にやっているそうです」

「え、そうなの？」

「はい。『レディのたしなみ』だそうですよ」

「ふーん、レディねぇ……それならちょっと、試してみてもいいかしら」

　藤花に説得され、千鶴が前向きになる。

　年頃の女の子は、大人の女性に憧れを抱いだくものだからな。

　ちなみに言うまでもなく、女優がやっているのはノーパンしゃぶしゃぶではなく、ノーパン健康法のほうだろう。海外とかもふくめて、全裸で寝るという有名人は思ったより多い。

「では健康と美容のために、みんなでノーパンしゃぶしゃぶに挑戦しましょう」

「しょうがないわね、付き合ってあげるわ」

「おとなの階段をのぼるにゃ」

　あらためて藤花が言うと、千鶴と紗奈も賛成した。

　慌てたのは麻ま耶やさんである。

「──ええっ、本当にやるんですか!?」

「もちろんです。そのためにこうして準備したのですから」

　藤とう花かはきっぱりと答えて、いっさい悪気なく麻ま耶やさんを追いこむ。

「麻耶もやるんですよ？」

「──っ……わ、私もですか……？」

「はい。わたしにとって麻耶は先生と同じくらい大切な存在ですからね。健康には気を遣ってほしいです」

　真剣に語る藤花に、千ち鶴づると紗さ奈なも続く。

「そうね。麻耶さんはただでさえ仕事量が多いのに、ハルのメイドなんていうストレスが激しそうな役目を負っていて、たまに心配になるわ」

「パンツを脱いで、リラックスするにゃ」

「うぅ──そ、そのお気持ちはとても嬉うれしいのですが……」

　ロリ三人の優しい言葉に、麻耶さんは顔を赤らめてもじもじする。

　そして、しばし逡しゆん巡じゆんしたかと思うと、俺に鋭い視線を向けてきた。

「……ちょっと来てください」

「え？　なんで？」

「重要なお話があるからです。──すいません、お三方は少々お待ちください」

　三人に一礼して、麻耶さんが俺の腕をガッチリつかむ。問答無用で引っ張られた。

　二階まであがったところで足を止めて、俺を壁に押しつける。

　突然の壁ドンに、俺の心臓がドキリと跳ねた。

　ただし、ときめき１の恐怖９の割合である。だって殺気がハンパじゃないもん……。

　軽く五、六人は葬ほうむってそうな冷たい双そう眸ぼうで、専属メイドが口を開く。

「まず確認しておきます。今回の件、本当にあなたの入れ知恵じゃないんですか？」

「ほ、本当です」

　俺はふるえながらこくこくとうなずいた。

「……うそは、ついてないようですね」

　麻耶さんは盛大にため息をつく。たわわなふくらみがそれに合わせて上下した。

「では三人にやめるよう、あなたからさとしてください」

「やめるって……ノーパンしゃぶしゃぶを？」

「そうです。あなたが言えば、三人も納得すると思うので」

「ごめん、それは無理」

「……なぜですか？」

「あそこまで乗り気になってる藤花たちを止めたくない」

　藤花たちを楽しませるのが俺の役目だからな。

　それに漫画の取材にもよさそうだし。止める理由は皆無である。

「てか、なんでノーパンしゃぶしゃぶをやっちゃダメなの？」

「……不健全だからに決まっているでしょう」

「それは麻ま耶やさんがいやらしいからそう思うんじゃない？」

「──はっ？」

「パンツは所しよ詮せんパンツに過ぎないってことだよ。美容のために全裸で寝る女優さんをはじめ、世の中には裸ら族ぞくっていう家では裸で過ごす人もふつうにいるわけで、そういう人たちも不健全なことがしたくてやっているって思うの？」

「……それは、思わないですけど」

「でしょ？　ノーパンしゃぶしゃぶもそれと一緒だよ。ただの健康法として取り組んでみるだけだもん。実際、藤とう花かたちはいやらしい気持ちなんて微み塵じんも持ってない。つまり、これをいやらしいと思う人のほうがいやらしいよ、麻耶さんのえっち」

「──っ、わ、私はただ藤花たちを思って……っ！」

　俺の詭き弁べんに、麻耶さんは頰ほおを染めて言い訳する。

　べつに言い訳する必要なんてないのだが、いやらしいと言われて動揺しているようだ。

　ここが攻めどきだと判断し、俺は躊ちゆう躇ちよなく切り札を使う。

「ちなみにいまの俺の格好を見て、いやらしいと思う？」

　両手を軽く広げて問いかけた。












　肌に馴な染じんだスウェットの上下。なんの変哲もない部屋着である。

「……いえ、思いませんが……？」

　と、麻ま耶やさんは訝いぶかしげに答えた。

　──かかった。俺はにやりとして告げる。




「ノーパンなのに？」




「──っ!?」

　麻耶さんは目を見開いて絶句した。

「ふっ、実はあらかじめパンツを脱いでいたんだよ」

「──ば、バカじゃないですか!?」

　と罵ののしりつつ、麻耶さんは慌てて数歩後ろに下がった。

「ああ、たしかに俺はバカでノーパンだよ」

　不敵な笑みで言い返す。

「でも、いやらしいとは思わないんだろ？」

「っ……」

「ノーパンそのものにいやらしさはないと証明されたね」

「──ああもう、わかりました……」

　にやにやしながらテキトーにしゃべっていると、ついに麻耶さんが折れた。

「……あなたと話していても埒らちがあきません。私が三人を説得します」

「それはいいけど……藤とう花かたちに甘い麻耶さんにできるの？」

「やってみせます」

　麻耶さんは決意に満ちた表情で宣言する。

「年長者として、彼女たちを正しい道に導みちびきます」

　ほう。

　では、お手並み拝見といこうじゃないか。

　階段をおりて、藤花たちのもとに戻る。

　三人はほんのり頰ほおを紅潮させて、そわそわとした様子で雑談していた。

　……あれ、この雰囲気はもしかして……？

「あ、話は終わりましたか？」

　俺たちの姿を認めると、藤花がにこやかに声をかけてくる。

「え、ええ……」

　麻耶さんはぎこちなく答えた。

　たぶん水を差さなければいけないことに、罪悪感を覚えているのだろう。

　あれだけ凛り々りしく豪語していたのに、『ノーパンではなく、ふつうにしゃぶしゃぶを食べましょう』という言葉がすぐに出てこなかった。

　そして、その数秒のもたつきが、致命的な隙を生む。

　麻ま耶やさんが切り出す前に、藤とう花かは満面の笑みで言い放った。




「では、麻耶も早くパンツを脱いできてください」




「──っ……え、ちょっと待ってください。いまもって言いました？」

「はい。早く食べたかったので、さきに脱いじゃいました」

「……っ!?」

　まさかの状況に、麻耶さんは愕がく然ぜんとした顔になる。

　出鼻をくじかれるどころか、いきなり絶体絶命だ。

　そこに追い打ちをかけるように、

「パンツを脱いだら、食欲が増したような気がするにゃ」

「そうね。本当に効果あるのかも」

　と、照れたような笑みを浮かべて、紗さ奈なと千ち鶴づるが言った。

　笑顔の三人に囲まれて、麻耶さんはがっくりと肩を落とす。

「……はい、すぐに脱いできます」

　三人を説得すると決意してから、わずか一分の出来事だった。

　正直このオチ自体は予想できてたけど、ここまで甘いとは思わなかった……。







　とまあ、そんなこんなで。

　全員ノーパン（自称）になり、食卓につく。

　席順はジャンケンの結果、俺の右隣に藤花、左隣に千鶴、向かい側右手に紗奈、同じく左手に麻耶さんとなった。

　鍋はいい感じにぐつぐつと沸騰しており、もうもうと湯気が立っている。

「で、では、いただきましょうか」

　と藤花が言って、みんな同時に手を合わせた。が、

「いただきまーす（俺）」「い、いただきます（藤花）」「……いただき、ます（千鶴）」「いただきます……にゃ（紗奈）」「……いた……ます（麻耶さん）」

　笑っちゃうくらいバラバラだった。

　やはりパンツがないと落ち着かないのだろうか。

　それぞれ顔を赤らめており、どこかふわふわとした雰囲気だ。

　特に麻ま耶やさんは必死に平静を装っているが、あきらかに様子がおかしい。まだ一口も食べてないのに、アクをすくうおたまを手にしていた。

　…………あのメイド服の下、ノーパンなのか。

　思わずごくりとツバをのみ──いかんいかん、とかぶりを振った。

　しつこいけど、これは断じていやらしい行為ではない。

　あくまで健康のためにやっているのだ。

　そのことをあらためて意識して、よこしまな気持ちを追い出した。

　てか、余計なことを考えずにとっとと食べはじめちゃうのが正解か。

　かなり空腹だしハイパーいい肉だから、食べはじめたらきっとノーパンであることなんて自然と忘れるに違いない。

　そう思い、さっそく肉に手を伸ばそうとして、

「あっ」

　けっきょく動揺を隠しきれず、ぽろっと箸を床に落としてしまった。

「あー、失礼」

　俺はごまかすように苦笑いして、椅子からおりる。

「──せ、先生っ！」「──ハルっ！」「──にいさまっ！」「──ちょっ、なっ!?」

　かがんでテーブルの下にもぐりこもうとしたら、四人がガタッと立ち上がった。

　肉を食う前に泡を食ったようで、麻耶さんに至ってはまともに発声できてなかった。

「ん？」

　かがむのをやめて、みんなの顔を見回す。

　頰ほおをますます紅潮させて、目をまんまるにしていた。

　千ち鶴づるが怒鳴る。

「『ん？』じゃないわよバカ！　なにしようとしてるの!?」

「なにって、そりゃ落とした箸を拾おうとしてるんだよ」

　バカ呼ばわりされる理由がわからなくて、首をかしげて答えた。

「──だ、大丈夫！　あたしが拾うから！」

「え、そんな悪いよ」

　いくら図ずう々ずうしい俺でも、自分で落としたものをロリに拾わせるほどクズではない。

「いいから気にしないで！　こっちのほうに転がってきてるし！」

「そうです先生！　ここは千鶴にまかせてください！」

「にゃあ！　にいさまステイ！」

「あ、あなたはいっさい動かないでください！」

　千鶴に続いて藤とう花か、紗さ奈な、麻耶さんからも言われる。

　なんでだろう？　と、すこし考えてピンとくる。

　──ああ、そうか。スカートのなかをのぞかれないか心配しているのか。

　紳士的な俺がのぞきなんてするわけないじゃないか、と言いたいところだけど、不慮の事故で見えてしまうおそれもなきにしもあらずだ。拾わせるのは心苦しいけど、ここはおとなしく言うことを聞いておこう。

「わかった。お願い」

　と言って、椅子に座り直した。四人はほっと息をつく。

　そんで千ち鶴づるが落とした箸を拾ってくれ、それを流しのほうに持っていこうとする。どうやら洗ってくれるつもりらしい。

「べつにそのままでもいいよ？」

　床は綺き麗れいに掃除されているし、俺は潔けつ癖ぺき症しようじゃない。

　わざわざ洗わなくても、軽くフーッと息を吹きかければそれでよかった。

「いいから、ちょっと待ってなさい」

　と千鶴。有無を言わさずって感じだ。

　まあ、洗ってもらって損はないし、だったらおまかせするけど。

「……って、あれ、箸は？」

　なぜか手ぶらで戻ってきた千鶴に訊たずねる。

「また落とされたら面倒だから、ハルは箸を持たなくていいわ」

「いや、それじゃあどうやって食べるんだよ」

　このお肉を前にしてお預けはさすがにむごい。

　すると千鶴は照れくさそうにこう言った。

「……あたしが食べさせてあげる」

「あっ、ずるいです！　わたしも先生に食べさせたいです！」

「ぼくもにいさまに魔力供給するにゃ！」

　すぐさま藤とう花かと紗さ奈なも手をあげた。

　それが三人の希望なら、ヒモとして従うほかあるまい。

　……下へ手たするとヤケドしそうだから、微妙に怖いけど。

「じゃあせっかくだし、みんなに俺の肉をしゃぶしゃぶしてもらおうかな」

　俺は苦笑まじりにお願いした。

「はい、おまかせください！　先生のお肉、しゃぶしゃぶさせていただきます！」

「ふん、光栄に思いなさい。ハルには過ぎた待遇だけど、上等なお肉が無駄にならないよう、上じよう手ずにしゃぶしゃぶしてあげる」

「みんなで協力して、にいさまのお肉をしゃぶしゃぶするにゃ！」

　うむ、楽しそうでなによりだ。俺の肉をしゃぶしゃぶするという目的ができたことで、緊張によるぎこちなさが緩和されたっぽい。

「では、私は三人のぶんをしゃぶしゃぶしますね」

　と、麻ま耶やさんもくすりと笑った。




「「「しゃぶしゃぶ♪　しゃぶしゃぶ♪」」」




　愉快なリズムをつけて、最高級の牛肉をしゃぶしゃぶする三人。

　ただ、よく見ると肉はほとんど動かしていなかった。

　なんでも無駄に動かすとうまみが鍋のなかに逃げてしまうらしい。

　へえーと素直に感心する。さすがお嬢さまだけあって、そういう知識はあるんだな。

　なんにしても、やってもらって正解だったわ。

　そして、いつかやった手て巻まき寿ず司しのように、ひとりずつ順番に食べさせてもらう。

　丁寧にしゃぶしゃぶしたお肉をすこしだけふーふーして、ポン酢をちょんとつける。

「せんせ、あーん♡」

　藤とう花かが口元まで運んでくれた。

　ぱくっ。もぐもぐ。ごくん。

「ふふ、どうですか先生？　おいしいですか？」

「ああ、普段より何倍もおいしいような気がするよ」

　お世辞でもなんでもなく、人生最高のしゃぶしゃぶだった。

「ほらハル、こっちも」

　千ち鶴づるから差し出され、ぱくもぐごくん。

「にいさま、ぼくのも」

　紗さ奈なはごまだれをつけてくれた。ばくもぐごくん。

「いやー、ほんとめちゃくちゃうまいね」

　合間に野菜も挟みつつ、ひたすら舌した鼓つづみを打った。

　自分たちも食べながら、藤花がにこにこと訊たずねてくる。

「先生、これで健康になれそうですか？」

「んー、そうだね。なれそうな気がするよ」

「それはよかったです」

「みんなはどう？」

　質問を返すと、三人ははにかんで答えた。

「えーと、身体が火ほ照てって、新陳代謝が高まってる気がします」

「そうね、食べながらカロリーを消費してる気がするわ」

「お肌がつるつるになってる気がするにゃ」

　気がするだけで実際の効果はわからないが、プラシーボだってバカにならない。

　心と身体は密接に関わっている。病は気からって言うしな。

　楽しくご飯を食べれば、身体も丈夫になるってものだ。

「おー、そうか。じゃあ、試してみてよかったな」

「はい！」「ま、そうかもね」「にゃん」

　ほんとノーパンしゃぶしゃぶマジ最高。想像以上だ。

　そりゃ国を代表する政治家の方々もハマるわな。

　それからノーパンデザート（アイスクリーム）を食べて、ノーパンレクリエーション（トランプ）を満喫した。パンツはとても大切なものだけど、だからこそたまには休ませてあげたほうが豊かな生活を送れるのかもしれない。




　──パンツに休日を。




『このキャッチコピーよくないですか？』

　と、夕ゆ莉りちゃんにメールで送ってみたところ、

『……編集者にも休日がほしいんだが？』

　とマジレスされて、『……すいません、おつかれさまです』としか言えなかった。










「だーれにゃ？」

　十月上旬の午後三時過ぎ。

　デスクに向かい、フィギュアの新作をネットでチェックしていたら、突然後ろから目隠しされた。どうやらロリたちが学校から帰ってきたらしい。フィギュアに夢中でぜんぜん気づかなかった。

　失態を反省しつつ、俺は考える。

　目のあたりを優しく包みこむ、ちっちゃな手のひら。

　これはいったい誰のものだろう……？

『にゃ』がついていることからもわかるとおり、声はあきらかに紗さ奈なのものだった。

　だけど、これは引っかけである。

　この手の感触は──

「千ち鶴づるだろ？」

　驚いて息をのんだのか。

　ピクリとすこしふるえてから、ゆっくりと手のひらが離れた。

　椅子ごと振り向くと、千ち鶴づるが悔しそうにくちびるをとがらせていた。

「……正解よ」

　ふっ、やっぱりな。この程度の小こ細ざい工くじゃ、俺をあざむくことはできない。

「おー、先生すごいです」

「さすがにいさまにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なが感心したように拍手してくれた。

　片手をあげてその称賛に応えていると、

「……てか、なんでわかったのよ？」

　千鶴がしかめ面で訊たずねてきた。

「愚問だな」

　不敵に笑って答える。

「俺はロリのヒモのプロフェッショナル──すなわち、ロリフェッショナルだぜ？　手の感触だけでだいたいわかるよ」

「……いや、そんなことどや顔で言われてもぜんぜんかっこよくないわよ？」

　引き気味でツッコまれてしまった。

　対して、藤花と紗奈は目を輝かせる。

「いえ、とても素敵だと思います！」

「異能みたいでカッコイイにゃ」

　……まあ、あんまり褒ほめられるのも照れくさいんだけど。

「ちなみに、『手』以外でもわかるんですか？」

　藤花が訊ねてくる。

「あー、どうだろう。普段してるスキンシップの範囲なら、だいたいわかると思うけど」

「じゃあ、実際に試してみるにゃ」

「お、いいね」

　紗奈の提案に俺は即座に乗っかった。

「目隠しした状態で三人とふれあって、どこまでききわけられるか挑戦させてくれ」

「それは面白そうですね。喜んで協力させていただきます」

「にいさまの限界、見せてもらうにゃ」

　ふたりが承諾すると、千鶴が挑発的な笑みを浮かべる。

「もし間違えたらどうする？」

「罰ゲームでもなんでも受けてやるよ」

「へえ、言うじゃない。それならあたしも手伝ってあげる」

　とまあ、そんなわけで。

　ロリフェッショナルとしてのプライドをかけて、ききロリに挑むことになった。







　椅子に座ったままアイマスクを装着する。

　完全に光を遮断され、なにも見えない状態になった。

　地味にちょっといいやつなので、つけ心地も問題ない。

　もちろんイカサマの類たぐいもない。

「先生、準備はよろしいですか？」

「ああ、いつでも来い」

　藤とう花かの呼びかけに気合いを入れて答える。

「見えないからって、わざと変なとこさわったりしないでよ？」

「わかってるよ」

　千ち鶴づるの警告に苦笑してうなずく。

　ロリに紳士的な俺が、そんなことするはずもない。

　麻ま耶やさんがいるなら、それをやるのもやぶさかじゃないけど。

「最初はいちおう『手』からいきますね」

　と、藤花が言う。

「それで正解するごとに、徐々に難易度をあげていきましょう」

「りょーかい」

「では、順番に握手をしていきますので、手を出してください」

　言われたとおり空中に右手を差し出した。

　数秒ほど間を置いて、三人のうちの誰かが、その手をぎゅっと握ってくる。

　これは──紗さ奈なだな。

　握り返すまでもなく一瞬でわかった。

　続いてふたり目が手を握ってくる──これは藤花。

　そして三人目が千鶴。

　簡単すぎて、ウォーミングアップにもならないぜ。

「紗奈、藤花、千鶴の順だな」

　アイマスクをしたまま、自信を持って答えた。

「正解です。さすが、まったく迷いませんでしたね」

「ま、いきなり間違えたらダサすぎるものね」

「ここからにいさまの伝説がはじまるにゃ」

　さほど驚いた様子もなく、三人はそれぞれコメントした。

　正解して当たり前、って感じだ。

「ちなみにどうやって判別してるんですか？」

「主に大きさと体温かな」

　藤とう花かの質問にすらすらと答える。

「まず、紗さ奈なの手は三人のなかで一番小さいからすぐにわかる。藤花と千ち鶴づるは、大きさは同じくらいだけど、千鶴のほうが冷たいから簡単にききわけられるな」

「おおー、なるほど」

　藤花が声をはずませる。

「えへへ、わたしたちのことを知ってもらえて、なんだか嬉うれしいですね」

「日頃からスキンシップしてる成果にゃ」

「……まあ、たしかに悪い気はしないわね」

　はにかむ三人の顔が目に浮かんだ。

「では、次にまいりましょう。レベル２はハグです」

　藤花の仕切りで進む。

「また順番に抱きつかせていただきますので、いったん立ってもらってもいいですか？」

「はいよ」

　椅子から立ち上がり、両腕を広げた。

　いくらかの間を挟み、やわらかくてあまい香りが腰のあたりから伝わってくる。

　五秒ほどで離れていき、ふたり目、三人目と続いた。

　はっきり言って、これも超簡単だ。

　背中にまわされる手の高さが違うし、体温だけでも余裕でききわけられた。

「ひとり目が藤花、ふたり目が千鶴、三人目が紗奈だ」

「正解です！　今回も迷わなかったですね」

「そりゃまだレベル２だし、当然でしょ」

「やるまでもないくらいだったにゃ」

　それぞれ簡単にコメントして、テンポよく次に進んでいく。

　レベル３は『頭』、レベル４は『足』だった。

　頭はいつもやっているなでなでで、これは言うまでもなく楽勝。

　足は背中をふみふみされるというものだ。すこし難易度があがった感じだが、こちらもマッサージやＳＭごっこで経験がある。冷静に判断すればなんてことなかった。

「まったく危なげないですね」

「そうね、プロフェッショナルを名乗るだけあるわ」

「見事な快進撃にゃ」

　と、感嘆する三人。

「まあ、これくらいは誰でも当てられるでしょ」

　俺はいったんアイマスクを外し、謙遜して肩をすくめた。

　すると藤とう花かが言う。

「では、次のレベル５ですが……一気にむずかしくしてもいいですか？」

「いいけど、どうするの？」

「指一本で当ててもらおうと思います」

「……指一本」

「しかも場所もどこかは言いません」

「え？」

　軽く戸惑う俺に、藤花は続ける。

「指一本だけで、誰のどこにさわったかを当ててください。またさわっていいのは一点のみで、なぞるのは禁止にします」

「…………」

　ガチで厳しい条件を提示され、俺は言葉に詰まってしまった。

「いくらハルでも、これは無理でしょ」

　意地の悪い笑みを浮かべる千ち鶴づる。どこか試すような口ぶりでもあった。

　──やれるものならやってみなさい、バカハル。

　そう言われたような気がした。

「もしこれでクリアできたら……本物にゃ」

　紗さ奈なは真面目まじめな顔つきで、控えめなトーンで言う。

　──とてもむずかしいけど、にいさまならきっとやってくれるにゃ。

　という紗奈の想おもいが、その声音にはふくまれていた。

「どうします先生？　やりますか？」

　まっすぐこちらを見据えて、藤花が問いかけてくる。

　──先生が完璧にききわけるところを見たいです！

　無む垢くなまなざしには、そんな願いがこめられていた。

　要するに、三人とも俺に期待しているってわけだ。

　ならば逃げるわけにはいかない。

　もとよりそのつもりもないけどな。

　──藤花、千鶴、紗奈。

　三人のロリたちに相応ふさわしいヒモであるために、この試練を乗り越えてやる！

「もちろん、やらせてもらう」

「……本当にいいんですね？　このレベル５をクリアできたものは、まだ世界にひとりもいませんよ？」

「ふっ、上等だ。だったら俺がひとり目になる」

　藤花の確認にそう答えて、ふたたびアイマスクを装着した。

　視界は完全な闇に覆われる。

　次にこれをとるとき、俺は世界一のロリソムリエになっており、きっとすべてが輝いて見えるはずだ。

「……わかりました。先生の覚悟、感服の至りです」

「ここまでパーフェクトで来たんだから、最後までがんばりなさいよ」

「にいさま、落ち着いてやるにゃ」

　そんな三人の声援を受けて。

　──前ぜん人じん未み到とうのレベル５への挑戦がはじまる。







　俺は椅子からおりて床に座り、右手の人差し指を突き出した。

　しばしののち、そこにぷにっとしたものが当てられる。

　さて、ここは誰のどこだ？

　指先に全神経を集中させ、一点というルールを守り、優しくそこをツンツンした。

　ぷにっとした感触が返ってくる。

　ふむ…………やべえ、思った以上に難しい。

　ロリの肌なんて、だいたいどこもぷにっとしているものである。

　たったこれだけの情報で、きちんとききわけることができるのか……？

　いや、弱気になるな！

　これまでロリたちとしてきたスキンシップを思い出せ！

　脳の奥深くにアクセスして、該当する感触を検索する。

　十秒ほどでヒットした。おそらく──千ち鶴づるの二の腕だ。

　よし。よしよし、いいぞ。いけるじゃないか！

　俺は自信を取り戻して、指を離した。

　すぐにふたり目の感触が伝わってくる。

　ぷにぷに。ぷにぷに。ぷにぷに。

　……やはり、ぷにぷにであること以外の情報はほとんどないな。

　指先だけだと体温も感じにくいし……。

　でも、慌てることはない。俺なら絶対にわかるはずだ。

　長い息を吐き、感覚を研ぎ澄ませていく。

　ロリブレインにアクセススタート──システムオールロリーン──ヒット。

　これは──藤とう花かのふとももだ。間違いない。

　窮きゆう地ちに追いやられることで、眠っていた才能が開花したのだろう。

　自分でも怖いくらい、ききわけることができた。

　だが、油断は禁物である。最後まで集中を切らすな。

　そう胸きよう中ちゆうでつぶやいて、三人目の感触に挑む。

　ぷにぷに。ぷにぷに。ぷにぷに。

　……うーん、またしても厄介だ。

　覚えのあるやわらかさだが、データベースが膨大だからこそ迷ってしまう。

　前のふたりのききわけで、脳もだいぶ疲ひ弊へいしていた。ブドウ糖がほしいと切実に思う。

　でも、そんな時間はない。残った力を振り絞り、答えにたどり着け！

　アクセススタート。ロリたちとの記憶の海にダイブする。

　もぐれ。もぐれ。もぐれ！　もっと深く！　限界までもぐれ……っ！

　そして、海底に沈む宝箱を見つける。ゆっくりと開けて、ひらめく。

　この肌の質感は──紗さ奈なのほっぺだ！

「──はあっ、はあっ、はあっ……」

　指を離すと同時に、荒々しく呼吸する。心臓がドキドキと早鐘を打つ。

　どうやら無意識に息を止めていたようだ。

　試合を終えたばかりのアスリートのように酸素を求めた。

「先生、答えをお願いします」

　呼吸が整ってきたところで、藤とう花かが振ってくる。

　俺はアイマスクを外し、にやりと笑って告げた。




「最初が千ち鶴づるの二の腕、次が藤花のふともも、最後が紗奈のほっぺだ」




　一瞬の間を挟み。

　笑顔がはじけた。

「──すごい！　正解よ！　やるじゃないハル！」

「やっぱりにいさまは世界一のヒモだったにゃ！」

　千鶴は称たたえるように俺の腕をバシバシと叩たたき、紗奈は俺のおなかに頰ほおずりした。

　しかし、そんななか藤花は冷静に言う。

「まだです。それでは完璧な正解とは言えません」

「え……？」

「それぞれ右と左のどちらかまで、正確に答えてください」

「──っ」

　左右の違い！　しまった、そこまで考えていなかった……。

「えっ、さすがにそれくらいはよくない？」

「すでに百点満点だと思うにゃ」

　と主張する千ち鶴づると紗さ奈なに対して、藤とう花かは首を横に振る。

「いいえ、よくありません。この件に関しては、先生を甘やかすことはできません」

「……なんでよ？」

　千鶴が眉をひそめて訊たずねる。

　藤花はかすかに微笑ほほえんだ。

「わたしは、先生を信じているからです。先生なら、百二十点がとれると」

　その言葉に、千鶴と紗奈はハッとしたように息をのんだ。

　そして苦笑まじりに言う。

「……そうね、藤花の言うとおりだわ」

「……ぼくもにいさまを信じるにゃ」

　そんな微笑ましいやりとりを見つつ、俺は必死に頭を回転させていた。

　もちろん、左右の違いをききわけるためだ。

　決して不可能なことではない。

　人には利き腕、利き足がある。つまり、筋肉のつき方が微妙に違うのだ。そこから判断すればいい。

　さきほどの感触を反はん芻すうして、考える。

　考える。考える。考える。

　三人の期待は裏切れない。

　ロリフェッショナルとして、絶対に間違うわけにはいかない。

　考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える。考える……！

　藤花が口を開く。

「先生、もう一度答えをお願いします」

「……千鶴の二の腕は右で、藤花のふとももは左だ」

　脳が燃えつきるほど考えて、俺はその結論を導みちびき出した。

「──正解よ！」

　興奮で顔を赤らめ、千鶴が言った。

　藤花も興奮しているようだったが、それを押し殺したトーンで問う。

「紗奈のほっぺは？」

「……紗奈の、ほっぺは……」

　俺は言葉に詰まる。

　腕とふとももは筋肉のつき方でききわけられた。

　けど、ほっぺは……利きほっぺなんてものは存在しない。

　いや、俺が知らないだけでもしかしたらあるのかもしれないが……しかしなんにせよ、その違いをききわけるのは、手足とは比べものにならないほど難しかった。

　………………俺には、わからなかった。




「…………ごめん、わからない」




　涙をこらえながらうつむいて、正直に答えた。

　いくら二分の一といえど、当てずっぽうでは答えられない。

　敗北を悟ったプロ棋士が潔いさぎよく投了するのにも似た、せめてもの誠意だった。

「……そう、ですか……」

　藤とう花かがぽつりともらす。

　隠そうとしてくれたみたいだが、落胆の二文字が声からにじみ出ていた。

　そこで言葉は途切れる。誰もなにも言えなかった。

　そんな重たい沈黙のなか、ぽんと肩を叩たたかれる。

　顔をあげると、紗さ奈ながやわらかな笑みを浮かべていた。

「……にいさまは、よくがんばったにゃ」

「──っ」












　こらえていた悔しさが、ふがいなさが、両目からあふれた。

「──ううっ、ごめん紗さ奈な！　当ててあげられなくてごめん！」

「いいにゃ。ぜんぜん気にしてないにゃ」

　紗奈は優しく俺の頭を抱き、なでなでしてくれた。

　それが心地よくて、心地よすぎて……。

　だからこそ、期待に応えられなかった自分が許せなかった。

　気がつくと紗奈の温ぬくもりから逃げるように、土下座をしていた。

　謝罪のためではない。

　ロリたちがそんなことを望んでいないのは重々承知している。

　本物になるためだ。

　もっともっとロリたちとふれあい、もっともっともっとロリたちのことを知りたい。

　知らなくてはならない。

　本物のロリフェッショナルになるために。

　そのためなら土下座だっていとわない。

　おでこを床にこすりつけて叫ぶ。




「頼むみんな！　俺に修業をさせてくれ！」




「……修業、ですか？」

　戸惑うような藤とう花かの声。俺は土下座のまま懇願する。

「ああ、そうだ。もう二度とこんな間違いを犯さないように、どんな些さ細さいな違いでもききわけられるように、俺にききロリの修業をさせてくれ！」

「……具体的にはどうするんですか？」

「徹底的にスキンシップがしたい。俺に好きなところを好きなだけさわらせてほしい」

「──す、好きなだけって!?　そんなのダメに決まってるでしょっ！」

　狼ろう狽ばいした様子で、千ち鶴づるが声を荒らげた。

「そこをなんとか！　指先だけでもいいから！」

「ダメなものはダメよ！　この変態！」

「くっ、変態と思われても構わない！　それでもなりたいんだ！　本物のロリフェッショナルに、ならなくちゃいけないんだ！　だから俺にロリごもりさせてくれ！」

「山ごもりみたいに言わないで！」

「──いいにゃ」

　激しく怒鳴り合う俺たちに、紗奈が穏やかな声音で割って入る。

　ほっぺの左右を判別できず、恥をかかせてしまったこの俺に、

「にいさまのためなら、ぼくはどんな協力でも惜しまないにゃ」

　と、あたたかい言葉をかけてくれた。

「もちろんわたしも協力します。いえ、させてください」

　藤とう花かも快く承諾してくれた。千ち鶴づるが慌てる。

「ええっ、ふたりとも本気!?」

「はい。先生のためならわたし、なんでもします」

「千鶴も素直になるにゃ。ほんとはにいさまの力になりたいはずにゃ」

「…………」

　いくらかの沈黙のあと、千鶴は言った。

「……まあ、条件次第では、あたしも協力してあげてもいいわ」

「条件？」「なんにゃ？」

「土下座はやめて」

「え……？」

　その言葉に反応して、俺は思わず顔をあげる。

　千鶴は正面に立っており、俺を見下ろしていた。

「あたしたちのヒモでありたいなら、そんな情けないことはしないで」

「……千鶴」

「やりたいことは、胸を張って言いなさい」

　そこで照れくさくなったのか、そっぽを向いて、ぶっきらぼうに続けた。




「……そしたらあたしは、あたしたちは、全力でハルと遊んであげるわ」




「にゃあ、さすが千鶴。ツンデレ台詞ぜりふでおいしいところを持って行くにゃ」

「ええ、いまのはポイント高いですね」

「べ、べつにそういうつもりはないし、勘違いしないで」

「ちなみにぼくは、にいさまの安い土下座、けっこう好きにゃ」

「ふふっ、実はわたしもです。クズっぽいので嫌いじゃありません」

「──ちょっ、台無しなこと言わないでよ!?　たしかにハルの土下座は安いけど！」

　…………えぇー、そんなに安いかな……？

　まあ、うん、安いか。わりと頻ひん繁ぱんにしているし。特に麻ま耶やさんに対しては週に一度は確実にしている気がする。いや、それはこの際どうでもいい。

　重要なのは、俺の気持ちを受け入れてもらえたってことだ。

　俺は笑みをこぼして立ち上がる。




「じゃあみんな。これから俺と、めちゃくちゃスキンシップしようぜ！」

「はいっ！」「ええっ！」「にゃあっ！」




　そんなこんなで。

　俺が用意したのは、『ヒモスターゲーム』である。

　ご存じ『ツイスターゲーム』のヒモ版だ。

『右手を赤』とか『左足を青』といった具合に、指定の場所に手足を置き、体勢を崩したら負けというのが本来の基本的なルールだが……よりスキンシップが発生するよう、これに命令を追加させてもらった。




「先生、右手を千ち鶴づるの右ふとももに」

「はいよ」

「──ひゃっ！　ちょっとハル、もうすこし優しくしなさいよ！」




「にいさま、右手を藤とう花かのおなかに」

「よしきた」

「──あははっ、くすぐったいです！」




「ハル、左手を紗さ奈なのうなじに」

「ん」

「にゃっ……首をもたれると、お母さん猫に運ばれる子猫みたいな気分になるにゃ」




　まあ、こんな感じのやつを。

　おかげでたいへん盛り上がり──

　俺はききロリの腕に、磨きをかけていくのであった。

　完璧になったら、いつかききメイドもマスターしたいものである。










「にいさまー、藤とう花かー、にゃっはろー」「おじゃまするわ」

　ききロリから数日が経たった、十月中旬の休日。

　ベッドで寝転びながら藤花とおしゃべりしていると、千ち鶴づると紗さ奈なが部屋を訪ねてきた。

　千鶴の手には大きなダンボールがある。20インチのモニターでも入ってそうなサイズだ。苦もなく持っているからそこまで重いものでもなさそうだけど、なんだろう。

「なにそれ？　俺へのプレゼント？」

　ストレートに訊たずねてみた。

「はあ？　なんであたしがハルにプレゼントをあげなきゃいけないのよ」

　千鶴は素っ気なく言って、ダンボールを床に置く。

「ハル宛ての荷物よ。ちょうど宅配されたところだったから、持ってきてあげたわ」

「おー、それはさんきゅー」

　ベッドからおりて、受け取りにいった。

　藤花もついてくる。

「通販で買ったものですか？」

「たぶんね」

　外側に貼られている送り状を見てピンとくる。

　そうか、アレがついに届いたのか。

「中身はなんにゃ？」

　紗奈が興味津々といった面おも持もちで訊きいてくる。

「ふふ、すごーくいいものだよ」

「にゃ、すごーく……ってことは賢者の石にゃ？」

「いやごめん。そこまですごくはないな」

　てか、どう考えても通販で買えるようなものじゃないでしょ、それ。

　千鶴がジト目になる。

「……ハルにとっていいものってことは、どうせなにかえっちなやつでしょ？」

「千鶴とは一度じっくり話し合う必要があるな」

　俺のことをなんだと思っているんだ。

　えっちなもの以外もふつうに買うからね。

「では先生、正解はなんでしょう？」

「せーかいは……」

　みんながわくわくと見守るなか、ガムテープをはがしてふたを開ける。

　詰まっていた緩かん衝しよう材をどけ、真っ黒な箱を取り出した。

「──黒くて大きくてかっこいいにゃ」

　中二心を刺激されたようで、紗さ奈なが食いつく。

「じゃーん」

　と、セルフＳＥをつけて箱をさらに開ける。

　大小さまざまなものが綺き麗れいに敷き詰められていた。

　一番大きいのは紙製のボード。

　そこにはファンタジーっぽい背景と、たくさんのマス目が描かれている。

　すなわち──

「ボードゲームでしたー」

「「「おおー」」」

　ロリ三人が感嘆の声をあげてくれた。

　素直なリアクションになんだか嬉うれしくなる。

　こういうところがロリの魅力のひとつだよね。

「あっ、もしかしてこれ、前に相談していただいたやつですか？」

　藤とう花かが思い出したように言う。

「そうそれ。半オーダーメイドの豪華なやつ」

　たしか夏休みの中盤くらいだったから、一ヶ月以上前のことだ。

　俺は藤花にこんな感じで相談した。




　──みんなで遊ぶためにオリジナルのボードゲームを注文したいんだけど、いい？

　──もちろんです！

　──ちょっと高くなっちゃうかもしれないけど、大丈夫？

　──一千万くらいですか？

　──いや、いくらなんでもそんなにしない（笑）

　──でしたらぜんぜん問題ありません！




　それで、お言葉に甘えたというわけだ。

　千ち鶴づるが首をかしげる。

「半オーダーメイドの半ってのはどういうこと？」

「ゲームのテンプレートみたいなのが用意されていて、それにこっちで用意した素材とか要望を入れて作ってもらったんだ」

「へえー、そんなサービスがあるのね」

「ああ、ネットの海にはいろんな住人がいるよ」

　カードの束を手にとり、巻いてある帯を外す。

「ほら見てみ。カードの半分くらいは、俺のイメージボードがもとになってるんだぜ」

「──わっ、すごいです！」

「にゃあ、にいさまファンにはたまらないにゃ！」

　手渡してあげると、藤とう花かと紗さ奈なは感激したように目を輝かせた。

「……なによ、珍しく本当に素敵じゃない」

　千ち鶴づるもまじまじと見つめた。

「さすが先生、いいお買い物をしましたね！」

　カードをぎゅっと握りしめ、藤花は満面の笑みを浮かべる。本当に嬉うれしそうだ。

　頼んでよかった。心からそう思えた。

「……これを作る暇があるなら漫画を描きなさいよ、ってツッコミは野や暮ぼかしら？」

「その心配には及ばないよ。俺はもともとあるデータを送って発注しただけで、ほとんどリソースは割さいてないから。まあ、ちょっとは描きおろしも入れたけど」

「ふーん、それならべつに、いいのかしら……？」

　と、千鶴は曖あい昧まいに言う。どこかしっくり来てない様子だ。

　深く考えてはいけない。

　俺は朗らかに提案した。

「じゃあせっかくだし、今日はこれで遊ぼうぜ」

「はいっ」

「ま、いいんじゃない」

「さんせーにゃ」

　新しいおもちゃで純粋な女の子たちと一緒に遊ぶ。

　いやあ、ロリのヒモってほんと最高だよね。







「それで先生。これはどういうゲームで、どうやって遊ぶんですか？」

「まあ、ざっくり言うとアナログなＲＰＧだな」

　藤花の質問を受けて、まずは大おお雑ざつ把ぱな説明をする。

「ボードゲームって『人生ゲーム』とか『モノポリー』みたいに、対戦形式のものが多いと思うんだけど、これは参加プレイヤー全員で協力して進めるんだ。それで、ラスボスである魔王を討とう伐ばつしたらクリア、全滅したらゲームオーバーって感じ」

「なるほど、チームワークが重要なんですね」

「あたしたちなら余裕ね。ハルが変な暴走をしなければ」

「楽しそうにゃ」

　ロリたちはふんふんと聞いてくれた。

　理解力が高いので助かる。

　てか、俺自身も完全に把握しているわけではない。細かいことはやりながら学ぼう。

　ちなみに難易度を『イージー』『ノーマル』『ハード』の三種類から選ぶことができる。

　小学生ってことを考えたらイージーでいいかもだが、三人はハイスペックお嬢さまだ。

　勝負運みたいなのもやたらといいし、ハードでもクリアできちゃう気がする。

　……むしろ千ち鶴づるの言ったように、俺が足を引っ張る展開もありそうだな。

　そのあたりも考慮して、ここは無難にノーマルにしておこう。うん。

「んじゃ、最初に職業を決めようか」

　数種類あるカードのなかから、『職業カード』を出す。

『剣士』『格闘家』『狩人かりゆうど』『魔法使い』『盗賊』『神官』といったゲームでおなじみのものから、『メイド』『漁師』『科学者』『宇宙人』『クマ』といった奇抜なものまで、無駄に種類が多い。

　これは俺の要望だった。なんでもありのごちゃまぜな世界観が好きなのだ。

　あと、イラストはロリたちをモデルにしたキャラが、その職業の格好をしているものになっている。いつもコスプレしてもらっているおかげで、素材は豊富にあった。むろん、想像で描いただけのものもけっこうある。

「うーん、たくさんあって悩みますね。なにがいいんでしょう？」

　ケーキ屋にきた乙女のようにうなり、藤とう花かが訊たずねてきた。

「パーティーでバランスを考えたほうがいいと思うけど、目的は楽しむことだし、好きなのでいいと思うよ」

「ぼくは魔法使いがいいにゃ」

　俺の意見を聞いて、紗さ奈なが『魔法使い』のカードを手にした。

　カードにはイラストのほかに『ＨＰ』や『ＭＰ』、使える技などが記されている。

　魔法使いはＭＰの消費は激しいが、殲せん滅めつ力が高い職業だ。

「あたしは格闘家にするわ。イラストがカッコイイから」

　千鶴が選んだ『格闘家』はＭＰの消費がすくなく、コンスタントに戦える職業である。

「あ、イラストで決めるというのはいいですね。では、わたしはこれにします」

　藤花はにっこりと笑って、『侍』のカードを手に取った。

　侍は言うまでもなく、刀を武器にする職業だ。同系統の『剣士』より耐久力はすくなめだが、鋭い一撃を持つ強力なアタッカーである。

　三人ともネタ枠じゃなくて、わりと実用的なものを選んだな。

「したら俺は、回復スキルが使えるのがいいな」

　と言って、俺はサポート系の職業を選ぶ。

　前衛ふたりに後衛ふたりで、いいバランスになったな。

　そう満足していると、千ち鶴づるがツッコんでくる。

「ちょっと待って。ハルが選んだ職業、なによそれ」

「なにって『ヒモ』だけど？」

「……いや、それは職業って言っちゃダメなやつでしょ。無職じゃん」

「いやいや、立派な職業だから」

「そうですよ千鶴。社会的にはクズでも、必要な人にとってはとても尊い職業です」

「そうにゃ。クズにはクズなりの価値があるにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈ながフォロー（？）してくれた。

　千鶴は額に手をやり、ため息まじりに言う。

「……まあ、百歩譲って職業と認めるとしても、なんで回復スキルを使えるのよ」

「いや、むしろ攻撃するほうがおかしいだろ。特技は頭なでなでとかハグとかだぞ？」

「あー、そっか……たしかにそうね」

　納得いただけたようなので、話を進める。

「じゃあ、さっそくみんな、自分の職業の衣装に着替えようか」

「当たり前のようになに言ってるの？」

　またしても千鶴にツッコまれた。

「どう考えてもボードゲームに着替えはいらないでしょ」

「いや、どう考えても着替えたほうが雰囲気が出て面白いじゃん」

「ただのボードゲームにそこまでの雰囲気いらなくない？」

「遊びだからこそ全力でやるんだよ。なにより漫画の参考になるし」

　コスプレしてもらう機会を逃す手はない。

　なんならこのためにボードゲームを注文したといってもいいくらいだ。

「千鶴、着替えましょう」「にゃあ」

「……はいはい、わかったわよ」

　藤花に右腕、紗奈に左腕をつかまれて、千鶴はやれやれと嘆息した。







　というわけで、用意していた衣装に着替えてもらう。

　待つことしばし。

「先生、お着替え完了しました！」

「おー」

　藤花の呼びかけに返事をすると、更衣室ウオークインクローゼツトの扉がゆっくりと開かれ、おまかせの決め台詞ぜりふつきで、三人が颯さつ爽そうと登場してくれた。

「えへへ、はじめまして。斬きらせていただいてもいいですか？」

　侍である藤とう花かは当然ながら和装だ。

　艶つややかな黒髪をかんざしでまとめており、腰にはおもちゃの刀を帯びていた。

　華やかさと凛り々りしさを兼ね備えた、見事な出いで立たちである。

　俺がもしハリウッドの映画監督だったら速攻でスカウトして『ラストロリサムライ』を制作しロリデミー賞の主演ロリ賞をいただくまで想像した。

　……ただ、物騒な台詞せりふを笑顔で言うのはなんかちょっと怖いです、はい。

「へ、変な目で見たらぶっとばすわよ！」

　格闘家である千ち鶴づるは照れくさそうに頰ほおを染め、カンフーっぽい構えをとった。

　カンフーとは中国の拳法であり、すなわちチャイナドレスである。

　トレードマークのツインテールはふたつのお団子になっていた。これは俺のリクエストだ。チャイナドレスにはやっぱお団子だよねー、という安易な発想だったが、予想どおり素晴らしくハマっていた。

　スリットのおかげでいい感じにふとももがチラ見えしていて、健康的な色気がある。

　台詞にもうちょっとエセチャイナっぽさがあるといいが、まあ、よしとしよう。

「──魂の闇を紅あかく染め、業ごう火かの慟どう哭こくを聞くにゃ！」

　魔法使いである紗さ奈なはノリノリで謎の呪文を詠えい唱しようした。

　つまり、だいたいいつもどおりだ。もちろんネコミミも装着している。

　格好はいかにも魔女っ娘こという感じで、本物さながらの着こなしだった。

　魔導書っぽい小道具が、またいい味を出している。

「おおー、やっぱ三人とも超かわいいなー」

　俺はお宝を見つけた鑑定士のごとくうなり、心の底から称賛した。

　いやあ、いい仕事してますねー。うんうん。

「ありがとうございますっ」「あ、ありがと……」「にゃふふ♡」

　三人はとても嬉うれしそうにはにかんだ。

「……というか、ハルは着替えないのね」

　部屋着のままの俺に、千鶴がジト目を向けてくる。

「そりゃ、これがヒモの基本スタイルだからな」

「……魔王を倒すための冒険に出る格好じゃないわね」

　まったくそのとおりだけど、細かいことはいいじゃないか。

　日本のヒモが異世界に転移させられた、とでも思ってくれ。

　さておき。

　ローテーブルに必要なものを一式並べて、準備完了。いよいよゲーム開始だ。

　──王から軍資金をもらい、パーティーを結成して、魔王城に向けて出発！

　というベタベタというか、いまどき逆に珍しい設定からはじまる。

　すごろくと同じようにサイコロを振り、さまざまなイベントをこなしていく。

　サイコロはロリたちに順番に振ってもらうことにした。まずは藤とう花かから。

「いきますっ」

　気合い充分でサイコロを転がす。

　ちなみにこのサイコロも特注だ。クリスタルっぽくてカッコイイ。

「あぁ……すいません、微妙ですね……」

　１の目が出て、藤花が申し訳なさそうに言う。

「いや、これはむしろラッキーだよ」

「え、そうなんですか？」

「うん。あんまり早く行きすぎちゃうと、経験値とお金がたまらないから」

　ザコを倒して強くなるのは、ＲＰＧのお約束だ。

　経験値をためてレベルアップするとステータスが強化され、使えるスキルも多くなる。

　所持金をためるとアイテムカードを買うことができる。

「ならよかったです」

　俺の言葉に、藤花はほっと息をついて微笑ほほえんだ。

　イベント処理をする。マス目には『下級モンスター２体と遭遇！』と書いてあった。

　大半のマスがこんな感じだ。バトルじゃないときはアイテムなどがもらえたりする。

　また、この時点ではどんな敵かはわからない。

　モンスターカードの山札から、敵の数だけ引くルールだった。

　山札は『下級』『中級』『上級』の三段階で、進行と同時にランクがあがっていく。

　藤花に下級モンスターの山札からカードを二枚引いてもらう。

　一枚はスライムで、一枚はゴブリンだった。

　スライムはザコだったり凶悪だったり作品によって強さにムラがあるモンスターだが、このゲームではザコ扱いのようだ。まあ、上級のスライムもいるかもだが。

　ともあれ、戦闘である。

『敏びん捷しよう』のステータスが高い順に行動していく。

　まずは侍の藤花だ。

　行動には『通常攻撃』『防御』『スキル（魔法）』がある。

　このへんのシステムはＲＰＧとだいたい同じだから、説明しなくてもロリたちは理解してくれた。もとからゲーム好きの紗さ奈なはもちろん、藤花と千ち鶴づるも俺のプレイをよく見ているので、最低限の知識はある。

「では、ゴブリンさんに通常攻撃をします」

　弱い敵にＭＰを消費するのはもったいない。藤花は無難に選択した。

　てか、ゴブリンにさんづけって。俺は口元をゆるめながら言う。

「攻撃するときはちゃんとそのアクションしてな」

「え？」「……なんでよ？」

　藤とう花かが目をぱちくりして、千ち鶴づるが訊たずねてきた。

「もちろん漫画の参考のためだよ。動くとき身体や衣装がどうなるか見たい」

「なるほど、わかりました」「……しょうがないわね」

　藤花はすぐに納得し、千鶴も受け入れてくれた。

　なお、ゲーム中は基本座っているが、アクションはもちろん立ってやってもらう。

　ちょい面倒だけど、これも漫画ためだから致し方ない。

「……ゴブリンさん、恨うらみはありませんが、斬きらせていただきます」

　言いながら藤花はゆっくりと刀を抜いて、なにもない空間を袈け裟さ懸がけに斬る。

「──えいっ」

　かわいらしいかけ声と共に、ポニーテールが躍動した。

　非常に頼りない、なんともロリらしい太た刀ち筋すじだ。

　でも、ゴブリンには大ダメージである。一気に八割もＨＰを削った。

「おー、いいぞ藤花」

　すかさず褒ほめると、藤花は「えへへ、恐縮です」とはにかんだ。

　続いて千鶴の番。

「トドメ、刺しちゃうわね」

　千鶴も通常攻撃を選び、ゴブリンをターゲットにした。

　こぶしを固く握りしめ、

「──たあっ」

　勢いよく前方に繰り出した。

　うん、なかなかいい感じだ。でもちょっと地味だな。

「千鶴、パンチだけじゃなくて蹴りもやって」

「え？　まあ、べつにいいけど…………えいっ！」

　リクエストに応えてくれ、右足を前に振り上げた。

　瑞みず々みずしいふとももがチラ見えする。そうそう、これだよこれ。

　やっぱチャイナドレスは足技アクションのほうが映はえるよな。

　むろん漫画のためであって、やらしい気持ちは微み塵じんもない。ほんとに。まじで。

「さすが千鶴、いい蹴りだったよ。今後の敵もこの調子で頼む」

　たいへん満足して褒ほめ称たたえる。

　千鶴は「ふん、仕方ないから協力してあげるわ」と満更でもなさそうに言った。

　続いて紗さ奈なの番になる。

　紗さ奈なは残ったスライムに対して、躊ちゆう躇ちよなく魔法を唱えた。

　まあ、魔法使いの通常攻撃は貧弱だし、ＭＰも豊富にあるのでいいと思う。

「──ファイヤーボールにゃ！」

　スライムはひとたまりもなく、一撃で消滅した。

「いえーい、ナイス紗奈」

「にゃふふ……ぼくの炎からは逃げられないにゃ」

　俺が親指を立てると、紗奈はどや顔で勝利ボイス（？）を口にした。

　楽しそうでなによりだ。

　敏びん捷しようが最低クラスのヒモに出る幕はなく、最初の戦闘をノーダメージで勝利した。

　経験値や所持金などの処理をして、口を開く。

「だいたいこんな感じの流れだけど、大丈夫そう？」

「はい、とっても楽しいです！」

「ほんと、思ったよりいいわね。雰囲気の重要性も理解したわ」

「早く進めるにゃ！」

　よしよし、盛り上がってきたな。

　俺たちは意気揚々と魔王城を目指した。















　旅路は控えめに言って順調だった。




「覚悟してください！　秘剣──ツバメ返しです！」

「いくわよ！　奥おう義ぎ──九く頭ず竜りゆう真空蹴り！」

「ぼくと出会ったのが運のツキにゃ！　上級魔法──サンダーウェイブ！」

「右なでなで！　左なでなで！」




　と、覚えたスキルを駆使し、立ちはだかるモンスターどもを次々と倒していった。

　中級クラスまでなら危なげなく倒せるレベルだ。

　ちなみに俺が使っている『右なでなで』はＨＰ回復スキル、『左なでなで』はＭＰ回復スキルである。攻撃力は皆無だが、サポートとしてはめちゃくちゃ優秀だった。さすヒモ。

　……だが、そんな俺たちの快進撃も、中盤の難所──魔王軍四天王のひとりレッドヴァンパイアによって止められてしまう。

　いわゆる中ボスのこいつは、実に厄介なスキルを持っていた。

　人間を操る能力だ。

　これによって俺は敵に洗脳され、ロリたちと戦う手駒にされてしまった。

　レッドヴァンパイアを倒せば洗脳も解けるが、俺という壁がある限り、攻撃を通すことができない。対してレッドヴァンパイアは全体魔法で攻撃してくる。ロリたちはひとまず防御で身を固めた。でも、ＨＰはじわじわと削られていく。反撃しなければいずれ敗北は必ひつ至しだった。

　つまり、仲間である俺を見捨てるか、全滅するか。

　非情な決断を迫られる。

「くっ、みんな！　このままじゃ全滅する！　俺に構わず攻撃してくれ！」

　優しいロリたちには難しいと思い、俺は叫んだ。

　操られてるんだけど、わずかに意識が残っている状態、という感じ。

「……そうね、ごめんハル！　あとはあたしたちにまかせて楽になって！」

　千ち鶴づるは悔しげにくちびるを嚙かみ、俺の意志をくんでくれた。

　しかし、藤とう花かと紗さ奈なは反対する。

「そんなっ、先生を攻撃するなんてできませんっ！」

「にいさまはぜったいに助けるにゃ！」

　ふたりの瞳はかすかに潤んでいた。

「じゃあどうするのよ！」

　と、千鶴が言い返したところで、俺のターンになる。

　俺はまことに遺い憾かんながら、藤とう花かに『ハグ』のスキルを発動させた。

　例によって雰囲気を重視するため、リアルでもぎゅっと抱きしめる。

「すまん藤花！」

「あぅぅ……♡」

　本来なら回復スキルだが、相手のＨＰを吸収するドレインスキルに変化していた。

　そしてレッドヴァンパイアの全体魔法で、ロリたちはさらにＨＰを削られる。

「ああもう、あたしだけでも攻撃するからね！」

　痺しびれを切らした千ち鶴づるが、俺に「えいっ」と蹴りを放つ。ぺちっと俺の脚にヒット。

「ぐああっ！」

　もちろんかなり力を抜いてくれているが、俺はおおげさに苦しんだ。

「ひどいです千鶴！」

「仲間になんてことするにゃ！」

「そ、そんなこと言われてもしょうがないじゃん！　てか、ハルも痛がりすぎでしょ！」

　藤花と紗さ奈なに非難され、千鶴が声を荒らげる。

「いいぞ千鶴、それでいい。藤花と紗奈もやってくれ……っ！」

「ほら、ハルもこう言ってるし、ふたりも攻撃して！」

「無理です！」「できないにゃ！」

　ふたりとも引き続き防御を選択した。

　また俺のターンがまわってくる。やむを得ず、今度は紗奈に『ハグ』を食らわせた。

「すまん紗奈！」

「にゃーん……♡」

　紗奈からＨＰを吸収し、千鶴から受けたダメージが回復してしまう。

「あぁ……紗奈、大丈夫ですか？」

「にゃあ、けっこうピンチにゃ……」

「次はわたしが先生のスキルをいただきますね」

「ダメにゃ。藤花もだいぶ傷ついてるにゃ。またぼくがいただくにゃ」

「いえ、わたしが」

「にゃあ、ぼくが」

「いえいえわたしが」

「にゃあにゃあぼくが」

「あんたたち魔王を倒すって目的忘れてない!?」

　仲間を守るため──かどうかは定かではないが、やたらとスキルを食らいたがるふたりに、千鶴が顔を赤くしてツッコんだ。

「あと、順番的に次はあたしでしょ！」

　それはたしかに。もっともである。

　もう一巡して俺の番になり、千ち鶴づるに『ハグ』を使った。

「すまん千鶴！」

「あっ──」

　これにより千鶴のＨＰもかなり心こころ許もとなくなる。

　さらにレッドヴァンパイアの全体魔法……。

　ロリたちはいよいよ絶体絶命の窮きゆう地ちに追いやられた。

「うぅ、どうすればいいんでしょう……」

「つ、強すぎるにゃ……」

「いや、ふたりが真面目まじめに戦わないからでしょう」

　弱音を吐く藤とう花かと紗さ奈なに、千鶴がジト目を向ける。

　すると、さしものふたりもむっとして反論した。

「先生のスキルをしっかりいただいた千鶴も、人のことは言えないと思います！」

「そうにゃそうにゃ！」

「あ、あれはあんたたちを守るために、仕方なくよ！」

「そのわりには顔が嬉うれしそうでした！」

「デレデレだったにゃ！」

「っ……い、言いがかりはやめて！　ぜんぜんデレデレなんかじゃないし！」

　活路を見いだせないまま、ついには仲間割れがはじまる……。

　うーむ、これはよくない流れだ。

　なんとかしなければガチでゲームオーバーになってしまう。

　終盤に用意されているとっておきの演出のためにも、ここで負けてもらっては困る。

　とはいえ、あんまりご都合すぎる展開にするのもあれだしなー。

　はてさてどうしたものか、と思案をはじめたそのとき。

　コンコンというノックの音が響いた。

　三人は言い合いを中断し、ドアのほうに注目する。

「失礼します」

　頼れるみんなのスーパーエースにして、俺専属のたわわメイド。

　麻ま耶やさんが部屋に入ってきた。

　最悪な瞬間にやってくることも多々あるが、今日はジャストタイミングだ。

　いや、もしかしたら仕事関係の用事かもしれない。

「どうしたの？　なにかあった？」

　と、まずは訊たずねた。

「いえ。仕事が一区切りついたので、皆さんの様子を見にきただけです」

　よかった。それなら引き続き遊べるな。

「ずいぶんかわいらしい格好ですね。今日はなにをしているんですか？」

　コスプレしている三人に目をとめ、麻ま耶やさんが言う。

　露出度に問題がないおかげか、口調は穏やかである。

　とがめているわけではなく、純粋に気になったようだ。

「ボードゲームだよ」

　テーブルの上を手で示して、

「仕事が片づいたなら、麻耶さんも一緒にどう？」と誘う。

　途中参加を想定したゲームではないが、この偶然を活いかさない手はなかった。

「そうよ！　麻耶さんに仲間になってもらいましょう！」

　千ち鶴づるが声をはずませる。

「そうすればこの戦いにも勝てるわ！」

「……戦い？」

「いま、三人がピンチなんだよ」

　首をかしげる麻耶さんに、俺は事情を説明した。

「なるほど。そういうことでしたら、不ふ肖しようながらお手伝いさせていただきます」

　麻耶さんはロリたちに微笑ほほえみかけ、失敬にも俺を指さした。

「つまり、この人をぶっとばせばいいんですね？」

「そうなの！」

　千鶴は笑顔でうなずいた。……え、そうなのか？

「いえ、できれば先生を助ける方向でお願いします」

　藤とう花かが訂正する。うん、だよね。

「でも、そんな方法あるにゃ……？」

「ないことはないぞ」

　困り顔で言う紗さ奈なに、俺はにやりと笑って告げる。

「ほんとにゃ？」

「ああ。このゲームには洗脳を解くスキルもある……とだけ言っておこう」

　ほぼ答えみたいなものだが、自力で打破する感じを演出したくて、そんな言い方をした。

「なるほど！　そのスキルを使える職業で、麻耶に参加してもらえばいいんですね！」

　と、すぐに察する藤花。

「探しましょう！」「はい！」「にゃ！」

　千鶴が職業カードの束を手に取り、三人で手分けしてチェックしていく。

　一生懸命で微笑ましいなぁ。

　ふと横を見ると、麻耶さんも口元をゆるめていた。

「……なんですか？」

　俺の視線に気づき、麻ま耶やさんがこちらをにらんでくる。

「いや、なんでもないです」

「だったらこっちを見ないでください」

　……うーん、つれない。

　ロリたちの百分の一でいいから、ご主人さまにも愛をください。

「見つけました！」「こっちも！」「あったにゃ！」

　数分して、三人はそれぞれ一枚ずつカードを持ってきた。

　藤とう花かが持っているのは『メイド』。

　千ち鶴づるが持っているのは『ナース』。

　紗さ奈なが持っているのは『神官』。

　三つとも状態異常をリカバーするスキルを持っていた。

「麻耶、このなかから好きな職業を選んでください！」

「麻耶さんならどれも似合うと思うわ！」

「頼りにさせてもらうにゃ！」

「……えーと、どうしましょうかね」

　笑顔でカードを差し出され、麻耶さんは照れたように苦笑する。

　なんか一斉に告白されてるみたいだなーと思いつつ、

「ちなみに、選んだ職業の衣装に着替えてもらうからね」

　と、重要なことを言った。

　麻耶さんはすこし動揺する。

「……え、そうなんですか？」

「そうだよ。三人も着替えてるだろ？」

「あなたはいつもどおりじゃないですか」

「俺はヒモだからこれでいいんだよ」

「……では、私もメイドにすれば着替えなくてもいいってことですね？」

　麻耶さんが着ているのは文句のつけようのないメイド服だ。

「そうだね」と俺はうなずいた。

「わかりました。それではメイドにさせていただきます」

　麻耶さんはほっと息をもらし、藤花のカードを手に取った。

　──あぁ、麻耶さんのメイド以外のコスプレが見られなくて残念だなぁ……。

　なんて俺が思っているかというと、そんなことはまったくない。

　──ふっ、かかったな麻耶さん。この場合、メイドが一番危険なのさ……。

　まあ、そんなわけで。

　メイドの麻ま耶やさんが助すけっ人とに現れた、という設定でゲームを再開する。

「麻耶！　スキルを使って敵の洗脳を解いてください！」

「は、はい」

　藤とう花かに言われて、麻耶さんは自分の職業カードに目を落とす。

「この『ぱふぱふ』というやつですね？」

　──そう。

　メイドが持つ、状態異常をリカバーできるスキルの名前は、かの有名な『ぱふぱふ』である。麻耶さんがこのゲームに参加し、このような状況になることを見越して、俺が設定したものだ。我ながら策士すぎるぜ……。

　ちなみにこれはパクリじゃなくてオマージュね？　まじリスペクトです。

　内心でほくそ笑んでいると、藤花が麻耶さんに言う。

「そうです。それを先生にやってあげてください」

「え、やるんですか……？」

「はい。雰囲気を出してより楽しむために、なにより先生の漫画の参考のために、実際にアクションするルールなんです」

「な、なるほど……」

　麻耶さんはうなずいて、首をかしげる。

「すいません。このぱふぱふというのは、どういう動きをするのでしょうか？」

　あれ、知らないのか。

　俺はすこし驚く。『ドラゴンボール』や『ドラゴンクエスト』というレジェンド級のコンテンツに出てくるので、誰でも知っていると思っていた。

　あー、でも、漫画やゲームにうとい人もいるもんな……。

　自分にとっての当たり前を世間の常識だと思うのは、あまりよくないことである。

　そんなふうに軽く反省していると、紗さ奈なが口を開いた。

「ぱふぱふは、おっぱいを使うにゃ」

　さすがというか、紗奈はちゃんと知っていたようだ。

「え……？」

「相手の顔をおっぱいで挟んで、ぱふぱふってするにゃ」

「…………それを私が、あの人にやるんですか？」

「そうにゃ」

　こわごわと訊たずねる麻耶さんに、紗奈は真顔でうなずく。

「──っ」

　麻耶さんは愕がく然ぜんとして固まった。

「……え、それってすごくえっちなんじゃ……？」

　と、千ち鶴づるが顔を赤らめてつぶやく。

「そうですか？　人工呼吸みたいなものなので、べつにえっちではないと思います」

「どっちにしても、にいさまを助けるにはそれしかないにゃ」

「……うーん、まあ、そうかもね」

　どこまでも真剣な親友ふたりの言葉に、千鶴もいちおう納得した。

　俺は必死に笑いをこらえ、ここぞとばかりに声を張りあげる。




「さあ麻ま耶やさん！　早く俺にぱふぱふしてくれ！」




「──ふ、ふざけないでくださいっ！」

　麻耶さんは真っ赤な顔で怒鳴った。

　当然の反応ではあるが……すでに状況は整っている。

「麻耶！」「お願い麻耶さん！」「麻耶さんやるにゃ！」

「ええっ!?」

　ロリたちに囲まれて、麻耶さんは盛大にうろたえた。

「ううっ、麻耶さん！　早くしてくれ……！」

　苦しむ演技をして、俺はプレッシャーをかけていく。

「麻耶！」「麻耶さん！」「麻耶さん！」

「うぅ……」

　ふはは、ロリたちに甘々のたわわメイドめ！

　ここまで懇願されて、拒否することなどできまい！

「……こうなったら、やるしかありませんね」

　麻耶さんは目にうっすらと涙をためて、なにかを決意したように息をついた。

　ゆっくりと俺に近づき、両腕を広げる。

　その仕草だけで、俺の心臓はドキドキと高鳴った。

　ついに、夢にまで見たあの巨乳に、ふれることができるのか。

　などと、間抜けにも感動していたそのとき。

「──め、メイドパンチ！」

「──っ!?」

　麻耶さんはこぶしを握り、俺の顔面に鋭い突きを放ってきた。

　かけ声はかわいかったけど、その速度はぜんぜんかわいくない。

　風圧で一瞬、前髪が浮いたぞ……。

　心臓が数秒前と違う意味でバクバクしている。

　寸前で止めてもらえなければ……俺はおそらく死んでいた。

　そして、ゲーム上では実際に死んでしまった……。

　実は俺の趣味により、メイドは最強クラスの職業に設定されている。

　サポートだけでなく、攻撃力も半端じゃないのだ。

　耐久性が低いヒモなんて、『メイドパンチ』でワンパンだった。

「「「「……………………」」」」

　まさかの事態に、俺とロリ三人は絶句するしかなかった。

「──す、すいません……思わずべつのスキルを使ってしまいました……」

　重たい空気にハッとして、麻ま耶やさんは慌てて頭を下げる。

　前まえ屈かがみになることで、おっぱいがたゆんと強調された。

　あの豊かなふくらみに、顔をうずめたいだけの人生だった……。

　でも、殺やられてしまったものは、もうどうしようもない。

　俺は「がふっ」と膝をついた。

「──先生っ！」「──ハルっ！」「──にいさまっ！」

　仰あお向むけに倒れる俺のもとに、三人がすがりついてくる。

「ごめんみんな……俺はここまでみたいだ……」

「そんなっ！」「うそでしょ！」「あきらめちゃダメにゃ！」

　俺はやわらかな笑みを浮かべた。

「……俺の代わりに麻耶さんを仲間にして……魔王を、倒してくれ……」

　がくり。

「──先生ぇぇぇぇっ！」「──ハルぅぅぅぅっ！」「──にいさまぁぁぁぁっ！」

　返事はもうできない。ただのしかばねとなった。

「……っ」

　片目を開けて麻耶さんを一いち瞥べつすると、たいへん気まずそうにおろおろしていた。

　まあ、自分のせいでロリたちを悲しませたら、そりゃあ胸が痛むよな。

　うーん、さすがにちょっとかわいそうだ。

　俺にも責任の一端はある。むしろ全面的に俺が悪いまである。

「というわけで、ここからは四人で冒険してくれ」

　けろっと身体を起こして、明るく言った。

　それでも藤とう花かは未練があるのか、

「……先生を生き返らせるのは無理なんですか？」

　と訊たずねてくる。

　まあ、たとえゲームでも仲間と死に別れたままってのもさみしいよな。

「魔王を倒せば、犠牲にあった人々を生き返らせることもできるよ」

　という設定をつけ加えた。

　藤とう花かたちの瞳に希望の火がともる。

「──わかりました！　魔王を倒して、ぜったいに先生を生き返らせてみせます！」

「そうね。ついでだし、助けてあげましょうか」

「みんなの力を合わせるにゃ！」

　麻ま耶やさんもおずおずと手をあげる。

「……その、私も尽じん力りよくさせていただきます」

「もちろんです。もうあんなミスしちゃダメですよ？」

　藤花は小さく笑い、『めっ』と注意した。

「まあ、あの場合は仕方ないと思うけどね。あたしでもつい殴っちゃうかも」

「にゃあ、千ち鶴づるはやりそうにゃ」

　千鶴のフォローに、紗さ奈なはくすりと笑った。

「……そう言っていただけると助かります」

　麻耶さんも安心したように微笑ほほえんだ。

　いい雰囲気でまとまったところで、藤花が音頭を取る。

「では、あらためて冒険に出ましょう！」

「その前に放置されてるレッドヴァンパイアを倒してな」

「あっ、そうでした！」

　俺という壁がなくなったことで、遠慮する必要はなくなった。

「──疾しつ風ぷう斬ぎりです！」

「──鳳ほう凰おう蹴りよ！」

「──ダークフレイムにゃ！」

「……め、メイドキック……」

　強力なスキルを次々とぶっ放していく。

　１ターンでレッドヴァンパイアのＨＰは０になった。







　それから四人は破は竹ちくの勢いで進撃する。

　個人の戦闘力だけでなくチームワークも抜群で、さらにサイコロの運も持っている。

　どれだけ手て強ごわい敵が出てきても、ほとんど苦戦することすらなかった。

　そしてついに、本拠地である魔王城までたどり着いた。

　最後の決戦に挑む前に、パワーアップイベントがある。

　上級職へのクラスチェンジおよび、最強の防具の入手だ。

　ここで俺はとっておきの衣装をクローゼットから持ってきた。

　それぞれの職業をモチーフにして作られた──ビキニアーマーである。

　夏コミで見て絶対ほしいと思った俺は、その日からネットでいろいろ探しまわり、けっきょく納得いくものが見つからず、ＳＭのボンデージを作った職人にお願いし、様々なタイプのビキニアーマーをオーダーメイドで注文しておいたのだ。

「おおー、先生が大好きなアレですね！」

「にゃあ、すごいクオリティにゃ！」

　藤とう花かと紗さ奈なは目をキラキラさせて喜んでくれた。

「……あんたってほんとクズよねー」

　千ち鶴づるは苦笑まじりに言うも、別段いやがっている様子はない。

「え、これを着ないとダメなんですか……？」

　戸惑っているのはやはり麻ま耶やさんである。

「これがないと、魔王の攻撃にはまず耐えられないね」

「だ、だとしても、私はこのままでいいです……」

　俺が親切に教えてあげると、麻耶さんは首を振って遠慮した。

　それに対して、藤花がすぐさま意見する。

「えっ、ダメですよ麻耶！　魔王を倒せなくてもいいんですか？」

「……さ、三人だけでも、なんとかなると思います」

「そんな保証はどこにもありません」

　藤花の言葉に、千鶴と紗奈もうなずく。

「そうよ。世界平和のために、すこしでも確率をあげておきましょう」

「にいさまの命もかかってるにゃ」

「紗奈の言うとおりです。麻耶、先生に仕えるメイドとして覚悟を決めてください」

「で、ですが、あまりにも恥ずかしくて……」

　顔を赤らめてもじもじする麻耶さんに、藤花が詰め寄る。

「羞恥心と先生の命、どっちが大切なんですか？」

「それは羞恥心です」

　──即答かよおい。せめてもうちょっと迷ってくれ。

「むぅー、麻耶のいけず……」

　藤花は不満げにくちびるをとがらせ、

「そこをなんとかお願いします！」

　と、手を合わせて頭を下げた。ひねりもなにもない、真まっ向こうからのおねだりだ。

「麻耶さん、あたしからもお願い。恥ずかしいのはわかるけど、水着みたいなものだと思えば、我慢できないこともないでしょ？」

「麻耶さん、ごしょうにゃ！」

　千鶴と紗奈からも手を合わせられ、麻耶さんはあきらめたように嘆息した。

「…………わかりました」

　──よし！

　心のなかで盛大にガッツポーズをして、俺はルンルンとみんなに衣装を手渡した。







　そんなこんなで。

　三人のロリっ娘こビキニアーマーと、ひとりのたわわビキニアーマーによって、魔王は倒された。完かん膚ぷ無きまでの圧勝だった。奇跡の力で生き返った俺は、その勇姿をしっかりとスケッチさせていただいた。めでたしめでたし。

「またみんなでやろうな」

　後片付けをしたあと、大満足で俺は言った。

「はい、ぜひ！」

「そうね。ほかの職業も試してみたいし」

「次は最高難易度でやるにゃっ」

「……楽しく遊ぶのはいいですが、できれば着替えはなしにしていただきたいです」

　テンション高めのロリたちとは裏腹に、悩ましげなため息をつく麻ま耶やさんだった。










　ボードゲームで遊んだ翌日。

　学校から帰ってきた制服姿のロリっ娘三人組と『今日はなにをしようかー』的な相談をする。

「わたしは先生におまかせします」

「あたしも基本、みんなにまかせるわ。あまりにもアレだったら反対するけど」

　と、控えめな藤とう花かと千ち鶴づる。

　しかし、俺も今日はネタがない。

　まかせられるのは構わないけど、さて、なにをしようか……？

　そう思案をはじめると、紗さ奈なが「にゃ」と手をあげた。

「コミケの漫画のことで、ちょっと提案があるにゃ」

　ロリたちが原作で、俺が作画の共同制作。

　時間に余裕があることもあってか、ロリたちのあいだでなかなか意見がまとまらず、いまだに内容は宙ぶらりんのままだった。

　でも、もう十月も中旬だし、そろそろ本格的に動き出したほうがいいかもしれない。

　進展を期待して、俺は紗さ奈なに訊たずねる。

「お、なに？」

「ジャンルは異世界ファンタジーがいいと思うにゃ」

「ふむ……理由は？」

「昨日の冒険が、とても面白かったからにゃ」

　なるほど、そういうことか。

　やや安直ではあるが……その気持ちに従うのは、創作として正しい。

　もとより楽しむことが目的だし、個人的にはいいと思った。

「いろいろ考えるとそれが一番かもしれませんね」

　と、藤とう花かも同意する。

「昨日の先生はクズでありながらも、とても素敵でした」

「えー、そうだっけ？」

　千ち鶴づるが眉をひそめる。

「さんざんセクハラした挙あげ句く、途中で死んだ記憶しかないんだけど」

「まあ、たしかに死んじゃったのは残念でしたが、それまでは活躍してましたよ」

「優秀なサポートだったにゃ……」

　藤花の言葉に紗奈はうんうんとうなずき、遠い目をして斜め上を見つめた。

　きっと空中に笑顔の俺が映っているのだろう。

　いや、最終的には生き返ったのだから、その扱いはちょっと違うでしょ……。

　でも、言っていることは間違ってない。

　実際『ヒモ』は優秀なサポート役であり、なにげにかなり活躍していた。

『メイド』のほうがより優秀だったので、その印象が薄れてしまうのも無理ないけど。

「まあ、現実のハルより役に立っていたのはたしかね」

　と、千鶴も納得する。

「そう考えると、たしかに異世界ファンタジーはありね。ハルという主人公をかっこよく活躍させるには、むしろそれくらいしかないかも」

　ひどい言われようだ。そしておおむね事実なので、返す言葉もない。

「そこにゃ」

　紗奈は得意げに語る。

「ぼくが見たい『異能を使うカッコイイにいさま』、藤花が見たい『予想外の言動で常識を打ち破るにいさま』、千鶴が見たい『きちんと働いて頼りになるにいさま』。昨日みたいなファンタジーなら、そのすべてを満たすことができるにゃ」

「おおー、さすが紗奈です！　それでいきましょう！」

「うん、あたしも賛成」

　見事に三人の意見が一致した。

　俺としても拒否する理由はない。

　べつに現代日本を舞台にしても、すべてを満たす主人公は作れると思うが……異世界のほうがよりシンプルに作れるだろう。

　舞台が現代だと多種多様な価値観がぶつかって、ゴールをどこに設定するかで三人の意見が割れてしまう。対して異世界なら『魔王を倒して世界の平和を守る！』的なイメージを共有することができる。

　むろん、魔王を倒すだけがファンタジーじゃないのは承知している。

　だからこれはあくまでイメージの話。

　俺もふくめて、みんなそこまで深い知識は持ってないからな。

　ファンタジーと言われて脳裏に浮かぶのは、やはりＲＰＧ的な世界観だ。

　異世界ならなにをやってもＯＫ、みたいなノリで便利に使わせてもらおう。

「ボードゲームで遊んで大正解だったな」

　俺が笑いながら言うと、

「はい！　インプットの大切さ、身をもって理解しました！」

「まったくそのとおりにゃ。クリエイターに遊びは不可欠にゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なは笑顔でうなずき、

「……まあ、一理あるのは認めてあげるわ」

　ちょっと悔しげにくちびるをとがらせる千ち鶴づるだった。







　というわけで。

　本日はこのまま漫画の内容について、みんなで話し合うことになる。

　といっても、大長編を作るわけではない。

　短編でやれることは限られている。

「見せたいシーンは多くても三つにしぼってくれ」

　過去に夕ゆ莉りちゃんから受けたアドバイスをもとに、俺はそう要請した。

　で、ロリたちはきちんとそれに応えてくれた。

　あらすじをざっと説明すると、こんな感じだ。




　そこは、すべての人が託たく宣せんにおいて職業を決められる世界……。

　最弱の職業『ヒモ』になってしまった主人公ハルは、周囲からバカにされてばかりで、どこのパーティーにも入れてもらえなかった。

　ハルの唯一の長所は、とても心根が優しいこと（現実よりも美化されている）。

　それを知った三人の女の子（もちろんモデルはロリたち）が、ハルを仲間に引き入れてくれる。

　それからハルは女の子たちの力になろうと決意し、ヒモとして努力を重ねていく。

　だけど、そもそもヒモ自体がどうしようもない職業なので、足を引っ張るだけの日々が続いた……。

　それでも、女の子たちはハルが一生懸命なことを知っている。

　役立たずのハルにあたたかい心で接し、励ました。

　そんなある日、暮らしている街に凶悪なモンスターが襲来する。

　腕利きの冒険者たちですら歯が立たず、絶体絶命のピンチ……。

　もはやこれまでか──というそのとき！

　ついにヒモの力が覚かく醒せいする！

　これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすがごとく大活躍で、モンスターを撃破！

　ハルは一躍英雄になり、大だい団だん円えんを迎える。




　序盤でダメな主人公を見せて、中盤で仲間との絆きずなを育み、終盤で能力が覚醒してカタルシスを得る。

　ベタといえばベタだけど、よくまとまっていると思った。

　しかも、このおおまかな流れを作るのにかかった時間は三十分だ。

　主に藤とう花かと紗さ奈ながアイデアを出して、千ち鶴づるがツッコミで軌道修正。

　実に見事なチームワークだった。さすがはハイスペックお嬢さまたちである。

　てか、確実に俺より構成力がありますね……。

　立つ瀬がないとはこのことだ。布団があったら眠りたい……。

　ひそかにダメージを受ける俺だったが、ロリたちの会議はまだまだ続く。

「にいさまが覚醒するとき、なにか特別なイベントがほしいにゃ」

「あー、そうですね。一番盛り上がるところですし」

「なにかカギになるアイテムを使うとか？」

　と、話は演出にまで及んでいた。

　しかし、さすがのロリたちでもこの課題はすんなりとは解決できないようで……。

　なかなかいいアイデアが出ず、ここで会議は停滞してしまう。

　一分近く誰も発言しなくなったところで、俺は提案した。

「いくら考えても浮かばないときは浮かばないし、ちょっと休憩しようぜ」

「あー、そうですね。そうしましょうか」

　藤花は苦笑して、小さく吐息をもらす。

「だったら、ちょっと糖分を補給したいにゃ」

「あ、あたしも。なんか甘いものが食べたいわ」

　紗さ奈なの言葉に、千ち鶴づるがすかさず反応する。

「じゃあ、散歩がてらケーキでも買いに行くか」

「はいっ」「ええっ」「にゃっ」

　三人とも喜んで賛成してくれた。







　そんなわけで。

　仕事中の麻ま耶やさんに一声かけて、外に出た。

　最寄りのケーキ屋は徒歩十分くらいのところにある。

　外の空気を吸うにはほどよい距離だ。足を動かすと脳も活性化されるって言うしな。

　車や自転車などに気をつけつつ、テキトーにだべりながら歩いた。

　ケーキ屋に到着。セレブ御ご用よう達たしの人気店だ。

　でも店構えはわりと素朴な感じで、値段もそこまで高くない（安くもないけど）。

「うーん、どれにしましょうか。全部おいしそうで目移りしちゃいます」

「わかるわ。ショートケーキはぜったいおいしいけど、チョコも捨てがたいし──あっ、いまの季節だとモンブランもいいわよね！」

「にゃあ、チーズケーキがぼくを誘惑してくる……」

　ガラスケースで美しく鎮座するケーキ類を、きらきらした瞳で見つめるロリたち。

　いかにも女子って感じで、たいへん微笑ほほえましかった。

「いっそ全種類買っちゃえば？」

　財力的には当然可能なわけで、冗談っぽく言ってみる。

　大人買いならぬ、お嬢買いだ。

「いえ、それだとカロリーオーバーです」

「そうよバカハル。すこしは考えてものを言ったら？」

「ほんとにいさまは、ちょいちょいデリカシーに欠けるにゃ」

　……思った以上に冷たくあしらわれてしまった。

　うーん、やはりしっかり女子である。

　俺は恐縮して「なんかすいません……」と謝った。

　そして、最終的に一種類ずつ選んでみんなでシェアするという『ケーキ同盟』が結ばれ（俺も強制的に参加させられた）、麻耶さんのぶんもふくめて五個のケーキを購入する。

　会計は千鶴がしてくれ（三人のうちジャンケンで勝った人がするルール）、箱はもちろん俺が持った。

「先生、ちゃんと水平を保つんですよ？」

「落としたりしたらぶっとばすからね」

「にいさまを信じてまかせるにゃ」

「……はい、がんばります」

　たかがケーキでそこまでプレッシャーかけんでも……。

　と思わなくもないが、言ったらまた非難されるのは目に見えている。

　両手でしっかりと抱え、細心の注意を払った。

　そんな帰り道。途中、高校生のカップルとすれ違う。

　男女ともにブレザーで、仲むつまじそうに手をつないでいた。決してジロジロ見たりはしなかったが、それでもなんとなくチラリと視線を向けてしまった。

　すると、藤とう花かが遠慮がちに話しかけてくる。

「……もしかして、学校を辞めたこと後悔したりしていますか？」

「え？　なんで？」

　まったく想定していなかった問いに、目を瞬またたかせる。

「その、わたしの勘違いかもしれませんが、うらやましそうな目をしていたので」

「あー」

　俺は苦笑をもらした。

「いや、後悔とかは欠片かけらもないよ。いまのほうが二億倍楽しいし」

「そうですか。ならよかったです」

　ほっとした様子で、藤花は口元をゆるめた。

「でも、そうだね。制服デートっていうの？　ああいういかにも青春っぽい、甘酸っぱいレンアイには、正直ちょっとあこがれるかな」

　べつに深い意味はなく、ひとつのシチュエーションとしてそう思う。

　隣の家に美人のお姉さんが引っ越してくるとか、家庭教師が美人のお姉さんとか、美人のお姉さんとエレベーターに閉じこめられるとか、誰でも一度は考えたことがあるような、そういう他た愛あいもない願望だ。

「制服ならぼくたちがいるにゃ」

　紗さ奈なが俺の左腕に、自身の細い腕を絡めてきた。

「そうですよ」

　藤花もくすりとして、俺の右腕を抱くように腕を絡める。

　……おかげで若干ケーキが持ちにくくなったが、ふたりの体温に癒いやされた。

「先生が通っていた学校の制服、まだ捨ててなかったですよね？」

「まあ、いちおうね」

　もう袖を通すことはないだろうなーと思いつつも、なにかの資料に使えるかもしれないし、念のため残しておいた。

「ですから、先生がしたいならいつでもおっしゃってください。喜んでお付き合いさせていただきます。漫画に活いかせるかもしれませんしね」

「ん、そうだな」

　こういうのは現役であることに意味があると思うのだが（だっていまの俺が制服を着てもそれはもはやコスプレだ）、厚意をむげにするのもなんだし、笑顔で答えておいた。

「ありがとう。そのときはよろしく頼むよ」

「はいっ」「にゃあっ」

　やわらかな笑みを浮かべ、藤とう花かと紗さ奈なは元気よく返事をしてくれた。

　そこで突然、千ち鶴づるが声をあげる。

「──いいこと思いついたわ！」

「……いいこと？」

　俺はオウム返しに訊たずねた。千鶴が得意げに言う。

「ええ。あたしたちの漫画だけど、恋愛要素を入れてみない？」

「──なるほど。それはいいかもしれません」

「たしかにロマンスがあれば、クライマックスも盛り上がるにゃ」

　藤花と紗奈は賛同した。

　俺も悪くはないと思う。

　いや、むしろ入れない理由がないくらいだ。

　メインキャラのモデルが俺たちなのでその発想に至らなかったけど、恋愛はエンタメの基本である。よほどストイックな作風でなければ、入れておいて損はないだろう。

　……いや、でも、そうは言っても、やはりモデルは俺たちである。

　口で言うのは簡単だけど、青年とロリを恋愛させるのはなにげに難しい気がする。

　やり方次第ではあるが、下へ手たすると画え的てきにまずいことにもなりかねないし……。

　まあでも、この段階で否定的な意見を言ってもしょうがない。

　とりあえず三人の好きなように考えてもらうのがいいだろう。

　と、俺はのんきに思っていた。







　…………結論から言うと、めちゃくちゃ揉もめた。

　麻ま耶やさんにおっぱいを揉ませてもらえたとかいうハッピー展開ではもちろんなく。

「──やっぱりわたしが一番だと思います！」

「──いいえ、あたしよ！」

「──ぜったいぼくにゃ！」

　三人の意見がこれでもかと衝突することになってしまった……。

　途中まではよかったのだ。

　帰宅して、手洗いうがいをして、麻ま耶やさんに差し入れをして、俺の部屋に戻って、みんなでケーキを分け合いながら和わ気き藹あい々あいと恋愛要素について話し合った。

　課題であったハルの覚かく醒せいイベントをどうするか。

　これもスムーズに決まった。

　キスである。

　ヒロインとキスをしてヒモの契約を交わすことで、ハルは真の力に目覚めるのだ。

　ベタにベタを重ねたベタキングといってもいい流れだが、よく言えば王道である。

　盛り上がりを作るという目的は十二分に果たせるだろう。

　……しかし、ケーキを完食したあと。

　俺がなにげなくした質問をきっかけに、なごやかな空気が一変する。

「ちなみに、キスの相手はどうするんだ？」

「それはもちろん──」




「わたしです」「……まあ、あたしが妥当ね」「ぼくにゃ」




「「「──え？」」」

　三人の声がぴったり重なり、

「「「…………」」」

　なんとも言えない沈黙が横たわった。

　探り合いをするように視線をぶつけ合う。

　口火を切ったのは藤とう花かだった。

「えーと、すいません。この物語の主人公は先生──ハルですよね？」

「そうね」「にゃ」

「であれば当然、メインヒロインはわたし──トウカになるんじゃないですか？」

「え？　なんでそうなるの？」

「ちょっとなに言ってるかわかんないにゃ」

　千ち鶴づると紗さ奈なは首をかしげた。

「だってキスをするんですよ？　つまり、ふたりは両想おもいってことじゃないですか」

「そうね」「にゃ」

「だからメインヒロインにもっとも相応ふさわしいのは──」




「わたしに決まってるじゃないですか」「遺い憾かんながらあたしね」「ぼくになるにゃ」




「「「………………………………」」」

　ふたたびおもーい沈黙。

　たいへん怪しい雲行きに、俺もなんて言っていいかわからなかった。

「あのですね。ふたりには悪いとは思いますが、先生が一番好きなのはわたしですよ？」

「は？　ハルが一番好きなのはあたしでしょ」

「ちがうにゃ。にいさまの一番はぼくにゃ」




「「「………………………………」」」




　みたびの沈黙。

　ゴゴゴゴゴ……という描き文字が見えてきそうな雰囲気だ。

　藤とう花かが言う。

「ふたりはなにを根拠に、自分が一番だと言ってるんですか？」

「そんなの、普段のハルの態度を見れば自明でしょ？」

　答えたのは千ち鶴づるだ。

　照れたように顔を赤らめ──けれどどこか得意げに──爆弾発言をする。

「だってあたし、すでにハルとキスしたことあるし」












「「──ええっ!?」」

　これにはさすがのふたりも驚きよう愕がくの声をあげた。

　そして勢いよく俺に詰め寄る。

「本当ですか先生!?」「にいさまっ！」

「え……あー、そういや、ほっぺにしてもらったことはあるな」

　プリクラを一緒に撮ったときのことを思い出して、頭をかきながら答えた。

「なんだ、ほっぺですか」

「それならたいしたことないにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なは露骨にほっとして息をついた。

　千ち鶴づるはむっとする。

「なによ、キスはキスでしょ？」

「まあ、そうですね。うらやましくないと言えば、うそになります」

　藤花は肯定しつつも、余裕を持って返した。

「ですがほっぺであれば、間違いなくわたしのほうが上ですね」

「……藤花はなにをしたにゃ？」

　紗奈に問われて、今度は藤花が爆弾を落っことす。

「将来、ラブホテルに行く約束をしました」

「「──ええっ!?」」

「さらに、先生に勝負パンツを選んでいただいたこともあります」

「はあ!?　ちょっとハル！　どういうこと!?」

「にいさま！　説明するにゃ！」

　千鶴と紗奈ににらまれ、俺はたじろぎながら弁解する。

「あー、どっちも大おお阪さか旅行のときな。ラブホテルのほうはホテルを決めるときになんか話の流れでそうなって、パンツは単純に着替えが必要だったからな」

「つまり、ハルにとってはそれほどたいしたことじゃなかったってことね」

　千鶴は満足げに笑った。

　藤花が不満そうにくちびるをとがらせる。

「そんなことありません。先生はとても真剣でした」

「どっちにしても、ぼくに比べたらたいしたことないにゃ」

　紗奈がわざとらしく肩をすくめた。

「……紗奈はなにをしたんですか？」

　藤花の問いを受けて、紗奈は誇らしげに爆撃した。

「処女を捧げたにゃ」

「──ええっ!?」

　顔を真っ赤にして驚いたのは千ち鶴づるだ。

「……処女ってなんですか？」

　と、藤とう花かはきょとんとしている。

「あたしも詳しくは知らないけど、女の子にとってすっごく大事なものよ。たしかふつうは初夜って言って、結婚した相手とはじめて過ごす夜にあげるものだったような……」

「──け、結婚ですか……？」

　藤花がごくりと息をのむ。

　新婚初夜であげるとか、なんとも古風な価値観だな。個人的にはいいと思うけど。

　それより紗さ奈なの発言には語ご弊へいがありすぎる。

「捧げてもらったのは、処女じゃなくて処女作だからな。ラノベのことだよ」

「なんだ、そういうことね……」

「まったく、まぎらわしい言い方しないでください」

　俺の訂正を聞いて、千鶴と藤花はため息をついた。

　いや、まぎらわしいのは藤花ちゃんもだからね？

「でも、あの作品はにいさまが挿さし絵えをつけてくれたから、実質ぼくらの子どもみたいなものにゃ。精神的にはとっくに夫婦にゃ」

　紗奈は胸を張って主張した。

　まあ、一理あるかもしれない。

　よくたとえられるけど、自分の作品は子どものように愛いとおしい。

　夫婦という表現はさすがに大げさだが、精神的に深いつながりがあるのはたしかだ。

「それを言ったら、いま作っている漫画もそうじゃないですか」

「そうよ。べつに紗奈だけ特別なわけじゃないわ」

「負け惜しみはやめるにゃ。にいさまのはじめてはぼくだけのものにゃ」

「………………」「………………」「………………」

　数秒無言でにらみ合い、

「──やっぱりわたしが一番だと思います！」

「──いいえ、あたしよ！」

「──ぜったいぼくにゃ！」

　三人は激しく言い争った。

　チームで創作していればぶつかることも珍しくないけど……。

　これはまた、そういうのとはちょっと違うよなぁ……。

　いったいどう仲裁すればいいのか……。

「こうなったら先生に選んでいただきましょう！」

「そうね！　あたしたちで議論しても埒らちがあかないわ！」

「望むところにゃ！」

　頭を悩ませていると、三人がキッとこちらに熱いまなざしを注いできた。

「先生は誰のことが一番好きですか？」

「あたしよね？」

「ぼくにゃ？」

「……いや、えーと、その……」

　俺は頭をかいて、逆に訊たずねる。

「……そもそも、三人は本当に俺のこと好きなの？」

「当たり前です！　いまさらなに言ってるんですか！」

「そうよバカ！　じゃなきゃあんなスキンシップを許すわけないでしょ！」

「またにいさまのデリカシー案件にゃ!?　常識で考えるにゃ！」

　えぇ……なんかすっごい怒られてる……。

　ヒモに常識を求められてもなー。

「いや、でも、慕っているのはヒモとしての俺であって、異性とか恋愛とかそういうのとはちょっと違うんじゃない？」

「ちがくないです！」

　藤とう花かは頰ほおを染め、想おもいを口にする。

「わたしはずっと先生のおそばにいたいと思っています！　これが愛でなくて、なにが愛だと言うんですか！」

　千ち鶴づるも真っ赤な顔で続く。

「あ、あたしだってそうよ！　たしかにハルはどうしようもないクズだけど、いいところもいっぱいあるわ！　だからあたしが矯正して、立派な男に育てるって決めてるの！」

　紗さ奈なも赤い顔で叫ぶ。

「にいさまはぼくのヒーローにゃ！　ぼくはもうにいさまがいないと生きていけない身体にゃ！　セキニンとって！」

　…………。

　三人の気持ちが痛いほど伝わってきて、胸の奥が熱くなった。

　とても嬉うれしい。とてもとても光栄だ。

　でも、やっぱりそれは、恋愛感情より家族愛に近いものだと思うな……。

　あと、女子って往々にして年上の男にあこがれるものらしいし、それと混同している可能性は大いにある。三人ともいちおう、俺の漫画（絵）のファンでもあるし。

　とはいえ……。

　子どもが抱いだく淡いあこがれを、ただの勘違いと片づけるのもなんだか違う気がする。

　……てか、根本的に俺自身が、恋とはどういうものなのかよくわかってない。

『恋』と『愛』の違いってなんだ？

　漢字のつくりから恋は『下心』、愛は『真心』なんて言ったりもするけど、そんな単純なものでもないだろう。

　いや、そういった定義みたいなことはべつにどうでもいいか。

　とにかくいま重要なのは、三人のために俺がすべきことはなにか、ということだ。

　最優先事項は、三人の笑顔である。

　非常に難しい問題だけど、その点だけは揺らいじゃいけない。

「まず、大前提として言わせてもらう」

　明確な答えが浮かばないまま、おもむろに口を開いた。

「俺は三人のことが大好きだ。なによりも大事に思っているし、心から愛している」

「……あ、ありがとうございます」

「……い、言われなくても、知ってるけどね」

「……にゃあ」

　ロリたちはかあっと頰ほおを染めて、恥ずかしそうにもじもじした。

「だから三人の気持ちはとても嬉うれしい。でも、だからこそ、こう答えなくちゃいけない」

　断腸の思いで告げる。




「俺には、誰も選べない」




「「「…………」」」

　三人は固唾かたずをのんで、俺を見つめた。俺は誠意をもって伝える。

「単純に順位をつけることができないってのもあるけど……それ以前に、選んじゃいけないって思う」

「……選んじゃいけない、ですか？」

　戸惑う藤とう花かに、「ああ」とうなずく。

「だって俺はヒモなんだぜ？　俺みたいなクズ、三人には相応ふさわしくないだろ」

「なにそれ、バカじゃないの」

　千ち鶴づるが憤慨したように言う。

「あたしたちはハルが好きで、ハルはあたしたちが好き。それだけでもう充分でしょ。ほかに必要な条件なんてないわ」

「そうにゃ。愛の前では、年の差も職業も関係ないにゃ」

　紗さ奈なも力強くうなずいた。

　そう言ってくれるのはありがたいけど……やはりこれは難しい問題だ。

　言葉に詰まる俺に、藤花が言う。

「というか先生。ひとつ訊きいてもいいですか？」

「え、なに？」

「わたしたちが将来、ほかの誰かのお嫁さんになってもいいんですか？」

「──っ!?」

　とてつもない衝撃を受け、俺は息をのんだ。

　……そうか。たしかにそうだよな。

　ロリたちはいつまでもロリじゃない。

　それはわかってるつもりだった。

　でも、本当はぜんぜんわかってなかった。

　その意味を深く考えてこなかった。

　もっと言うと、考えたくなかったのだろう。

　俺のもとを離れて、どこぞの馬の骨に嫁とついでいく藤とう花かたち……。

　──バージンロードを一緒に歩き、馬の骨に託して、ふたりの背中を見守る俺。

　そのポジションは本来父親のものだけど、思わずそんなイメージが脳裏をよぎった。

　……そんなの、絶対にいやだ。

　彼女たちの幸せを一番に願いたいはずなのに、願わなくてはいけないのに……。

　誰にも彼女たちを渡したくなかった。

　張り裂けないのが不思議なくらい、激しく胸が痛む。

　世界の残酷さに深い絶望を覚える。

　全身に力が入らなくなる。

　気がつくと、涙がこぼれていた。

「──先生!?」「──ハル!?」「──にいさま!?」

　三人は驚き、慌てて俺に寄り添う。

「ちょ、どうしたのよ？　なんでいきなり泣きだすわけ？」

「……うぅ、ごめん……お嫁に行く三人を想像したら、つらすぎて……」

「あぅ……こちらこそすいません。悲しませるつもりはなかったんです」

「にいさま、泣かないで……」

「もう、ほんとあんたはバカね……」

　藤花が頭、千ち鶴づるが背中、紗さ奈ながおなかを担当し、ガチ泣きする俺をよしよししてくれた。

　その優しさがまた、心にしみた。

　涙が止まらなかった。

　しかし、三人を心配させるのは本意ではない。

「……ごめんみんな。じっくり考えたいから、今日のところはひとりにしてほしい」

　できるだけ明るく言おうと思ったが、その声はどうしようもなくふるえていた。

「……承知しました。わたしたちのことは気にせず、ゆっくり休んでください」

「そうね。でも、悩みすぎるのはダメだからね。前向きに考えなさい」

「ぼくたちはにいさまの味方にゃ」

　三人はそう言い残して、静かに部屋を出ていく。

　残ったのはどうしようもないヒモと、あまりに大きすぎる課題だった。










　翌日。ロリたちがまだ学校にいる、午後一時過ぎ。

　都内某所、高級中国料理店の個室。

　俺、麻ま耶やさん、夕ゆ莉りちゃんの三人で円卓を囲んでいた。

　俺がランチに誘ったのだ。

　麻耶さんはパンツスーツで、夕莉ちゃんはブラウスにタイトスカートである。

「で、大事な話ってなんだ？」

　注文を終え、店員さんが下がったところで、夕莉ちゃんが振ってくる。

「将来について、ふたりに相談したいんです」

「はあ？　なにかと思えばそんなことかよ」

　露骨に顔をしかめられた。

「漫画のことなら担当として相談に乗ってやらなくもないが、おまえの将来なんて知ったこっちゃねーよ」

「……そう言わず、話くらいは聞いてくださいよ」

「やだよ。なんで私がそんなことしなきゃいけないんだ？」

「俺が世界一信頼している大人だからです」

「…………」

　夕ゆ莉りちゃんはがしがしと頭をかいて、これ見よがしに舌打ちをした。

「……ちっ、わかったよ。飯を食い終わるまでなら、付き合ってやる」

　口は悪いけど、なんだかんだ優しいのだ、このメガネ美人さんは。

「ありがとうございます」

　俺は顔をほころばせて頭を下げた。

「それで、自由気ままでやりたい放題のあなたが、いったいなにに悩んでるんですか？」

　無駄に毒を挟みつつ、あらためて麻ま耶やさんが訊たずねてくる。

「だからまあ、将来についてだよ」

　どこから説明していいかわからず、漠然とした答えを返してしまう。

「地獄に落ちたときの対処法ですか？」

「そこまでさきではないな」

「生きるべきか死ぬべきかなら、とりあえず死ぬべきなんじゃないか？」

　……専属メイドと担当編集者にあるまじき発言ですね。

　もっと主人と作家を大切にして！

「ふたりとも、そんなに俺のことが好きなんですか？」

　思わず苦笑まじりに軽口を叩たたく。

「「は？」」

「…………すいません」

　同時にめっちゃにらまれて、すごすご謝罪する俺だった。

　基本年上好きの俺だけど、ロリたちの甘さが恋しくなる……。

「いいからさっさと説明しろ。端的に、わかりやすくな」

「……はい」

　やってきた料理を食べながら、俺は昨日の出来事を──漫画のあらすじもふくめて──かいつまんで話した。

「──とまあそんなわけで、クズな俺が三人と結ばれるわけにはいかないんですけど、かといって三人がほかへお嫁に行くのもちょっと無理じゃないですか？　だから、どうしたらいいのかなって……」

　切なさに胸を痛め、語尾は無意識のうちに小さくなった。

「なるほど。だいたいわかった」

「……どう思います？」

「そうだな……」

　夕莉ちゃんは数秒思案して、淡々と告げる。

「やっぱり、おまえがくたばればいいと思う」

「ひどい！」

　きちんと話を聞いた上でも同じ結論かよ。

「いや、ひどいのはどう考えてもおまえのほうだろ」

　目を細め、うんざりとした口調で夕ゆ莉りちゃんは言う。

「……まあ、そうなんですけど、できれば俺がくたばらない方向でお願いします」

「つーかぶっちゃけ、将来とか言い出すならさ、おまえは藤とう花かちゃんたちに捨てられることを心配したほうがいいんじゃないか？」

「──それはぶっちゃけすぎでしょう!?」

　すげえ生々しい、ある意味最悪のバッドエンドだ！

「私の予想では早くて一年、持って三年ってところだな。ははは、中卒でなんの資格もなく路頭に迷うとか、大変だなおまえ」

「ぜんぜん笑えないんですけど!?」

　そんな未来、想像もしたくない！

「しょうがない。そのときは出版社のバイトを紹介してやろう」

「捨てられる前提で話を進めないでください！　あと、せめて漫画の仕事をください！」

「アホか。漫画家は仕事をもらうもんじゃねえ。自分でつかみとるものだ」

「ぐっ……！」

　正論すぎてなんも言えねえ！

「てか、藤花たちは優しいのでそんなことしません！」

「まあ、たしかに無責任に放り出すことはないか。同意の上とはいえ、おまえの人生を変えちゃってるわけだし」

「そうです！」

「となると、手切れ金を渡してサヨナラが妥当なとこだな」

「いや、そこのリアリティいらないですしもうほんと勘弁してください……」

　たとえ経済的には大丈夫でも、そうなったら生きていける自信はない……。

「……麻ま耶やさんはどう思う？」

　夕莉ちゃんが辛しん辣らつすぎるので、たわわメイドに救いを求める。

「私も中なか野のさんとおおむね同意見ですね。あなたがくたばるのが最善です」

「えぇ……」

　容赦ないにもほどがあるでしょ……。

　涙目になり、がっくりと肩を落とした。

「……本気で落ちこまないでください。軽い冗談です」

　麻耶さんはわずかに頰ほおを染めて、照れくさそうに訂正した。

「あなたはクズ中のクズですが、それでも評価すべきところはあります。今後もヒモとして三人を笑顔にする努力を惜しまないのであれば、捨てられることはないでしょう」

　……やばい。俺のメイドがとてもかわいい。

　冗談としては軽いどころかインドゾウくらい重くて深く傷ついたので、慰謝料をおっぱいでお支払いしていただきたかったが、その言葉には意外なほどあたたかみがあって、なんかもうすべてを許した。おっぱいと優しさはよく似ている。しみじみとそう思った。

「園その原はらさんは優しいなー」

　夕ゆ莉りちゃんがにやにや笑う。

「ちなみに私は冗談じゃなくて、ガチでくたばればいいと思っている」

　まったくひどい言い草だが、俺にはたわわな味方がついている。

　もはやちょっとくらいの毒舌では、俺のメンタルは揺らがない。

「やれやれ。胸が貧しい人は、心まで貧しくなっちゃうんですね」

　貧乳キャラを煽あおる際によく出てくる（？）言い回しを真ま似ねさせてもらった。

「……ほう、そういうおまえはいい度胸だな？　そんなに積極的にくたばりたいか」

「──すいません！　なんでもありません！　許してください！」

　夕莉ちゃん史上最さい恐きようの目つきを向けられ、俺は秒で土下座した。

　いやまじで。椅子からおりて、本気で床に額をつけたからね。

「……ふん、二度目はないからな」

　必死の謝罪が功を奏し、なんとか生存することを許された。

「……あなたの最大の欠点は、そういうところですよ」

　椅子に座り直すと、麻ま耶やさんが半眼で警告してくる。

「いまでもかなりギリギリですが、これ以上度を越したセクハラをするなら、特にそういったことで三人を傷つけたりしたら、路頭ではなく冥めい界かいを迷わせてあげます」

　ぞっとするほど冷たい声音だった。

　ああこれ本気のやつですね……と、本能で理解する。

　てか、なんでこのふたりはこんな簡単に殺意を出せるの？　バトル漫画のキャラなの？

「……き、気をつけます……」

　ガクガクふるえながらうなずくしかなかった。

「で、あなたがどうすべきかですが……」

　麻耶さんが話を戻す。

「特になにもしなくていいでしょう。『三人とも大好きだから選べない』の一点張りでいいと思います」

「……え、それでいいの？」

「はい。むしろこの場合、なにもするべきじゃないです」

「……やっぱ最悪なのは誰かひとりを選んで、三人の友情にヒビを入れることか」

　三人のつながりは決してお金で買えない、かけがえのないものだ。

　ヒモの何倍も尊く、大事なものである。俺はそれを守らなくてはいけない。

　と、思ったのだが、

「いえ、それは違います」

　麻ま耶やさんはあっさり否定した。

「たしかに三人の友情を壊すことは許されませんが、私が言っているのはそういうことではありません。もっと身もふたもない問題ですね」

「……と、言いますと？」

「もしあなたが三人と恋人以上の関係になったりしたら、ほぼ確実に始末されます」

「……それもメイドジョーク？」

「本気です」

　麻耶さんは真顔で告げた。

「そうなれば三人の家のご両親、特にお父さまのお怒りを買うことになります。さすがに命までとられることはないでしょうが、この国で暮らすことは難しくなるでしょう」

「……俺の生活って、実はかなり危ういところで成り立ってるの？」

「いまさら気づいたんですか？」

　麻耶さんはあきれたように嘆息する。

「あなたは三人にとってはペットみたいなもので、精神的にプラスになっている。そしてもちろん、絶対に不ふ埒らちな真ま似ねはしない──ということになっているから、ぎりぎり見逃されているんですよ」

　……そうだったのか。

　まあ、冷静に考えるとそれも当然である。いくら経済的に問題がないとはいえ、娘の近くにクズな男を置いて、愉快に思う親はいないよな……。

　そこでふと思う。

「もしかして、麻耶さんが説得してくれたりしてる？」

「……そこまでたいそうなことはしていません」

　麻耶さんは照れくさそうに横を向いた。

「まあ、私が監視してるなら安心できる、とは思っていただけているようですが」

　つまりやっぱり麻耶さんのおかげだ。

　口ではなんでもないように言っているけど、きっと俺の知らないところであれこれ尽じん力りよくしてくれているのだろう。

　それが、べつに俺のためではないのはわかっている。

　あくまで藤とう花かたちのためだ。

　それでもとても嬉うれしかったし、胸が熱くなった。

「麻ま耶やさん、抱きしめていい？」

「──い、いいわけないでしょう!?　そんなことしたら私が直じき々じきに始末します！」

　感極まって言ったら、真っ赤な顔で怒鳴られた。

　でも、さっきのような殺気はない（ダジャレのつもりはない）。

　俺は頰ほおがゆるむのを止められなかった。

「……なあクズ作家」

　夕ゆ莉りちゃんがジト目で口を挟んでくる。

　この呼び方で答えるのもどうなんだと思わなくもないが、反射的に返事をする。

「なんですか？」

「殴っていい？」

「──いいわけないでしょう！　なんでいきなりそうなるんですか！」

「園その原はらさんみたいな美人と、おまえごときがイチャイチャしてるのが気に入らん」

「なるほど。嫉妬ですね」

「ちげーよ！　殺すぞ！」

「──というか、イチャイチャなんてしていませんっ！」

　夕莉ちゃんがこぶしを掲げて、麻耶さんがバンッとテーブルを叩たたく。

「……い、いったん落ち着きましょう！」

　無駄にボルテージがあがってしまったので、三人ともウーロン茶を飲んだ。

　喉のどと空気に潤いを与えよう。殺さつ伐ばつとするのは胃によくない。

「……とにかく、あなたはヒモなんです。それ以上でもそれ以下でもありません」

　麻耶さんがまとめにかかる。

「いまだけでなくこれからさきもずっと、三人と男女の関係になろうだなんておこがましいことは考えないことです。そういう意味では『自分みたいなゴミクズは三人には相応ふさわしくない』というあなたの判断は正しいです」

　なんとも消極的な結論だけど、麻耶さんが言うのならおおよそ正しいのだろう。

「でも、将来三人がお嫁に行くってなったときはどうすれば……？」

「そのときは潔いさぎよく祝福してください」

「…………」

　三人の幸せのために身を引く。

　そう言えば聞こえはいいけれど……本当にそれでいいのだろうか？

　そもそも俺にできるのか？　そこまで大人になれるのか？

　まったく自信はなかった。

「……そういや、担当としてひとつだけアドバイスをしてやる」

　押し黙る俺に、夕ゆ莉りちゃんが口を開く。

「担当として？」

「そうだ。おまえの人生はどうでもいいが、おまえの漫画はどうでもよくない。しかも今回は藤とう花かちゃんたちの原作で、なかなか期待が持てそうだからな」

　原作が俺より小学生のほうが期待できるというのも複雑だけど、夕莉ちゃんは優秀な編集者だ。ありがたく拝はい聴ちようしよう。

「主人公を格好よく描け」

　と、夕莉ちゃんは言った。

　俺は反応に困る。そんなの当たり前じゃないかと思ってしまった。

「言い換えると、どのヒロインを選ぶべきかなんてことは、あまり重要じゃない」

　これについては同意しかねた。

　個人的には、主人公よりもヒロインを大事にしたい。

「……そうなんですか？」

「そうだよ」

　ピンときていない俺に、夕莉ちゃんは語る。

「現実ではわからんが、すくなくとも漫画ではそうするべきだ。……まあ、細かいことを言えばジャンルにもよるし、絶対にそうしなきゃいけないってこともないけどな」

　まあ、それはそうだろう。

　創作に絶対なんてものはない。なにをやっても面白ければ正義だ。

　その上で夕莉ちゃんは言う。

「でも、想定読者は藤花ちゃんたちなわけだろ？　だったら間違いないと思うよ」




　──先生というヒーローが活躍する漫画を、わたしは読んでみたいです。




　ふと、そんな言葉が脳裏をよぎる。

　最初にみんなで話し合ったとき、藤花はたしかにそう言った。

　千ち鶴づると紗さ奈なもそれを望んだ。




　──もっとクズになってくださっても、いいんですよ？




　続けざまに、この言葉が脳裏をよぎった。

　たしか大おお阪さか旅行で藤花に言われたのだ。

　……ああ、そうか。

　突然の告白に動揺して、俺はあのときと同じ失敗をしかけていたのか。

　夕ゆ莉りちゃんと麻ま耶やさん。このふたりが正しいことを確信する。

　このふたりに相談して本当によかった。

「──ありがとうございます。おかげで迷いが晴れました」

　深々と頭を下げ、心からお礼を言う。

　答えを得た。自分がすべきことを理解した。

　俺は彼女たちの恋人じゃない。許嫁いいなずけじゃない。夫じゃない。

　兄でもない、ご主人さまでもない。

　ヒモなんだ。それ以上でも以下でもない。

　そして、だからこそできる選択がある。

　あとはそれを形にするだけだ。







　食事を終えて、中国料理店から帰宅する。

　俺は自室に引きこもり、さっそく漫画を描きはじめた。

　一秒でも早く、あの三人の気持ちに応えたい。

　最高の原稿を読んでもらいたい。

　そのために一心不乱にペンを走らせる。












　心を熱くたぎらせて、創作のエンジンをまわしていく。

　もっと速く！　もっとうまく！　もっともっと面白く！

　──俺が持ってるすべてを使って！

　それでもまだまだ足りないと思い、俺は自らを追いこむことにする。

　完成するまで誰とも接触しないと決めた。

　いわゆる『ロリ断ち』と『おっぱい断ち』だ。

　藤とう花かや千ち鶴づるや紗さ奈なと会ったら、遊びたくなってしまう。

　麻ま耶やさんや夕ゆ莉りちゃんと会ったら、セクハラしたくなってしまう。

　でも、いまは漫画だけに集中したい。しなければならない、と思う。

　むろん精神的にはかなりつらいだろう。

　なにしろ俺の生活に必要な五大要素──『衣』『食』『住』『ロリ』『おっぱい』。

　このうちのふたつを我慢するなんて、半ば自殺行為である。

　だけどここでがんばらないで、いつがんばるというのだ？

　魂を削って、原稿に向かおう！

　ヒモとしての覚悟を示すために！




　俺が三十二ページの漫画を描きあげたのは、それから一週間後のことだった。










　十月下旬の夕方。二階のリビング。

　四人が二組のソファに腰かけ、ローテーブルを囲んでいる。

　俺から見て右手側が藤花と麻耶さん、左手側が千鶴と紗奈だ。

　俺はあえて立ったままでいることにした。

　緊張していて、腰を落ち着ける気分になれなかったのだ。

　ロリたちは秋らしい私服姿で、麻耶さんはいつもどおりメイド服。

　俺はおろしたてのスウェットを着ている。

　ついさきほど三日ぶりにシャワーを浴びてさっぱりしていた。

　今日の趣しゆ旨しは『原稿のお披ひ露ろ目め会』である。

　みんな同時に読んでもらいたかったので、こうして集まってもらった。

　本当は夕莉ちゃんにも参加してほしかったが、スケジュール的に無理だった。

　まあ、べつに急ぐ必要もない。今度ゆっくり見てもらおう。

「えーと、まあ、そんなわけで……おかげさまで、原稿、完成しました」

　と、切り出す。

　やはり緊張しているらしい。自分で思っている以上にたどたどしくなってしまった。

「おつかれさまです」

「ほんと、ハルにしてはすごくがんばったみたいね」

「にいさまはやるときはやる男にゃ」

「……いつかのように、体調を崩さなくてよかったです」

　藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈な、麻ま耶やさんが笑みを浮かべて労ねぎらってくれる。

　でも、どことなく硬さがあるのは、俺の緊張が伝わっているからだろうか。

「まあ、とりあえず、読んでみてください。感想はあとでまとめて聞かせてもらうから」

　そう言って、コピーした原稿の束を各自に配る。

　みんな丁寧に受け取ってくれ、まず扉絵をまじまじと見つめた。

　俺（ヒモ）、藤花（剣士）、千鶴（格闘家）、紗奈（魔法使い）、麻耶さん（メイド）、夕ゆ莉りちゃん（ギルドの受付嬢）をモデルにしたキャラが仲よさそうに並んでいる。

　硬かったみんなの表情が目に見えてほころんだ。まずまずの感触だ。

　そしてゆっくりとページをめくり、本編に入っていく。

　どきどきしながらその様子を見守った。

　にこにこと笑っていたり、うーんと眉をひそめたり、真顔になったり……。

　シーンが変わるたびに、それぞれリアクションしてくれる。

　物語に入りこんでいるのがよくわかり、とてもとても嬉うれしかった。




　最初に読み終えたのは麻耶さんだ。

　静かに原稿をテーブルに置く。困ったように苦笑しており、ほんのり赤面していた。

　チラリとこちらに視線を向ける。目が合うと、慌てて顔を背けた。

　よかったのか悪かったのか、よくわからない反応だ。

　まあ、きっとよいとは思ってないだろう。

　麻耶さんにはキレられても仕方ない内容だしな……。




　次に読み終えたのは紗奈だ。

　原稿を置いて、何度もうなずいていた。

　そしてなぜか、どや顔をこちらに向けてくる。

　気持ちが昂たかぶっているのか、頰ほおは桃色になっていた。

　実際どう思っているかはわからないけど、たぶんよかったということだろう。

　すこしだけ胸をなでおろした。




　千鶴は、紗奈のすぐあとに原稿を置いた。

　深々とため息をつく。頰ほおは真っ赤に染まっていた。

　こちらにジト目を向ける。どこか責めるような目つきだ。

　でも、目が合うと照れたようにうつむいた。

　麻ま耶やさんに近い反応だが、やはりどう思ったかは不明である。

　感想を聞くのが楽しみだ。怖くもあるけど。




　ほかの人よりだいぶ遅れて、最後は藤とう花か。

　最終ページのあと、もう一度扉絵をじっくりと見つめる。

　満足そうな、実にいい笑顔だった。

　吐息をもらし、こちらに顔を向ける。

　感激しているのか、瞳はわずかに潤んでいた。

　俺の心臓が高鳴る。喜んでくれたと思っていいだろうか……？




「……で？」

　千ち鶴づるがおむもろに口を開いた。

「あんたはいったいどういうつもりで、こんなひどい展開にしたわけ？」

　俺は正直に答える。

「単純に、俺にとって一番気持ちいいものを選んだだけだよ」

「にゃあ……この、ハーレムエンドが？」

「ああ」

　紗さ奈なの問いにもはっきりとうなずいた。

　そう。

　俺はけっきょく誰かひとりではなく、全員とくっつくことを選んだ。

　ロリ三人はもちろん、メイドやギルドの受付嬢もふくめてだ。

　そのために『ヒモ』の設定もすこしいじった。

　キスしてくれた相手によって違う能力が覚かく醒せいする仕様で、すなわち養ってくれる人契約者が多いほど、強さが増していく──ということにさせてもらった。

　ただし、キスの場所はくちびるではなく額にした。

　いくら儀式みたいなもので性的なニュアンスがないにしても、やっぱりキスは特別なものだと思ってしまう。たとえ漫画のなかでも、ロリたちを汚したくなかったのだ。

　その代わり──心はいただく。

　漫画の『ハル』はとても優しい青年だ。

　仲間のために常に一生懸命で、全員を幸せにしたいと思っている。

　だが、実際にやっていることはクズだ。

　なにしろ彼は『ヒモ』である。

　懸命に働くとむしろステータスが下がってしまう、どうしようもない職業なのだ。

　だから基本的には、仲間に甘やかしてもらうことしかできない。

　どれだけ目的が正しくても、手段が『ヒモ』である以上、クズ以外にはなれないのだ。

　──しかし、逆もまた真なり。

　どれだけやっていることがクズくても、彼の想おもいはあくまで純粋なのである。

　それを理解できるものだけが、彼を仲間として扱ってくれる。

　彼の性質を面白がってくれるものだけが、彼に力を授けられる。

　そして『ヒモ』は、最強の職業となる。

　予想外の能力を覚かく醒せいさせ、仲間を助ける。

　戦場のエンターテイナーへと変貌する！

　そんな彼に、仲間はますます夢中になり──

　そんな仲間のために、彼はますます努力する。

　つまり、面白おかしいクズいことを積極的に行っていく。

　やりすぎて怒られることもある。むしろメイドや受付嬢には頻ひん繁ぱんに怒られる。

　でも、やめない。やめたくっても、やめられない。

　だって彼にできるのはこれだけだし──なによりめちゃくちゃ楽しいから！

　仲間に甘やかされるのが心地よいから！

　セクハラするのが愉快だから！

　胸を張って断言できる！

　こんなに素晴らしい職業、ほかにない！

　目指すはクズの向こう側だ！




「──ヒモフォーオール・オールフォーヒモ」

　不敵な笑みを浮かべて。

「ヒモはみんなのために、みんなはヒモのために」

　俺は言う。

「だから、ひとりだけを選ぶなんてありえない」

　ダメ人間丸出しの告白をする。




「俺は藤とう花かが好きだ！」

「──っ！」

「つやつやの黒髪で！　素直な藤花が大好きだ！」




「俺は千ち鶴づるが好きだ！」

「──っ！」

「ツインテールで！　ツンデレな千鶴が大好きだ！」




「俺は紗さ奈なが好きだ！」

「──っ！」

「ネコミミで！　残念な紗奈が大好きだ！」




「俺は麻ま耶やさんが好きだ！」

「──っ！」

「おっぱいが大きくて！　純情な麻耶さんが大好きだ！」




「夕ゆ莉りちゃんも好きだ！　メガネ美人で、根は優しい夕莉ちゃんが大好きだ！」

　なりふり構わず。

「みんなみんな、心の底から愛してる！」

　必死に叫ぶ。

「だからずっと俺のそばにいてくれ！　俺のことを甘やかし続けてくれ！」




　俺はロリのヒモ。

　ロリに生活の面倒を見てもらう、人類史上まれに見るクズである。

　漫画やゲームをはじめ、好きなものに好きなだけお金を使うことができる。

　その代わりにエンターテイメントを提供し、ロリとはウィンウィンの関係を築く。

　期間は一生。

　末永く。

　嫁になんて行く気になれないくらい、みんなを夢中にさせ続ける。

　それが俺の答えであり、覚悟だった。




「クズですね」

「クズね」

「クズにゃ」

「……本当に、最低の人間ですね」




　俺の想おもいは、しっかりと届いたらしい。

　四人は顔を赤らめ、俺にジト目を向け、最高の褒ほめ言葉をくれた。

「……でも、これだけ堂々とクズいと、いっそすがすがしいわね」

　千ち鶴づるが苦笑をもらす。

「それでこそにいさまにゃ」

　紗さ奈なはしたり顔でうなずいた。

「はい、わたしもそう思います」

　藤とう花かはにっこりと微笑ほほえみ、朗らかに告げる。

「先生。今回の漫画も、最高に面白かったです！」

「たしかに、これまででダントツだったわね」

「漫画史に刻まれるべき傑作にゃ」

「……まあ、一部を除いて、よかったと思います」

　千鶴と紗奈、麻ま耶やさんも続けて感想を言ってくれた。

「みんなの原作がよかったからな」

　照れ隠しもふくめて、俺は苦笑まじりに答える。

　クライマックス以外にもちょこちょこアレンジはさせてもらったが、大筋はロリたちが話し合ったとおりに作画した。受け入れてもらえて一安心だ。

「……そ、それと、愛のこもった情熱的な告白、まことにありがとうございます」

　藤花は恥ずかしそうにもじもじして、












「実は、わたしたちもあれから話し合ったんです」

　と、真面目まじめなトーンで言葉を継いだ。

　あれから、というのは俺が泣きだしてから、ということだろう。

　なにを話し合ったのか？　俺は真剣に耳を傾けた。

「わたしたちはいつも、先生からたくさんの〝幸せ〟をいただいています。ですから、すこしでもお返ししたいと思いました。これは先生のためというより、わたしたちがそうしたいからです。先生にとってどうするのが一番いいんだろう？　わたしたちにできることはなんだろう？　──と、いろいろ考えました」

「……それで、どんな結論になったの？」

　おずおずと訊たずねる。

「先生と同じです」

　藤とう花かはくすりと笑って答えた。

「複数の女の子を同時に愛する……ふつうならありえません」

「むしろ死ぬべきよね」

「女の敵にゃ」

　ソファから立ち上がり、ロリたちがこちらに歩み寄る。

　どきりと心臓がはねて、俺はごくりとツバをのんだ。

　壁にかけられている大きな時計が、カチッカチッと時を刻む。

「……でも、先生はわたしたちのヒモなんですよね。だったら答えはひとつです」

　藤花は高らかに宣言した。




「わたしたちは、先生を徹底的に甘やかします！」




　その瞬間、鐘の音ねが響き渡る。

　五時を知らせるチャイムが、祝福を告げる荘そう厳ごんな音色に聞こえた。

　窓の外には、美しい世界がどこまでも広がっていた。

「……本当に、それでいいの？」

　自分にとって都合がよすぎて、思わず確認してしまう。

「はい。お互いを甘やかす関係ですから」

「世界一のクズにするって、まえに言ったにゃ」

「……まあ、そういうところをふくめてハルだからね。残念だけど、仕方ないわ」

　藤花と紗さ奈なは笑顔で、千ち鶴づるはツンとすました顔で言ってくれた。

　俺は三人を抱きしめる。ほとんど無意識にそうしていた。

「……ありがとう」

　さまざまな想おもいがこみあげてきて、もはやそれしか言えなかった。

　でも、それだけで充分だった。

「ふふっ、これからもよろしくお願いしますね、先生♡」

「……調子に乗りすぎたら、容赦なく叱るからね」

「ぼくたちとにいさまの絆きずなは、永遠にゃ」

　と、三人も抱きしめ返してくれる。

　あまくて、やわらかくて、あたたかい。

　至福の感触だ。

　俺はこれを、この関係を、命をかけて守っていく。

　それだけが俺の望み。ヒモの本ほん懐かいだった。

　ふと、じっとりとした視線を感じる。

　目を向けると、たわわメイドがうらやましそうにこちらを見ていた。

　麻ま耶やさんもロリたちと抱き合いたいのだろう。

「麻耶さんもこっちにくる？」

「……け、けっこうです」

　麻耶さんは頰ほおを染めてそっぽを向いた。

　ですよね。

　でも、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよするような間まがあった。

　もっと親愛度を高めれば、いつかきっと、みんなで抱き合える日がくるだろう。

　そこで、『きゅー』という音が響く。誰かのおなかが空腹を訴えたのだ。

　俺は苦笑して言う。

「まったく藤とう花かは」

「わ、わたしじゃないですよ！」

「じゃあ千ち鶴づる？」

「はあ？　そんなわけないでしょ！」

「紗さ奈な？」

「ぜったいちがうにゃ！」

「まあ、俺なんだけどな」

「「「──っ!?」」」

　おどけて白状すると三人は俺から離れ、真っ赤な顔でにらんできた。

「先生！」「ハル！」「にいさま！」

　予想以上の剣けん幕まくに、さしもの俺もたじろぐ。

「……ちょ、そんなに怒るなよ。クズでもいいんじゃないのか？」

「こういうのはダメです！　って、前にも言いましたよね！」

「そうよ！　乙女の沽こ券けんに関わるわ！」

「クズにもデリカシーは必要にゃ！」

「うっ……ごめん。悪気はなかったから許してくれ」

　と、手を合わせて謝る。

　対して三人はぷりぷりとした口調で、こう言った。

「許してほしかったら、誠意を見せてください！」

「そうね。言葉だけじゃ誠意が足りないわ！」

「きちんとした誠意を要求するにゃ！」

「……はい、かしこまりました」

　もちろんこの場合の誠意は、土下座や慰謝料などではない。

　詫わびなでだ。

「ふわぁ……先生のなでなで、ひさしぶりです♡」

「……ふん、腕は落ちてないようね」

「にゃーん♡」

　それぞれ一分で許してもらえた。







　そのあと。

　漫画の完成を祝して、打ち上げを開催することになる。

　メニューは俺のリクエストで焼き肉だ。漫画に集中するためずっと軽食しかとっていなかったので、がっつりごちそうを食べたかった。

　でも、ただの焼き肉じゃあ、面白みに欠けるよね。

　ってことで、ノーパン焼き肉と相成った。

　恥ずかしがるお嬢さまたちと、たわわメイドに囲まれて、最高級の和牛をいただく。

　いやはやまったく……ロリのヒモは最高だぜ。










　ある日、自室のベッドでくつろいでいると、スーツ姿の三人のロリが訪ねてきた。

　ひとり目は黒髪ロング、ふたり目はツインテール、三人目はネコミミである。

「こんにちは。天てん堂どうハルさんですね？」

「はい。そうです」

「このたびは弊へい社しやのサービスをご利用いただき、まことにありがとうございます。さっそく面接させていただきますね」

　黒髪の少女がにこやかにそう言うと、三人ともベッドにあがった。

　俺は姿勢を正して、まっすぐ向き合う。

「えー、本日の面接官を務めさせていただきます、二に条じよう藤とう花かです」

「同じく丹たん沢ざわ千ち鶴づるよ。ふざけたことを言ったら承知しないから、そのつもりで」

「同じく小こ森もり紗さ奈なにゃ。若い力に、期待してるにゃ」

　黒髪、ツインテ、ネコミミの順で自己紹介してくれた。

「天堂ハルです。よろしくお願いします」

　俺もあらためて名乗り、深々と頭を下げた。

　二条さんの仕切りで、面接がはじまる。

「それではまず、なぜわたしたちのヒモになりたいのか、志望動機を教えてください」

　どんな仕事でもほぼ確実に聞かれるであろう、基本中の基本だ。

「かわいい女の子たちと楽しく気ままに暮らしたいからです」

　と、俺はよどみなく答えた。すると三人はピクリと反応し、二条さんが口を開く。

「──すいません。いま、なんとおっしゃいました？」

「楽しく気ままに暮らしたいと」

「その前です」

「かわいい女の子たちです」

「もう一度」

「かわいい女の子たち」

「……なるほど」

　二条さんはこほんと咳せき払ばらいをして、凛り々りしい顔つきで確認する。

「つまり天堂さんはわたしたちをかわいいと思っている、ということですね？」

「もちろんです。この世にあるすべての『かわいい』の頂点だと思っています」

「……えへへ」

　凛々しさを保てなくなり、二条さんはふにゃっとした笑顔になった（かわいい）。

「……ふーん、女の子を見る目はたしかなようね。『楽しく気ままに』ってのはどうかと思うけど、まあ、ぎりぎり許容範囲かしら」

　髪の毛を指でくるくるしつつ、丹たん沢ざわさんがぽつりとつぶやく。

　その頰ほおはほんのり赤く染まっていた（かわいい）。

「にゃあ、素晴らしいにゃ。もう採用でいい気がするにゃ」

　小こ森もりさんも頰を染め、もじもじしながら言った（かわいい）。

「ふふ、そうですね。わたし的にもすでに合格ラインです。ですが、採用後のミスマッチを防ぐためにも、ほかにもいろいろ聞かせてください」

「はい、なんでも聞いてください」

　俺は胸を張って言う。こちらには、どんな質問にも正直に答える準備があった。

「では、おこづかいは月にいくらくらいを希望しますか？」

「そうですね、そんなに多くはいりません」

「というと、十万円くらいですか？」

「はい。それだけあれば充分です」

「ずいぶんと謙虚ですねー」

「いえいえ、恐縮です。あ、でも、突発的になにかほしいものができた場合は、そのぶんをいただけると嬉うれしいです」

「それはもちろん。遠慮されるとこちらも悲しいですからね」

　続けていくつかの質問に答えていき、面接もいよいよ佳か境きようとなる。

「では、そろそろ実技に移りたいと思います。うちはこちらも重視しているので」

「わかりました。『なでなで』からでいいですか？」

「はい。お願いします」

　俺は三人に近づき、まずは二に条じようさんの頭に手を置いた。

　さらさらとした髪の感触を楽しみつつ、優しくなでなでした。

　二条さんは目を細めて、気持ちよさそうな声を出す。

「ふわぁ……とてもお上じよう手ずですね。もしかして経験者ですか？」

「いえ、そんなたいしたものじゃないですよ。高校時代にヒモ甲子園を目指していた程度で、基本的には自己流です」

「それでこれほどとは……才能のかたまりですね」

　二条さんの次に、丹沢さんの頭をなでなでする。

「ん……ほんと、なかなかの腕前じゃない」

　丹沢さんにも好評なようで、リラックスした様子で吐息をもらした。

　俺は勢いづいて、同時にふともももなでなでする。

「──ちょっ、どこさわってるのよ!?」

「サービスです」

「そ、そういうのはいいから！　てか、やるならせめて一声かけなさいよ！」

「あー、すいません」

　いちいち口に出すのも野や暮ぼだと思ったが、面接ではやりすぎだったか。

　顔を真っ赤にする丹たん沢ざわさんに、俺は素直に謝罪した。

「次はぼくにゃ」

　おねだりするように、小こ森もりさんがこちらに頭を傾ける。

　俺は喜んでなでなでさせていただいた。

「にゃあ、これはさいこーにゃ……ついでにハグもしてみるにゃ」

　要望に応えて、ぎゅっと抱きしめる。

「あ、紗さ奈な！　ひとりだけずるいですよ！」

「そうよ！　平等にやらないと審査に影響が出るでしょ！」

　二に条じようさんと丹沢さんに抗議され、けっきょくみんなで抱き合う形となった。

「うふふ、ハグもお上じよう手ずですね」「……まあ、及第点ね」「見事なテクにゃ」

　ろりろりしいぬくもりにしばらく包まれていると、コンコンとノックの音が響いた。

　ドアが開いて、たわわなメイドさんが乳室──もとい、入室してくる。

　麻ま耶やさんはじっとりした目を俺に向けて、

「……なにをしているんですか？」

「面接のシミュレーションだよ」

　やましいことはなにもないので、俺は堂々と答えた。

「……シミュレーション？」

　と眉をひそめる麻耶さんに、藤とう花か、千ち鶴づる、紗奈が補足する。

「そうです。将来的に『ヒモ』の需要がもっと伸びたときに、ヒモと富裕層のマッチングサービスが流は行やるかもしれないと思ったんです。それで、そのときスムーズに面接できるようマニュアルを作りたくて、先生にご協力いただいています」

「いまのところはありえないと思うけど、ビジネスチャンスってふつうじゃないところに転がってたりするしね」

「にゃん。就活や婚活みたいに、ヒモ活が当たり前になる時代が来たら面白いにゃ」

「な、なるほど……さすが、目のつけどころが違いますね」

　ほんとそれ。俺のかわいいロリたちは、いつだって俺を楽しませてくれる。

　だから俺も、全力で彼女たちを楽しませる。

　未来の日本がどうなっているかはわかんないけど……。

　ロリフェッショナルで、ヒモフェッショナルな自分でありたい。

　ロリたちをなでなでしながら、そんなことを思うのだった。












あとがき







　外でのシーンが多かった３巻とは打って変わり、今回はハルの部屋で遊ぶネタが多くなりました。やりたいと思ったことを惜しみなく投入した結果なのですが、いかがだったでしょう？　すこしでも心に潤いめいたものを提供できたなら幸いです。

　……さて。本書の発売日は２０１７年７月25日です。そしてこの三日後、７月28日に本作のドラマＣＤが発売予定となっております。そこであらためて、個人的なおすすめポイントをいくつか語らせていただきたいと思います。

・プロフェッショナルなお仕事がすごい！

　ドラマＣＤの制作には多くのプロフェッショナルな方々が携わっております。

　作家としてはすこし妬ねたましくもあるのですが、やはり音の力というのはすごいです。

　的確なディレクション、効果的な演出や編集、そしてもちろん声優の皆様の演技……。

　おかげさまで、キャラの魅力が超絶ぱわーあっぷしております。特に、藤とう花かに甘やかされたい方、千ち鶴づるに叱られたい方、紗さ奈なににゃんにゃんされたい方、麻ま耶やさんに冷たくされたい方、夕ゆ莉りちゃんに罵ののしられたい方には、ご満足いただける出で来き映ばえになっているかと思います。また、ハルも忘れてはいけません。とってもさわやかな好青年ボイスで、実にクズいことを言ってくださっています。ダメな男に甘えられたい、という方にもおすすめできるかもしれません（※個人の感想です）。

・書きおろしエピソードあり！

　セクハラの境界線をみんなで討論する『どきどき☆ヒモ裁判！』と、３巻でちらりと書いていた『ヒモさまゲーム』を、ドラマＣＤ用として書かせていただきました。手前味み噌そですが、楽しいエピソードになっていると思うので、ぜひぜひ聴いていただきたいです。

・豪華な描きおろし特典！

　へんりいだ先生によるスペシャルかわいいイラストを使用した、豪華な特典がいろいろあります。詳細は、公式サイトをご覧になっていただけますと幸いです。

　ほかにも語りたいことは多々あるのですが、そろそろ謝辞に移りたいと思います。

　へんりいだ先生。今回も素敵なイラスト、本当にありがとうございます！　ドラマＣＤまわりのイラストもただただ最高でした！

　ドラマＣＤ関係者の皆様、担当さま、本シリーズに携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。

　そしてなにより、ここまで読んでくださった、あなたさま。

　毎度クズ全開の話にお付き合いくださり、まことにありがとうございます！

　またお会いできることを心から願っています。









　著者

　暁雪（あかつき・ゆき）

　　第10回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　「ひとりで生きるもん！」でデビュー。神奈川県在住。

　　藤花たちが通っている学校は『比呂森（ひろもり）女学院』という名称にしようと、かなり初期の段階に設定していたのですが、思った以上に出てくる機会がないので、この場を借りて公表させていただきます。




　イラストレーター

　へんりいだ

　　漫画家、イラストレーター。

　　女児向けファッション雑誌集めが趣味。

　　最近はフリースタイルラップの動画漁りにお熱。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／へんりいだ

　　装丁／AFTERGLOW
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